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　カチャリと耳障りな音が耳を掠め、目が覚めた。

　いつの間にか眠りに落ちてしまっていたらしい。怠い身体を動かし、私はなんとか上体を起こす。

　すべてが夢だったらいい。どうかそうであってほしい。儚い願いを頭に浮かべながら、震える指が自分の喉を辿る。

　ひんやりとした細い銀製のチェーンと、その先端に括られた金属──小さな鍵。そのふたつの感触が順に指先を掠め、ああ、と呻くような声が漏れた。

　文字通り、これは〝鎖〟だ。おぞましい悪魔が私を繋ぎ留めておくための鎖。

　今の私は、この場所から逃げることも隠れることもできやしない。

「……う……」

　再び、くぐもった呻きが口をついて出た。

　我が家には、古い時代の〝悪魔憑き〟の言い伝えが残っている。祖先のひとりが悪魔と契約したせいで、その代償として、家に生まれついた女子は悪魔の生贄にされてしまう……そんな言い伝えだ。

　もちろん私も、お伽話の延長線上にある話だと信じて疑わなかった。たとえ、その伝承のすべてが嘘というわけではないとしても。

　だというのに、まさか本当に我が家に悪魔が巣食っていた上、今もこうして生き延びていただなんて、誰が信じられるだろう。

　お父様、お母様、どうか助けて。

　この閉じられた空間からは届きすらしないだろう声にならない祈りを、大切な家族たちに向けて捧げたと同時、低い声が私の耳を刺した。

「エステル」

　陶酔の滲んだ男の声を聞きながら、私はゆっくりと視線を上向ける。

　現実は非情だ。悪魔なら悪魔らしく、せめてひと目でそうと分かる姿をしていてほしかった。例えば、人とは比較にならないほど大きく裂けた口であったり、あるいは頭から生えた二つの角であったり……そういう、古くから言い伝えられているおぞましい姿を。

　それなのに、よりによって、目の前の悪魔は。

「く……」

　思わず呻いてしまう。

　私の目覚めを知った男は、一歩、また一歩とベッドに歩み寄ってくる。

　最愛の婚約者。由緒正しい聖職者の家の息子。優しく親切な恋人。私にとっては、そのどれもが彼を示すにふさわしい言葉だった。

　けれど、今は。

「いや、……来ないで」

　唇から、怯えきった声が零れ落ちる。

　枕元にそっと腰を下ろした彼から、露骨に目を逸らしたのに、顔を覗き込まれたせいで強制的に視線がかち合ってしまう。

　金色の双眸が、まっすぐに私を射抜いてくる。今、私の胸元で揺れている鍵と同じ色。美しくも禍々しい光を湛えたこの鍵は、悪魔にとっての〝餌〟たる目印だ。

（あり得ないわ）

　眩暈がした。

　貴族の結婚は、家と家を結ぶための結婚であり、当人たちが愛情を通わせられるかどうかはまた別の話だ。幼い頃から決まっていた婚約者と愛を交わせている自分を、ほんの少し前まで、私はこの世で最も幸せな人間だと思っていた。

　──けれど、今は。

　喉元の鍵に悪魔の指が触れる。途端に、鍵は私の眼下で一層禍々しく輝き始めた。

　これを身に着けたまま、この悪魔の領域からの脱出は叶わない。もちろん、悪魔の目の前で、チェーンに通された鍵を外すことも叶いはしない。

　そんなことをしても意味がない。

　むしろ、この悪魔の私に対する執着が、余計に強まってしまうだけ。

「っ、触らないで……」

「どうして？　つい先日まで、毎日のように『愛してる』って言ってくれてたじゃないですか」

　心外そうに問われ、私は唇をきつく引き結ぶ。

　そうだ。心から愛していた。あなたと結ばれる日を、たった数日前まで指折り数えて待ち望んでいた。

　それなのに、もう絶対にあの日々には戻れない。

　愛する人が、まさか、人の魂を喰い荒らすおぞましい悪魔だったなんて。

「……イヴォン……」

「はい。あなたのイヴォンはここにおります」

　蕩けるような声が耳に届き、血が滲むほど強く唇を噛み締めた。

　違う、お前は私のイヴォンではない──そう声を荒らげたくて堪らなくなる。でも。

　ああ、と嘆きの声が零れた。顔、声、体温。どれもこれも同じだ。目の前の悪魔は、私が心から愛していた婚約者本人なのだと、心の底から思い知らされる。

　私は、聖職者の皮を被った悪魔に騙されていたのだと。

「愛しています、エステル。だからもう諦めてください」

「あ……」

「あなたがいけないんだ。僕以外の人を信じて、僕の秘密を探ってしまったあなたが」

　言葉の最後に被せるように、悪魔は私の唇を強引に奪った。

　きつく目を瞑った私は、この呪わしい男の唇を、いっそこのまま噛みちぎってやれないかと拳を握り締める。

　でも、できない。

　そんな残酷な選択は、私には、とても。

「……うう……」

　絶望に身を委ねながら、生家を代々脅かし続けてきたおぞましい悪魔からの口づけを、私はただ受け入れるしかなかった。







第１章 悪魔憑きの家の令嬢、悪魔の棺を覗き見ること








　ダリエ侯爵家は、かつて大陸中で最も忌まわしい秘密を抱える家であった。

　身内から、悪魔との契約者を出したのである。

　悪魔とは人の魂を喰らうもの。怒り、悲しみ、憎しみ、妬み……負の感情を強く宿した魂ほど、悪魔の不埒な舌を甘く蕩かすという。

　ダリエ家出身の男が契約した相手は〝悲恋喰いの悪魔〟。その名の通り、悲恋に沈んだ魂を好む悪魔であった。

　男と悪魔との間に一体どんな契約が交わされたのか、詳細は伝わっていない。悪魔との契約によって男がどんな益を得たのかも、真相は靄の中だ。不名誉なできごとは、いつの時代も事細かには記録されない。

　ところが、交わした契約の代償だけは残ってしまった。〝直系の女の子孫の魂を悪魔に捧げる〟という契約だ。甘言で人を騙し、都合良く操って利用する──それが悪魔の手口だ。悪魔に言い包められた男は、未来の子孫たちを捧げるという最悪の契約を交わしてしまった。

　以降、ダリエ侯爵家に誕生した女児たちは、生まれながらにして悪魔の影に怯えて暮らす羽目になった。よりによって祖先が契約したのは〝悲恋喰いの悪魔〟だ。娘たちは皆、必ず悲恋を経験させられ、そして悪魔の生贄にされた。

　ダリエ家の娘と恋に落ちた男たちは、実にさまざまな死に方をしたという。

　落馬、毒死、事故、病気、あるいは自害。ダリエ家の身内が、率先して娘の恋人を殺める場合もあった。実の娘に悲恋を味わわせるべく、わざと娘に引き合わせた男を、後々その手にかける場合も。

　悪魔の機嫌を逆撫でしないよう、なにより自分たちの醜聞が世間に漏れ出さないように、実の娘と罪のない男に悲恋を味わわせ、嘆き悲しむ娘を悪魔に捧げる──その頃のダリエ家の者たちは、悪魔に蹂躙される恐怖に怯え、完全に狂気に囚われていたようだ。

　おぞましい悪魔は、ダリエ家のプライドと恐怖を利用し、密かに生贄を用意させ続けた。そうやって、絶望に染まった娘たちの魂を毒牙にかけてきたという。

　そうした恥ずべき歴史が、かつてのダリエ侯爵家には確かにあった。




　──だが、それも遠い昔の話。





　　　　　＊






「見て、お母様！」

　ドレスルームの姿見を前に、乙女のはしゃいだ声が響く。

　背後で目を細めて微笑んでいるのは彼女の母親だ。ふたりの目が鏡越しに合う。母に笑い返しながら、彼女はウエディングドレスの裾を持ち上げて艶やかにターンしてみせた。

　エステル・ダリエ。ダリエ侯爵家の長女で、今年十九歳になる。

　婚約者との結婚式を七日後に控え、今、彼女は幸せの絶頂にあった。

「まぁ……素晴らしい仕上がりだわ。綺麗よ、エステル」

「ありがとう、お母様」

　眩まばゆいばかりの純白のドレスは、エステルの母がダリエ家に嫁いできた際にもまとったものだ。

　エステルの身体の線や現在の流行に合わせ、仕立屋に直しを頼んでおいた。両親の挙式の写真を見て以来、彼女が長く憧れてきたウエディングドレス──祖母も袖を通した、気品と由緒溢れる一着だ。

　腰からふわりと膨らんだスカートが目を惹く。さらに、肩から二の腕にかかる生地をレース地に仕立て直してもらった。そのせいか、見る者に、新しく仕立てられたドレスであるかのような新鮮な印象を抱かせる。

　袖口に向かって広がる七分袖のベルスリーブが、エステルの華奢な白腕を鮮やかに彩る。編み込まれた榛はしばみ色いろの髪から零れた後れ毛が、ターンに合わせて軽やかに揺れる。

　幸福感に包まれながら、エステルは、エメラルドを彷彿とさせる鮮やかな緑の瞳に喜びを滲ませた。

「ヴェールもおつけしますね。失礼いたします、エステルお嬢様」

「ふふ、ありがとう」

　身を屈め、エステルは仕立屋からヴェールを被せてもらう。

　閉じていた瞼を開くと、鏡越しの自分自身と目が合った。そこに佇んでいるのは、世界中からの祝福を一心に浴びているような、幸せそうな花嫁だ。

「ラガルド卿を呼んでくるわね。彼にも見てもらいましょう」

　言いながら、母は踵を返してドレスルームを退室していく。途端に、エステルは落ち着かない気分になる。

　彼の穏やかな微笑みを思い浮かべると、エステルの頬はそれだけで熱くなる。

　彼女の婚約者はイヴォン・ラガルド。王家と並んで国の柱と称されている聖院において、歴代最も多くの聖職者を輩出してきたラガルド家の子息だ。

　十二年前、エステルが七歳、イヴォンが六歳のときに出会ったふたりは、その後間もなく両家の意向によって婚約を交わした。

（この姿を見て、イヴォンはなんて言うかしら）

　そわそわと、エステルは母と恋人の訪れを待つ。

　ほどなくして、母がイヴォンを伴ってドレスルームに戻ってきた。普段通り黒いキャソック──詰襟の司祭服をまとった彼をひと目見て、エステルは顔を綻ばせる。

　室内に足を踏み入れたイヴォンは、花嫁衣装に身を包んだエステルを目に留めたその一瞬、眩しそうに目を細め、それから穏やかな笑みを浮かべた。そしてエステルの傍まで歩み寄り、彼女の白い手の甲に唇を寄せる。

「綺麗です、エステル。とても」

　母も仕立屋も傍にいる中、イヴォンにはまるでエステルしか見えていないかのようだ。

　まっすぐにエステルを見つめる彼の銀色の瞳が、すぐ傍で甘く蕩けて見えた。ウエディングドレス姿の婚約者に見惚れている……いや、エステル本人に心底陶酔しているような顔だ。

　こういう顔を見せることが、イヴォンには昔からあった。その顔を見るたび気恥ずかしくなる。「ありがとう」と返しつつも、母と仕立屋の視線が気に懸かってならず、エステルはそれまで以上に頬を染めるしかなくなってしまう。

　イヴォンは幼い頃から大人びた少年だった。その上、エステルに対してだけ、今のようにひどく情熱的な一面を見せる。

　大切にされている実感は、この十二年、ただの一度も途絶えなかった。

　彼の癖のある黒髪が好きだ。夜闇に浮かぶ月を切り抜いて嵌め込んだかのような、しっとりときらめく銀色の瞳も。

　誰にでも分け隔てなく親切な、心優しき青年──それがエステルの最愛の人、イヴォン・ラガルドの素顔だ。

　私はイヴォンを心から愛している。イヴォンも、私を愛してくれている。

　ドレスルームの姿見の中で微笑む、ウエディングドレス姿の自分。今の私はきっと、世界で一番の幸せ者だ。

「ふふ。もうすぐね、ふたりとも」

　エステルに対するイヴォンの情熱を目の当たりにしたせいか、仕立屋はまだ頬を染めて口元を押さえている。その様子を横目に、母はイヴォンとエステルに歩み寄りながら声をかけた。

　仕立屋とは違い、エステルの母は、娘へのイヴォンの情熱を昔から知っている。

「ええ、本当に待ち遠しいわ。お母様と離れて暮らすことになるのは寂しいけど」

「まあ、今から涙ぐむ子がありますか。せっかちなんだから」

　感極まって瞼を濡らしたエステルの目尻を、母の指が優しく撫でる。

　結婚式を控え、エステルはすっかり浮足立っていた。憧れのドレスを着て、大切な人と永遠の愛を誓う──長く夢見てきたその日が、もう間もなく訪れる。気が逸らずにはいられない。

　家同士が決めた結婚をした人たちの中には、生涯心を通わせることのできない夫婦もいると聞く。けれど両親はそうではなかったし、自分もそうはならないだろう。

　そんな確信が、エステルの心にははっきりとあった。







　花嫁衣装から着替え、エステルはイヴォンとともに前庭を歩く。

　前庭は、エステルが邸内で最も好んでいる庭だ。新緑眩しい初夏、そこでは薔薇が花盛りを迎えていた。

　この季節の花でエステルが特に気に入っているのは、白い薔薇だ。清楚に、それでいて艶やかに咲き誇る花々を眺め、先刻までまとっていた純白のウエディングドレスを思い返しながら、エステルは隣の恋人へ弾んだ声で語りかける。

「今日は来てくれてありがとう、イヴォン。花嫁姿は当日まで隠しておこうか迷ってたの、でも見てもらえて良かった」

「はい。本当に綺麗でした、目が離せなくなるくらい」

「ふふ。嬉しい」

　口元に手のひらを当て、エステルは頬を緩めて笑う。その間も、イヴォンの熱のこもった視線を感じる。

　彼はずっとエステルを見つめている。今日ダリエ邸を訪れてから、ずっと。

　いつもと変わらない。イヴォンは今『目が離せなくなるくらい』と言ったが、エステルと一緒にいるとき、彼はいつだってエステルを見ている。彼にとって特別なのは、花嫁姿のエステルではなく、単にエステル自身という話なのかもしれない。

　ふたりが出会った頃には、イヴォンはとうに悪魔祓いの才覚を見出されていた。

　彼はあまり笑わない子供だった。ただ、エステルと一緒にいるときだけは、よくはにかんだような笑みを浮かべていた。イヴォンの家族たちも、『エステルの前でだけはよく笑う』と驚いていた。

　名家の後継としての重圧は、まだたった六歳だったあの頃の彼の両肩に、すでに重く圧しかかっていたのだろう。

　そんなイヴォンにとって、自分の存在が少しでも癒しになってくれたらと、当時七歳、やはり幼い子供だったエステルは考えた。会える日にはどんな話をしよう、どんな話をしたら笑ってくれるだろう、と幼いなりに懸命に頭をひねっていた。

　満開の白薔薇に囲まれながら、エステルは不意に湧き起こった懐かしい記憶に唇を緩める。

　ひとつ年下のイヴォンは小柄な子供だった。出会った頃は、エステルのほうが背が高かった。ふたりの背丈が並んだのは彼が十歳になった年。ともすれば年下だということを忘れてしまいそうになるほど、イヴォンはたくましい大人の男性に成長した。

　エステルがふと見上げた先で、彼と視線がかち合う。

　やはり、イヴォンはエステルをじっと見つめていた。

（……この目、さっきも）

　さっきも見た。ウエディングドレスをまとったエステルに、『綺麗です』と言ってくれたときの目だ。

　この広い世界でエステルしか見えていない──そんな陶酔の眼差しを向けてくることが、イヴォンにはままある。そのたび、『どうしたの』とエステルが尋ね、その声でようやく我に返るらしい。

「どうしたの、イヴォン？」

「あ……いいえ。なんでも」

　今回も同じだ。はっとした様子で、微かに目を泳がせたイヴォンを、今度はエステルがじっと見つめる。

　彼の目に自分しか映っていない幸せを噛み締めると同時に、エステルの胸には、小さな不安がそっと顔を覗かせる。

　イヴォンは、自分からエステルに触れたがらない。

　この前庭に移動して、今日初めてふたりきりになった先刻もそうだった。手を取ろうとした瞬間、イヴォンの指先が小さく震えた……というより強張った。彼のその癖は、出会った頃からずっと変わらない。

　イヴォンの生家であるラガルド家の人々は、聖院においての立ち位置がやや特殊で、結婚することも子孫を残すことも特例的に許されている。だからこそ、自分たちの婚約は早い段階で決まっていた。だが。

　頑なにエステルの接触を避けたがるイヴォンの仕種が、聖職者ゆえの禁欲という、ただそれだけではない気がしてしまう。そんな考えが頭を過ぎるたび、エステルの胸はちくりと疼いて痛む。

　……せっかくの幸せな気分に、わざわざ自分で水を差してどうする。

　歪みかけた唇を意識して笑みの形に戻しながら、エステルは心の中で自分を叱る。

　触れようとするときにイヴォンが強張るのは、いつだってほんの一瞬だ。現に彼は今、しっかりとエステルの手を握ってくれている。

　温かな指。愛する人のぬくもり。結婚式を控えた花嫁らしくない不安なんて、感じるべきではない。

　その思いこそが、エステルに甘い言葉を囁かせる。

「愛してるわ、イヴォン」

　絡めた指に、エステルは微かに力を込めた。

　僕も愛しています、と返してきたイヴォンの声は、エステルの声以上に甘かった。耳が蕩けそうになるほど──そう、嬉しいだけでいいのだ。それなのに。

　ほんのわずかに混じり込んだ雑音が、エステルを、やはりほんのわずかに揺さぶり続けてやまない。

　この不安は、自分が、かつて悪魔憑きだった家の血筋だからなのだろうか。悪魔憑きである事実を世間に隠し続けていた、古い時代の主たちの罪を、ふと我が身に置き換えてしまいそうになる瞬間は確かにある。

（……くだらないわ）

　そう。くだらない。本当にそのひと言に尽きる。

　悪魔憑きだなんて、そんな話は今ではもうお伽話と変わらない扱いだというのに。
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　大伯母のメリッサが倒れたという知らせがエステルの元へ届いたのは、彼女が花嫁衣装に袖を通した翌朝だった。

　エステルの祖父の姉、すなわち大伯母に当たるメリッサ・ミュレーズ──彼女は、〝悲恋喰いの悪魔〟がまだダリエ家を脅かしていた時代の終盤に生まれた直系の女子だ。

　すでに八十歳を超えている彼女は、悪魔憑きという醜聞に囚われていたダリエ侯爵家の不名誉とその終焉を直に目にした、いわば当時の生き証人であった。

　一度は悪魔の生贄に選ばれたが、結局はその役目を免れた、ひどく気難しい婦人──メリッサに対する周囲の、特にダリエ侯爵家の面々の反応はそれに尽きる。彼らがメリッサに向ける視線も、分かりやすく冷ややかだ。

　なによりも、両家の親族で唯一、エステルとイヴォンの結婚に反対していること。

　それが、メリッサが煙たがられている一番の理由だった。

『お前の婚約者は悪魔だ』

『あの男とは、絶対に結婚してはならない』

　メリッサがエステルとイヴォンの婚約を知ったのは三年前。初めて大伯母と顔を合わせた日に告げられた言葉を、エステルは今でも鮮明に思い出せてしまう。

　あの日メリッサは、かつてダリエ家の娘たちの魂を貪っていた〝悲恋喰いの悪魔〟とイヴォンが、同じ顔をしていると言い放った。

　その場には両親も同席していた。母は悲鳴をあげてメリッサの話を遮り、父もまた『二度とこの家に来ないでくれ』と激昂した。

　悪魔……あり得ない。イヴォンとは対極にあると言っていい存在だ。

　ラガルド家は、古くから多くの聖職者を輩出してきた。悪魔の呪縛から解放されて以降、エステルの曽祖父をはじめとしたダリエ家の面々は、それまで以上に敬虔な聖徒となった。ラガルド家と親交を持ち始めたのも、曽祖父の代からだと教わっている。

　イヴォンとエステルの結婚は、十二年前から約束されていたことだ。その結婚に反対する者は、両家の親族のうちにはいない。

　ただひとり、メリッサ・ミュレーズを除いて。

（……大伯母様）

　メリッサの暮らすミュレーズ家の別邸へ向かう馬車に揺られながら、エステルは唇を噛み締める。

　倒れたメリッサの元を訪ねようとしているのはエステルのみ。父は仕事を優先すると言い、母もそれに倣った。両親はおそらく大伯母を見舞わない。大伯母の言動を踏まえるなら、自分もそうしなければならなかった。それなのに。

　初めてメリッサに会った日、エステルは彼女の手を振り払えなかった。訴えかけてくるメリッサの瞳は真剣そのもので、間違いなく、彼女がエステルの身を案じていると分かったからだ。

　おそらくはエステルが、メリッサ、そして悪魔に捧げられていた昔の生贄たちと同じ、〝ダリエ侯爵家に生まれた直系の女子〟だからなのだろう。

　メリッサは、ダリエ家に悪魔が取り憑いて以降、初めて悪魔に喰われなかった直系の女子だ。かつて生贄に選ばれ、悪魔に魂を捧げられるところだったが、結局なにごとも起きず無事に生還したという。

　メリッサはその際、棺ひつぎに収まる悪魔の姿を見たそうだ。

　その顔が、イヴォン・ラガルドと瓜二つ──いや、完全に同じだと彼女は言った。

　とはいえ、八十歳を過ぎているメリッサの古い記憶がどこまで正確なのかは、もう誰にも分からない。当時を生きた身内の中で、それを鮮明に記憶できる年齢に達していた者は、今やひとりも残っていないからだ。

　つまり、悪魔の顔を知る者はメリッサ以外にいない。当時を知る者もまた同じだ。だが。

　メリッサは、ダリエ家に久々に誕生した女子だったという。彼女の両親は、悪魔憑きが始まった当初と同じやり方で窮地を切り抜けようとした。つまるところ、メリッサに悲恋を味わわせ、悪魔の生贄として仕立て上げたのだ。

　しかし、悪魔はついぞメリッサの魂を喰わなかった。

　以来、〝悲恋喰いの悪魔〟はすでに寿命を迎えたとされた。悪魔は去った、我が家は救われた、とメリッサの両親をはじめとしたダリエ家の面々は咽び泣いて喜んだという。無論、当のメリッサ本人を除いて。

　家族の手で生贄に選ばれ、恋人とのつらい別れを経験させられたメリッサは、家族への信頼を完全に失っていた。そこに悪魔の生死は関係なかった。

　自ら生家と縁を切った彼女は、しばらく各地を転々とした後、当時頭角を現し始めていたミュレーズ商会の跡継ぎの愛人を経て、そのまま後妻の座に収まった。

　ダリエ侯爵家とメリッサの関係は、端的に言って非常に悪い。

　資産家とはいえ平民であるミュレーズ家へ、相談ひとつせず勝手に嫁いだメリッサを、ダリエ侯爵家はもはや身内として認めなかった。それは時代が変わった今も同じだ。なにより、メリッサ自身が生家との復縁を拒み続けている。

　エステルはどうしても同情を覚えてしまう。恋人を奪われた挙句、家族から〝悪魔の生贄となって死ね〟と命じられた事実は、メリッサにとって未来永劫変わらないのだから。

　かつての悪魔憑きがお伽話のような扱いになって久しい昨今、メリッサの存在は、今もダリエ侯爵家に暗い影を落としている。ダリエ家の者たちの、身内を悪魔に捧げて保身に走るという醜い罪を、メリッサは生きているだけで証明しているのだ。

　ダリエ家の誰もが大伯母を煙たがっている。だが、エステルはどうしても大伯母を嫌いになれない。

　その心境は、ダリエ家の男たち、そして他家から嫁いできた母にも、真の意味では理解できないだろう。もしかしたら〝悲恋喰いの悪魔〟に喰われるかもしれなかったという恐怖は、ダリエ家直系の女たちだけのものだからだ。

　イヴォンが悪魔だというメリッサの訴えを信じる気はないが、彼女がエステルの身を案じる気持ちには偽りがないと分かるから、エステルにはどうしてもメリッサを無下にはできない。

　それでも、イヴォンやラガルド家の人々に、メリッサの主張を知られるわけにはいかなかった。

　聖職者──それも悪魔祓いにおいて名高いラガルド家。その中でも、イヴォンは十八歳という若さで、すでにさまざまな功績を上げている。そんな彼を名指しで悪魔だと叫ぶ大伯母の主張は、失礼などという次元では到底済まされない暴言なのだ。

　聖院の司祭は基本的に配偶者を迎えず、ほとんどが生涯独身を貫く。ただし、悪魔祓いに携わる者に限っては例外だった。彼らは遺伝で才を引き継ぐ場合が多く、昔から子を成すことを容認されている。

　ラガルド家は元々、血族同士での結婚を繰り返して悪魔祓いの力を繋いできた一族だ。悪魔が蔓延はびこっていた古の時代には、彼ら一族が聖院内の権力の大部分を握っていたとも言われている。

　数代前の当主が方針を変えて以降、一族に深く根づいていた排他的な空気はおおよそ和らいだが、血筋によって才を受け継ぐ者は今も多い。イヴォンもそのひとりだ。

　爵位こそ持たない家だが、聖院内における立場は盤石だ。その当主の立ち位置は、議会に名を連ねる上位の貴族らとほぼ同等とされている。

　そして、イヴォンは次期ラガルド家当主。有力な侯爵家の娘であるエステルを妻に迎えることで、ラガルド家、そしてイヴォン本人の立場もまた、ますます確固たるものとなるはずだ。

　自分たちの結婚を祝福しないどころか、ラガルド家の嫡男を悪魔だと名指しするメリッサの存在は、ダリエ家にとって本当に危険だ。そんな大伯母の元へこうして向かっている自分もまた、危ういことをしている。

　このことがイヴォンに、そしてラガルド家に知られれば……大伯母の誤解を解きたいのは事実だが、果たしてそんな言い分で周囲に納得してもらえるかどうか。

　息を浅くするエステルを乗せた馬車の動きが、次第にゆっくりになっていく。

　ほどなくしてミュレーズ家の別邸前に到着した馬車を降り、エステルはやや急ぎ足で屋敷へと向かう。

（私だってわけが分からないわ……）

　自分でも分からない。どうして、これほど大伯母が気に懸かってしまうのか。

　メリッサは、イヴォンを悪魔だと一方的に糾弾し、彼を貶めている。本当ならエステル自身が、両親より遥かに強い怒りを覚えていてもおかしくない。それでも、メリッサが倒れたと聞いて、エステルはいても立ってもいられなくなってしまった。

　ミュレーズ家の別邸を訪れるのは初めてだ。足の悪い大伯母のために建てられたという屋敷の中には、階段のみならず段差さえもほとんどなかった。

　使用人に案内され、メリッサの部屋の前に辿り着くと、室内から別の使用人が現れた。

「……エステル・ダリエ様でしょうか？」

　エステルをひと目見るや否や、彼女は目を瞠った。

　本当にお越しくださったのですね、と深く頭を下げた後、彼女は知らせを送ったのが自分であると告げ、それから「メリッサ様より伝言を承っております」と続けた。

「もしダリエ侯爵家の方が訪れたなら、エステル様だけを通すようにと伝えられております。どうぞ」

　メリッサの部屋に足を踏み入れながら、彼女ははっきりと告げる。一方のエステルは、分かりやすく息を詰めてしまう。

　つまりそれは、仮にエステルの両親がこの場を訪れたとしても、彼らのことは通すなという意味だ。やはり大伯母は、エステル以外のダリエ侯爵家の者を毛ほども信用していない。

「大伯母様……」

　足を踏み入れた大伯母の私室は決して広くなかったが、高齢のメリッサが移動しやすいよう、むしろ最大限に配慮されている部屋に見えた。

　使用人に促され、ベッドに横たわるメリッサの傍まで歩み寄り、エステルは彼女をじっと見つめる。大伯母の瞼はうっすらと開いていたが、焦点は合っていなそうだ。皺まみれの彼女の手を、エステルはそっと握り締める。

　高齢の大伯母が倒れたとなれば、どうしたところで最悪の想像は巡る。それを強く否定しながら馬車に揺られてきた。距離を考えるなら大した時間でもなかったはずなのに、そうした心境のせいで、信じられないほど長い道程に感じられてしまっていた。

（どうしよう……なんて声をかけたらいいの）

　思わず唇を噛み締めたそのとき、エステルの指先を、微かな力が伝った。

「……エステルかい」

　弱々しく指を握られ、エステルは目を瞠った。

「そ、そうです。エステルです、大伯母様」

　メリッサを元気づけるように、彼女は声を張り上げる。

　返事はなかった。代わりに、メリッサの指がエステルの手元を離れ、ベッドの横に向かっていく。メリッサの意図を察したのか、黙ってふたりを見守っていた使用人が静かに動いた。

　慎重な所作で、使用人はベッドサイドの上に置かれたトレイをメリッサへ手渡す。銀製と思しきそのトレイに載ったなにかを、メリッサの皺まみれの指が取った。

　エステルの目には、黒い、小さな鍵のように見えた。

「受け取りなさい、エステル」

「これは……鍵、ですか？」

「ああ。ダリエ家の地下の鍵だ。そこに〝悲恋喰いの悪魔〟の棺がある」

　ひゅ、とエステルの喉が乾いた音を立てる。

　悪魔の棺。あまりにも生々しい言葉だった。分かりやすく頬を引きつらせたエステルと、皺の奥で弱々しく目を光らせるメリッサ、ふたりの視線が静かにかち合う。

「お前の迷いのない目を見るたび、私の記憶違いならどんなにいいかと……何度も悩んでは渡すのをためらってきた。だが、私にはもう時間がない」

「……え？」

「あれは私を喰わなかったが、寿命を迎えたわけじゃあない。鍵が消えてなくならなかったことがその証明だ」

　──この鍵は、あれの身体の一部なのさ。

　メリッサの嗄しわがれ声が、耳の奥をどろどろと揺らす。瞬きすら忘れ、エステルはすっかり固まってしまっていた。

「あれが死ねば消えるはずで、それなのにまだある。つまりは死んでいない」

「……え……？」

「もう誰にも生贄になってほしくなくてね、私は父親に……お前の曽ひい祖じ父いさんに嘘をついた。あれは死んでいた、鍵は消えてなくなった、あの部屋には二度と誰も入れない、とね」

　メリッサの細い声を聞きながら、彼女の言う〝あれ〟がなにを指しているのか、エステルはようやく思い至る。

　意味が分からない。〝悲恋喰いの悪魔〟はまだ寿命を迎えていない──生きている？　悪魔は、今もダリエ家の中に存在している？

　得体の知れない恐怖に襲われ、エステルの背筋がぞっと粟立つ。

「ずっと持っていた。このまま墓まで持っていくつもりだったんだ、……だが」

「お、大伯母様……なにを、」

「お願いだ。どうか自分の目で確認してくれないかい、エステル」

　メリッサの言葉が、エステルの耳に深く突き刺さる。

　それでいてなにかを返すこともできない。ただ口を開けては閉じ、渡されたばかりの黒い鍵を、エステルは震える指で握り締める。

「悪魔の前に立ったのはもう何十年も前だっていうのに、いまだに夢に見る……あの禍々しい黒い顔……ああ……」

　細い呻きとともに、メリッサは片手で顔を覆ってしまった。

「いいかいエステル、……あの男以外の聖職者と、一緒に、どうか……忌まわしい、悪魔を……」

「っ、大伯母様……大伯母様!?」

　途中から朦朧とし始め、ついには言葉を途絶えさせてしまったメリッサへ、エステルは涙目になりながら声をかける。

　そのさまを見ていた使用人が、「失礼いたします」と一歩前に出た。

　医術の心得があるらしい。緊張した面持ちで、だが手際良く大伯母の脈を取り、薄く開いたままの瞼の奥を確認し──やがて彼女は小さく息をつき、エステルに面会の終了を告げた。

「先ほど痛みを取り除くお薬をお飲みになりまして、それが効いてきたようです」

「……そう」

「メリッサ様は、もっと早くその鍵をお嬢様にお渡しになりたかったご様子でした。ただ……」

　言葉を濁した相手がなにを言い淀んだのか、エステルは静かに察する。

　渡したくても渡せなかった理由は、メリッサ本人が告げた通りなのだろう。メリッサ自身、老齢の自分が記憶違いをしているだけかもしれないと迷っていた。どうかそうであってほしいと願ってさえいた。

　ここ三年、あんなにも頑なだった大伯母がそこまで思い悩んでいたことを知り、エステルはなおさら胸が苦しくなる。

　ほどなくしてメリッサの口元から規則的な呼吸音が聞こえ始め、エステルはそっとベッドから離れる。そして使用人に頷いてみせた後、もう一度遠巻きにメリッサを見つめてから、エステルは古びた鍵を手にひっそりと退室した。
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　ダリエ邸に戻った頃には、日はすでに傾き始めていた。

　メリッサに渡された黒い鍵を握ったきりで戻った我が家へ、一歩足を踏み入れたその途端、エステルはぞっと背筋を震わせた。

　廊下が、淡く光っていたのだ。

「ひ……ッ」

　ホールから奥の廊下に向かってゆらゆらと曲線を描くそれは、さながら金粉だ。眩い金の粒が、光をくゆらせ、ひとつの方向に向かって延びている。その通りに道を辿れと言わんばかりに。

　なんとか悲鳴を噛み殺し、エステルはエントランスホールから外へ飛び出した。

　庭には、彼女が大伯母の家から乗ってきた馬車がまだ残っていた。驚いたように目を見開く御者に曖昧に笑い返し、エステルは深呼吸を繰り返す。

（今の……なに？）

　今立っている石畳の上に、金色の道はもちろん見えない。それが見えたのは、家の中に入った瞬間だった。

　弾かれたように、エステルは手元の鍵に目を向け、そしてぎくりと背を強張らせた。

　黒い鍵に、チカチカと先ほどの金粉がまぶされているように見えたのだ。空いた手で忙しなく目を擦ったエステルが、瞬きを繰り返してから再び見直した鍵は、やはり微かに金粉をまとっていた。

（まさか……これのせいなの？）

　おかしい。メリッサから受け取ったときは真っ黒な鍵にしか見えなかった。馬車の中でおそるおそる手を開いて見直したときも、こんなふうには見えなかったのに。

　くらりとした眩暈に襲われながら、エステルは無意識のうちに頭を横に振る。

　いや、光の加減で真っ黒に見えていただけで、元々こうだったのかもしれない。さっきは西日に照らされた外から急に屋内に入って、それで目が錯覚を起こしただけ。そうに決まっている。

　なんとかそう思い込みながら、エステルは前庭に向かって歩いていく。

　気分が荒んだときや落ち着きたいときなどに、エステルはよくこの前庭に足を運んでいた。

　昨日もここを訪れた。イヴォンに花嫁姿を披露した後、彼と並んでここを歩いた。控えめながら、凛とした気品と美しさを感じさせる白薔薇……花盛りの光景は、たった一日程度では変わらないはずだった。だが。

　え、と声を零したきり、エステルはひたりと足を止めた。

　咲き乱れる大輪の花々を、夕日が鮮やかに染め上げている。まるで最初から色のついた花のよう……そんな錯覚を覚えるほどの、鮮烈な金色だった。

　不意にそれが、屋敷のエントランスで見た金粉の道、そして手元で鈍く光る鍵の金粉と同じ色に見えた。

「っ、あ……」

　背筋の震えが止まらなくなる。

　眩暈を覚えたエステルが強く額を押さえた、そのときだった。

「エステル？」

　背後から声をかけられ、分かりやすく肩が跳ねてしまう。

（……よりによって、こんなときに）

　反応を示すよりも早く、エステルは唇を噛み締める。

　イヴォンを悪魔だと信じてやまない大伯母から、その悪魔がまだ生きていると聞かされた直後だ。果たして今の自分に、昨日までと同じようにまっすぐイヴォンを見つめ返せるかどうか。

　ゆっくりと振り返った先には、心配そうにエステルへ手を差し伸べるイヴォンの姿があった。

　彼の銀色の瞳が、西日に照らされて金色に輝いて見え、エステルはたちまちぎょっとしてしまう。

　おかしい。なにもかもが、屋敷に足を踏み入れた瞬間に見えた、美しくもおぞましいあの金粉の道と同じ色に見えてくる。そう思ってしまったら最後、エステルは差し伸べられている手をどうしても取れなくなる。

　彼との距離を縮めないまま、エステルは呆然と口を開いた。

「イヴォン……どうして、ここに」

「ああ、ダリエ侯爵にお伝えしておきたいことがあって来たんです。あなたは外出中だと聞いたので、帰りを待っていて……エステル？」

　大丈夫ですか、真っ青ですよ、と、イヴォンはとうとうエステルの頬に直接手を伸ばしてくる。

　それでも、エステルは彼の手に指を伸ばせなかった。

『どうか自分の目で確認してくれないかい』

『あの男以外の聖職者と一緒に、どうか忌まわしい悪魔を』

　いけない。今は、少しも余裕がない。

　伸びてくる彼の手を避け、エステルは目を逸らして呟く。

「ごめんなさい。今日は……ひとりにしてほしいの」

　まるで自分の声とは思えない、平坦な喋り方になった。

　え、と目を瞠ったイヴォンの顔をそれ以上見ていられず、エステルは深く俯いて彼の視線から逃れる。

　メリッサから受け取った鍵を、手のひらが痛むほどきつく握り締めながら、エステルは息を震わせる。大伯母の言葉が忙しなく頭を駆け巡っている今、平常通りにイヴォンと接することは、今の自分にはできそうになかった。

　彼が悪魔だという戯言など、今だって露ほども信じていないにもかかわらず。

「どうしたんですか、エステル？　なにか困りごとでも……」

「っ、なんでもないから！」

　なおも食い下がってくる相手に、エステルは語調を強めて言葉を叩きつけてしまう。

「お願い、今は放っておいて……！」

　伸びてきた手をぱしりと振り払った瞬間、イヴォンは傷ついたように顔を引きつらせて固まってしまった。

　しまった、とエステルは息を詰める。

　イヴォンをこんなふうに拒んだのは、出会いから十二年、今日が初めてかもしれなかった。元々、彼はエステルのひとつ年下。幼い頃はかなり小柄だったイヴォンを、エステルは弟のように可愛がっていた。

　喧嘩のひとつもしたことがないほど、ふたりはずっと仲が良かったのだ。それなのに。

　案の定、相当な衝撃だったのか、イヴォンは目を見開いたきり動かない。その顔を、これ以上その場に留まって見つめている気にはとてもなれなかった。

「……ごめんなさい。また、今度ね」

　独り言のように謝りながら、エステルはイヴォンの隣を通り抜け、足早に前庭を立ち去った。







　まだ戻りたくはなかったが、他に行き場がなく、結局は邸内に戻るしかなかった。

　エントランスに一歩足を踏み入れたエステルの目には、やはり見えた。ホールにまばらに舞う細やかな金粉が、ひときわ色を濃くして一本の道を描き出している。

「……っ、ふ……」

　美しくもおぞましい光景を前に、エステルは迸りかけた悲鳴をなんとか呑み込んだ。

　どくどくと騒がしく心臓が跳ねる。預かった鍵を手放してしまいたいと心底思うと同時に、大伯母が意を決して渡してくれたものをぞんざいに扱っていいのか、と責めるような気持ちも湧き起こる。八方塞がりだ。

（どうすればいいの……どうすれば）

　渇ききった喉を震わせ、エステルは自問する。

　両親に相談することはできない。なにせこの鍵を手渡してきたのは、彼らが毛嫌いしている大伯母本人なのだ。

　それでいて、悪魔はまだ生きていると主張した大伯母の言葉を一蹴することも、エステルにはもうできそうになかった。この家の中で自分だけが、大伯母と同じ〝ダリエ家直系の女子〟だからだ。

　夜が近づいている。だが、まだ更けてはいない。

　今のうちにさっさと確認してしまったほうが良い。どのみち、なにもなければそれまでなのだから……手のひらの中の黒鍵を、いつしかエステルはきつく握り締めていた。

　すれ違う使用人たちから、不思議そうに見つめられたり声をかけられたりしながらも、彼女は「気にしないで」と作り笑顔を浮かべて足を動かす。

　金粉の道は、階上には延びていなかった。それが示しているのは、一階の、使用人たちが忙しなく行き来する辺りのさらに先だ。

　食堂の前を通り過ぎ、エステルは慎重に廊下を進んでいく。

　厨房から大きな話し声が響いてくる。夕食の前だからか、誰もが忙しく動き回って、廊下にまで意識が向いている者はいなそうだ。

　見つかって不審に思われても困る。それに、彼らに余計な心配をかけたくもない。良かった、と胸を撫で下ろしつつ、細心の注意を払ってそろそろと忍び足で歩く。

　使用人たちの部屋の先へ、なにか特別に用があって向かったことは、過去にもほとんどない。ただでさえ緊張しながら、道を描く金粉にのみ意識を集中させて辿っているうち、エステルは奇妙な違和感を覚えてひたりと足を止めた。

（なんなの、ここ……おかしいわ）

　思わず、彼女は周囲を見回していた。

　見覚えのない廊下が続いている。こんな場所が屋敷の中にあっただろうか。ときおり短い階段や角を挟みながらも、基本的には一本道……しかもいつの間にか、使用人の話し声ひとつ聞こえてこなくなっている。

　背筋を凍りつかせ、エステルは廊下の真ん中に立ち尽くす。

　今からでも引き返すべきだろうか。だが、この道を辿った先になにがあるのかを知らないまま、イヴォンと結婚してなにも知らない顔で幸せに暮らす──そんなことは自分にはできそうにない。

　ゆらゆらと揺れる金粉を睨みつけ、エステルは強い眩暈に肩を震わせた。

　光の粒が連なって道を描くさまは確かに綺麗で、幻想的でさえあった。それでいて、背筋の凍るようなおぞましさも覚えてしまう。美しくも危うい光の道を、エステルは息を殺して辿っていく。

　やはりおかしい。廊下がこんなに長いわけがない。造り自体は屋敷と変わらないのに……同じ空間を繰り返し辿っているだけなのでは、と訝しくなるほど不可思議な光景だ。

　違和感しかない中、それでも彼女の足は止まらない。何者かに操られているかのごとく、エステルはただ道標に沿って廊下を進む。

　金粉の道は、とうとう見えた廊下の突き当たり、部屋と思しきドアの中へ延びていた。

　ギィ、とドアを開くと、あまりの埃っぽさにゴホゴホと咳が零れる。目を細めながらも、エステルはなんとか息を殺して室内に足を踏み入れた。

　一見、煩雑な物置にしか見えない。しかし次の瞬間、エステルは大きく目を見開いた。金粉の道が示す先に、下へ延びる階段が見えたためだ。

　再び、彼女はぞっとしてしまう。床板は最初から外れていた。こうして自分がここを訪れることを知る者がいて、この先へ招きたがっているかのように。

（なに……？）

　ダリエ邸にも地下室はある。だが、この階段が自分の知る地下室に繋がるとは、エステルにはどうしても思えない。金粉の道が誘っているのは、ダリエ家の地下室とは完全に別の場所だ。そんな直感があった。

　異常だ。はっきりとそう理解できているのに、どうしても引き返せない。自分の思うように動かない足が、エステルの不安を強烈に煽る。

　石の階段をそろそろと下りていく。室内用の靴を履いているにもかかわらず、エステルの足の底を、鋭い冷たさが伝う。

　やがて辿り着いた先には、想像以上に広い空間があった。明かりのひとつもないはずの地下は、金粉にまみれて淡く輝いて見えた。

　がらんとした石造りの部屋の中、見慣れない円状の紋様が床に刻まれている。そのちょうど中央に、やはり石でできているらしきなにかが置かれていた。

　祭壇──いや、棺だ。

　欠けの目立つ、古びた石棺だった。蓋はされていない。距離が空いていて蓋の有無すら見えないほどなのに、頭が勝手にそうだと理解してしまう。

　もしやここが、ダリエ家の直系の女子しか辿り着けないという、悪魔が生贄を喰らうための場所なのでは……無理やり唾液を飲み込み、エステルは喉を潤した。そうでもしていないと、恐怖が過ぎて今にも悲鳴をあげてしまいそうだった。

　もしあの中に遺体が収まっているなら、蓋が空いているなんてどうかしている。いや、人が用意する棺の蓋など、悪魔にとってはあってもなくても些末なことに過ぎないのかもしれない。

　メリッサが訪れたという数十年前から、ずっとこうなのだろうか。

　蓋の開いた棺が、その中身が、自分を呼んでいる。早く中を見ろと誘っている。エステルの背筋を、強烈な悪寒が走り抜けていく。

「やめて……」

　咄嗟に声が漏れた。ところがエステルの足は、意思とは関係なく動き出してしまう。

　目を瞑って視界を遮りたいのに、なぜか瞼は動かない。いやだ、いやだ、見たくない見たくない見たくない……心底そう思っているはずが、足もまた、エステルの言うことをまったく聞いてはくれなかった。

　一歩、また一歩と棺に向かっていき、とうとう彼女は棺の正面に辿り着く。

　蓋のない棺の中、瞼を閉じて横たわるそれは、人とよく似た形をしていた。声をかければ今にも動き出しそうなほど、生きた人間じみた身体に見える。ただ一点、全身が黒一色でできあがっていること以外は。

　それの全身は、まるで漆黒の石を削り出した彫刻のようだった。

　触れる気にはなれなかった。エステルはただ、それの足の爪先から、少しずつ少しずつ顔に向かって視線を動かしていき、そして。

「あ、……ああ……」

　がくりと膝が折れた。冷たい石床に強く膝を打ったはずが、痛みは感じなかった。それどころではなかった。

　震える唇を、エステルは血が滲むほど強く噛み締める。

　唇も、鼻筋も、眉も、薄く開いた瞼も──それの顔は、本当にイヴォンと同じ造形をしていた。







第２章 婚約者を拒んだ令嬢、悪魔の術中に嵌まること








　どうやってその場を離れたのか、エステルの記憶には残らなかった。

　歩いて戻った記憶は露ほどもない。それどころか、悪魔の顔を目の当たりにした瞬間から記憶に靄がかかったかのように、なにひとつ覚えていなかった。

　金粉の道に導かれて向かった、明らかに常とは違う廊下、階段、そして地下。そこで見た悪魔の棺とその中身。あのおぞましい棺の前で気を失った気もするのに、いつの間にか、エステルはナイトドレス姿で私室のベッドに横たわっていた。夜もすっかり明けていた。

　朝の日差しに驚いて飛び起きた彼女の手には、鍵がしっかり握られていた。メリッサから託された、〝悲恋喰いの悪魔〟の部屋に続く黒鍵だ。

　地下で見たすべてを夢だと思い込みたいのに、鍵の存在がそれを許してくれない。

『この鍵は、あれの身体の一部なのさ』

　大伯母の言葉が蘇ってくると同時に、ところどころ金粉にまみれた鍵の黒色が、彫刻じみたあの悪魔の身体と同じ色に見えてきて、エステルはぞっと背を震わせる。

　それに、なによりも。

（見えるわ……まだ）

　無意識のうち、エステルの喉がひゅうと乾いた音を立てる。

　金粉が舞っている。ベッドに横たわる彼女の傍を、ゆらゆらと。

　エステルの目には、今も、あの場所に繋がる金粉の道が見えていた。

　棺に横たわる悪魔の黒々しい姿が、エステルの脳裏に鮮明に蘇る。黒い石を削り出した彫刻のような身体、そして愛する人と瓜二つの相貌。あれを目に留めたときの衝撃は全身に刻み込まれたきりで、少しも忘れられそうにない。

　──ベッドの上でひたすら唇を震わせ続け、結局、エステルはそのまま体調を崩してしまった。

　締めつけが控えめなオフホワイトのナイトドレスに身を包み、エステルは浅い呼吸を繰り返す。

　眩暈が止まらない。怠さと激しい頭痛が、ひっきりなしに襲いかかってくる。きつく目を閉じて視界を塞いでいるのに、なおも金粉が自分の周囲を舞っている気がしてならず、その錯覚が余計にエステルを追い詰めていた。

　苦痛に耐えながら、エステルはベッドサイドの引き出しに黒鍵を入れた。それなのに、気づくとそれはまた手のひらの中に戻っている。三度同じことを繰り返し、もう気のせいでは済まないと悟るしかなかった。

　挙式は五日後だ。いよいよ日が迫ってきている。そんな状況で、これほどの心労に苛まれてしまうなんて。

　弱々しく息を震わせ、エステルは仰向けのまま片腕で目を覆う。朝に訪れた医師は、『緊張による不調ではないか』と診断を下し、エステルもそれに反発するような真似はしなかった。

　医師を見送った母から、イヴォンが間もなく見舞いに来てくれるそうだと聞いた。

　本来の自分なら素直に喜んだだろうに、エステルは少しも笑えなかった。ただ強烈な緊張を覚えただけだ。そんな娘の態度を、母は体調が芳しくないせいだと判断したらしい。母が違和感を覚えている様子は見えなかった。

　今の自分は、果たしてイヴォンとまっすぐ向き合えるのか。心配しないで、と普段のように笑い返せるのか。

　イヴォンに対する彼女の信頼は、今や完全に揺らいでいた。

（どうしたらいいの……？）

　おかしい。あんなに似ていることがあるだろうか。

　大伯母の話も、せいぜい面影があるという程度だと思っていた。だが違う。メリッサの言う通り、悪魔とイヴォンは完全に同じ顔──もはや生き写しだ。あれが我が家を苛み続けた〝悲恋喰いの悪魔〟なら、それと瓜二つのイヴォンは一体何者なのか。

　エステルの唇から震える吐息が零れたそのとき、コンコン、とドアをノックする音が響いた。横たわるエステルの背がびくりと震える。

「エステル。入ってもいいですか？」

　ドア越しに声がする。不調のせいか、少々遠く聞こえてくるその声は、間違いなく愛するイヴォンのものだ。

　いつもと同じ彼の声。私を安心させてくれる声。けれど、今は真逆だ。

　震えが止まらない。体調が良くないのは事実だが、この震えにはおそらくもっと別の、直接的な原因がある。

「エステル？　どうしました、入りますよ？」

　唇が震えて声を出せない。

　結局、エステルが返事をするよりも先に、遠慮がちながらもドアは開いてしまった。

「ひ……ッ」

　ドアの前から訝しげに見つめてくる婚約者と目が合った。

　エステルの喉からは、ただ掠れた声が漏れたのみ。イヴォンと目が合ったのか、あの棺の中の黒い悪魔と目が合ったのか、判断がつかなくなる。

「……いで……」

「え？」

「来ないで、いやっ！」

　弱った身体が、急に絞り出した大声に驚いて派手に軋む。

　どうしてもイヴォンの接近を許せなかった。これほど混乱していること自体がおかしい。ただ顔が似ているだけだと考えるなら、ここまで怯える必要はない気もするのに、とてもそうは思えない。

　しばらくエステルを凝視していたイヴォンは、やがてゆっくりと彼女の傍へ歩み寄ってきた。

　エステルを気遣う言葉を、彼はもう口にしなかった。先日、前庭で手を振り払ったときは傷ついた顔をしていたように見えたのに、あのときよりさらにひどい態度を取っている今、どうしてかイヴォンは表情を変えない。というより、感情の揺らめきを毛ほども感じられない無表情にしか見えなかった。

　いや、とエステルは這うように後方へ下がる。ベッドの端ぎりぎりまで下がったものの、それ以上は身体が竦んでどうにもならない。ベッドに膝を乗せて身を乗り出してきたイヴォンに、弱ったエステルの身体はあっさりと捕まってしまう。

　ひ、息を詰めた彼女の腕を引き、そのままイヴォンはエステルを組み敷いた。

　怯えて震えるエステルを真上から見下ろした彼は、わけが分からないとばかり、やはり表情もなく呟く。

「どうして僕を拒むんですか？」

　問われた途端、エステルの視界がひときわ強い眩暈に揺れた。

　自分を見下ろしてくるイヴォンの顔が、ぐにゃりとひしゃげて輪郭を失う。異常な光景の中、エステルはひゅうひゅうと浅い呼吸を繰り返すしかできなくなる。

　息が苦しい、早く逃げなければ、でももう捕まってしまった、今からなにをどうすれば逃げられるというの──さまざまな声が、濁流のごとくエステルの心を巡る。

　イヴォンの銀色の瞳が、逆光の中で不穏に光る。

　目の奥に焼きつくような強烈な輝きの最後、彼の双眸は、室内を漂い続けている金粉と同じ禍々しい金色に変わっていた。

「あ……ぅ、」

　堪らず、エステルは片手で口を覆った。

　もうごまかしの利かないところまできていた。右の手のひらに収まる黒鍵を、エステルは強く握り締める。

　この鍵の色は、地下で見た悪魔の身体の色と似ているだけではない。イヴォンの漆黒の髪色にもよく似ている。

　イヴォンは、地下で見た棺の中のあれと、間違いなく繋がっている。

（どうしたらいいの……どうしたら）

　もう逃げられないのかもしれない──息を詰めたエステルの脳裏を、そんな諦念が過ぎった瞬間、ドアをノックする音が響いた。

「……エステル？　入るわよ？」

　間を置かず遠慮がちに開いたドア越しには、エステルの母の姿があった。

　助かった、とエステルは安堵の息を落とし、だが。

「あらエステル、大丈夫？　少しは良くなった？」

　え、とエステルは目を瞠る。

　いくら相手が婚約者だとはいえ、結婚を控えた娘がベッドに押し倒されているこの状況が見えていないわけはないだろうに、母の声は妙に呑気だ。

　なにを呑気なことを言ってるの、この状況を見てよ、イヴォンは悪魔かもしれないの、ねぇ早く助けてお母様──苛立ちとともに吐き出そうとした声はしかし、エステルが喉から絞り出すよりも先に詰まってしまう。

「座っていられるくらいには楽になったのね、良かったわ」

　──『座っていられるくらいには楽になった』？

「……お母、様……？」

　エステルの唇から、呆然と声が零れた。

　今、自分は座ってなどいない。なにより、母の視線はこのベッドではなく、もっと左、ソファの辺りに向いているように見える。

　イヴォンは、ほうほうの体ていでベッドを這うエステルの手首を掴んで圧しかかった、さっきの姿勢のままだ。その胴体の隙間からなんとかソファへ視線を向け、それきりエステルは言葉を失ってしまう。

　最初に見えたのは髪だ。自分と同じ榛色の髪。

　勢いに任せてイヴォンの上体を押しのけ、そして見えた光景に、エステルは驚愕のあまり目を見開いて固まった。

　ソファに、自分が座っていたのだ。

　母は、自分にではなく、ソファに座っているほうの自分に話しかけていた。額に手を当てて熱を確認しながら「だいぶ下がったわね」と微笑む母の声が、妙に遠く聞こえてくる。

　ソファの上の自分はなにも言わない。気怠そうに息を浅くしている様子ではあるが、それだけだ。

　おかしい。

　こんなことは、絶対にあり得ない。

「お母様！　お母様ッ!!」

　それまで以上に血の気を引かせ、エステルは声を張り上げた。

　ベッドを這い、彼女は母に向かって必死に腕を伸ばす。先ほどは有無を言わさぬ勢いで彼女を押し倒したはずのイヴォンは、なぜかもうエステルを拘束しようとしなかった。だが。

「ッ、え!?」

　息を荒らげて手を伸ばしたエステルだったが、指がなにかにぶつかってしまう。

　壁だ。透明な壁としか呼びようのないなにかに遮られ、ソファに近づくどころかベッドを下りることさえできない。

「なんなの、これ……っ!?」

　透明な壁へ、エステルは悲鳴とともに拳を叩きつける。

　声が嗄かれるほど、何度も何度も大声で母を呼んでいるのに、母にはまったく届いていない。ソファの上、無言のままの偽のエステルに向けて、母はひたすら優しく声をかけ続けている。それを娘だと信じて疑っていない。

「お母様……ッ」

　力なく拳を落としたエステルを横目に、ベッドに膝を乗せていたイヴォンが、不意にすっと身を引いた。恨めしげに彼を見上げたエステルの目に、金色に変わってしまった相手の瞳が不穏に映り込む。

　エステルにはなにも告げることなく、イヴォンは母に向き直った。

　そのときになって初めて、エステルの母は、イヴォンが娘のベッドの上に膝を乗せていたことを訝しく思ったらしい。

「あの、ラガルド卿？　どうなさったの、娘のベッドになにか？」

「……侯爵夫人。どうか落ち着いて聞いてくださいますよう」

　首を傾げて尋ねた母へ、イヴォンは気の毒そうに眉尻を下げてみせた。

　その手元を、エステルはぼんやりと視界に入れ、ぎくりと背筋を強張らせる。

　彼の手には黒い羽が一枚──それを目に留めたエステルの母も、瞬時に固まった。偽のエステルだけは微動だにせず、ただ黙って母の腕に抱かれているまま。

「悪魔の羽のようです」

「……え？」

「室内に気配を感じたので調べておりましたが、エステル嬢の枕元にこれが。どなたか、今すぐダリエ侯爵をお呼びいただけますか」

　低い声が耳を貫いたと同時に、使用人のうち数名が、慌てて部屋を飛び出していく様子が見えた。イヴォンに言われた通り、父を呼びに向かったのだろう。

　母は呆けたように固まったきりだ。隣に座る偽のエステルにゆっくり視線を向け直した彼女は、現実を受け入れられないとばかりに首を横に振り、細い声を漏らした。

「まさか……嘘でしょう、そんな」

　ガタガタと手を震わせた母が、偽の自分をきつく抱き締めるさまを、エステルはベッドの上からただ眺めているしかできなかった。

　ちょうどそのとき、にわかに部屋の外が騒がしくなり、騒々しくドアが開いた。

　入室してきたのはエステルの父、ダリエ侯爵だ。ソファの上で顔を青くしてエステルを抱き締める母、その傍らに佇むイヴォンを交互に見つめ、父は分かりやすく困惑を滲ませている。

「お父様……お父様！　ねえ、私はここよ!!　気づいて!!」

　掠れきった声をさらに張り上げると、喉が裂けるように痛んだ。それでも訴えを止める気にはなれない。咳き込みながらも、エステルは再び透明な壁を拳で殴りつける。

　自分の声は、父にも母にもまったく届いていない。嘘で塗り固められた作劇をただ傍観しているしかない、否定の声すら届かない。エステルの心に絶望が広がっていく。

「ラガルド卿。これは、一体……」

「率直に申し上げます。エステル嬢から悪魔の気配がします」

　ただでさえ緊張に張り詰めていた室内が、水を打ったように静まり返る。

「……な……悪魔、だと……？」

「はい。直には憑いていませんが、〝餌〟として目星をつけられている状態かと……彼女が声を出せずにいるのもそのせいでしょう、早急に手を施さなければなりません」

　う、と透明な壁越しに呻いたエステルの耳に、淡々と語るイヴォンの声、そして母の震える声がぼんやりと届く。

「嘘……どうして、どうしてそんな……っ」

　くらくらと眩暈に揺れる視界の先で、母は両手で顔を覆っていた。

「この家の悪魔はもういないはずでしょう!?　悪魔憑きなんて何十年も前の話なのよ、どうして今さらこの子に……ッ!!」

　ああ、と癇癪を起こしたように泣き崩れた母の隣で、父はなおも顔を強張らせている。

　イヴォンの言葉通り、偽のエステルはひと言も口を利かない。母に抱き締められても抱き締め返すことはなく、ただされるがままだ。

　人形じみている。事実、あれは悪魔が用意した人形──偽の自分を、エステルは穴が空くほどじっと見つめる。

　そんなエステルを気に懸ける素振りも見せず、イヴォンは、嘆く両親へ宥めるような声で囁く。

「侯爵と侯爵夫人は、エステル嬢を連れてすぐに聖院へ向かってください」

「そ、そんな……ラガルド卿はどうなさるのです？」

「穢れの気配を追って悪魔を捕らえます」

　淀みなく答えたイヴォンを前に、両親が揃って息を呑む。

　父の肩に手を置いたイヴォンは、父を勇気づけるかのように言葉を続ける。

「悪魔は家族の絆に弱いものです。きっと今は、僕よりもおふたりのほうがずっとエステルを守りやすいはず」

「……ラガルド卿」

「どうか傍についていてあげてください。僕は」

　──彼女を狙った悪魔を、絶対に祓ってみせます。

　ひゅ、と喉が乾いた音を立てて鳴り、エステルは力なくベッドに沈み込む。

　母が涙を拭って立ち上がり、父と一緒に偽の娘の手を引き、無表情の偽の自分が母に促されて歩き出し、三人揃ってドアの向こうに消えていく──つまらない演劇でも鑑賞しているような、茶番じみた光景だった。

　後に残ったのは、イヴォンと彼女のふたりだけ。

　三人を見送ったイヴォンが、おもむろにベッドへ視線を向けてくる。彼の金色の目が、再び自分を捉えたことに戦慄し、エステルは堪らず後ずさってしまう。

「っ、来ないで……」

　一歩、また一歩と、彼はゆっくりとベッドに歩み寄ってくる。

　透明な壁に遮られていたことが嘘のように、イヴォンの手はあっさりとエステルの元へ伸びてくる。これ以上後ろには下がれないエステルの手首が、再び、彼の指に握り締められた。

「エステルのご両親は本当に敬虔な聖徒でいらっしゃる。いくら聖職者の言葉とはいえ、あんな出任せをここまで簡単に信じてくださるとは」

　一瞬なんの話をされているのか察し損ねたエステルだったが、一拍置いてから、ああ、先ほど両親に伝えていた家族の絆がどうこうという話か、と思い至る。

　次の瞬間にはきつく抱き締められ、無理やり目を合わせられた。

　禍々しく輝く金色の瞳に、真っ向から射抜かれる。金色の輝きは、先ほどよりも色を濃くしているようにさえ見えた。

　それを合図に、エステルの意識はふつりと途絶え、暗闇の中に沈み込んでしまった。







第３章 閉じ込められた令嬢、彼に囚われ喰われること








　暗闇に沈んだはずの意識が再び浮上し、エステルは瞼を開く。

　恐ろしい夢を見た気がする。いや、夢ではなく現実だった気もする。

　勢いをつけて上体を起こした途端、くらりと視界が揺れた。咄嗟に口元を手で覆い、それから彼女はぞわぞわと背筋を粟立たせる。

（どこなの、ここは……）

　あれから自分はどうなったのか。吐き気を堪え、エステルは周囲に視線を向ける。

　私室に酷似した造りの一室だった。まず南向きの扉窓が目に留まり、次いで家具類──ソファ、テーブル、椅子、鏡台の順に視線が動く。今彼女が横たわっているベッドの位置といい、窓やドアの位置といい、間取りは私室とほぼ同じだ。

　ただ、私室では薄く漂う程度だった金粉が、噎むせ返るほどに色濃く宙を舞っている。そして窓の外は真っ暗だ。暗いというよりも、黒のインクでも撒いて塗り潰したかのような色に見えた。

　──ここは私室ではない。舞っている金粉の量も、さっきまでの比ではない。

　色濃く舞う禍々しい金色に、エステルは息をひそめる。この金粉は、単に自分の目に映っているだけであり、なにも本物の粉が舞っているわけではない。頭ではそうと分かっていても、深く吸い込んだらすぐさま悪魔に捕まえられてしまいそうだ。口元を覆う彼女の手に、堪らず力がこもる。

　ふと自分の身体に視線を落とすと、いつの間にか衣服が変わっていた。薄桃色の、ゆったりとしたナイトドレスだ。全身の肌も妙にさっぱりしていて、誰かが身体を拭いたり着替えさせてくれたりしたのだろうかと疑問に思う。

　この異様な空間で、一体誰が……エステルの背がぞっと震える。

　わざわざそんなことをする人物など、思いつく限りではひとりしかいない。

　イヴォンだ。〝悪魔がエステルに憑こうとしている〟と両親を騙し、偽のエステルを創り出してまで生家から彼女を引き離した、ダリエ家に巣食う悪魔と同じ顔の婚約者。

　十二年もの間慕ってきた相手、しかも若くして名声を誇る聖職者でもある彼が、まさか本当に悪魔だったなんて。両腕で身体を掻き抱き、エステルは膝に力を込める。

（逃げなきゃ……）

　ここは危険だ。ベッドから無理やり起き上がり、ふらつく足を叱咤し、エステルはなんとかドアの傍まで駆け寄っていく。

　ドアに鍵はかかっていなかった。良かった、と安堵を覚えながら、力の入らない腕で体当たりをするように扉を開け、エステルはその先へ抜ける。

　しかし、ドアの先に広がっていた空間を目にしたエステルは、驚愕に身を竦ませてしまう。

「……え？」

　同じ部屋だった。

　たった今自分が脱出したはずの部屋を、ドアを軸にそのまま反転させたかのよう。ベッドの位置も窓の位置も、ドアを境に、まるで鏡に映したかのごとく正反対だった。

（なに、これ……？）

　膝ががくりと折れ、エステルは床に崩れ落ちる。

　出られない。もしかしたら窓から逃げられるかもと自分を奮い立たせたくても、一度力の抜けた足ではもう立ち上がることすら難しかった。下着もつけていない薄っぺらなナイトドレス姿で屋外に出るのも、あまりにも心許ない。

　そもそも、窓の外が本当に屋外に繋がっているかどうかさえ定かではない。インクを撒いたような黒一色の窓越しを思い返し、エステルは眩暈に身を震わせる。

　どうしよう。

　ドアの前に座り込んだ彼女が、思わず両手で顔を覆った、そのときだった。

「出られませんよ」

　聞き慣れた声が耳を掠め、エステルの肩がぎくりと震える。

　顔を上げた彼女の目に、ソファから立ち上がる男の姿が映り込む。ドアを出る前に眺めたソファには誰も座っていなかったのに、とエステルは息を詰めた。

　座り込む彼女の傍へ、黒いキャソックをまとったイヴォン──否、悪魔はゆっくりと歩み寄ってくる。

　つまるところ自分は、悪魔の手によって、この袋小路めいた空間に閉じ込められたということなのか。

　両親は無事だろうか。あの後、偽の自分と一緒に聖院へ向かってくれたなら、聖職者の誰かが異変を見抜いてくれるかも……いや、この男がそこまで見越して彼らを出立させたとしたら、期待はできない。

　誰にも助けを求められない。求める手段もない。

　座り込んだまま奥歯を噛み締めたエステルは、傍に佇む悪魔をぎろりと睨みつけた。

「……私をどうする気なの」

　絞り出した問いかけに、相手はなにも答えなかった。

　ただ、無言でエステルの背に手を添えただけだ。放して、とエステルが抵抗しても、悪魔は意に介さない。

「触らないで、いやッ！」

「窓からも逃げられません。窓の先にも同じ部屋が同じように繋がっているだけですし、そちらからドアを抜けても同じことです」

「っ、黙って！」

　声を張り上げるたび眩暈が襲いかかってくる。このままでは、元々調子の悪かった身体がますます弱っていくだけだ。

　結局、エステルは途中で抵抗そのものを諦めた。

　エステルが元いた室内へ戻ることなく、悪魔はエステルを抱え上げてベッドに横たえた。部屋ごと鏡写し状になっているとはいえ、さっきまで横たわっていた隣室のベッドと同じにしか見えない。彼の言葉を信じるなら、どちらのベッドも──あるいは窓の先にもあるという部屋のベッドも、すべて同じ物なのかもしれなかった。

　どのみち、ここは悪魔の領域だ。自分の常識が当てはまるような生半可な場所ではない。唇を引き結びながら、エステルは苦々しく考えを巡らせる。

　おとなしくしていたら、なにをされるか分かったものではない。横たえられた身体をすぐに起こし、彼女はベッドの上に膝を立てて座り込んだ。

　案の定、悪魔は間を置かずベッドに膝を乗せてくる。エステルを拘束したがる男の胸元を、彼女は腕で強く押しのけたが、その手は簡単に絡め取られてしまった。

「……本当に、あと少しだったのに」

　指を絡めて囁かれ、エステルははっと目を見開いた。

　ベッドに脚を乗せた彼は、エステルに覆い被さるように身を乗り出していた。相手の顔を直視したくないエステルの視界に、迫りくる彼の脚だけが映り込む。

　咄嗟に後ずさったエステルをさらに追い詰めるべく、彼はエステルの手から手首、そして腕へと、握り締める箇所を変えていく。しまいには彼女の上体を引き寄せ、ベッドの上に押し倒してしまった。

　露出の目立つナイトドレスの胸元を見つめられ、エステルは羞恥に頬を染める。

「エステル。僕を見てください」

「……あ……」

「早く」

　強い口調で命じられ、それまで頑なに顔を背けていたエステルは、とうとう観念して真上の彼に目を向けた。

　悪魔の元へ自分を導いた金粉の道──今も、室内に色濃く舞っている金粉。それと同じ色の瞳に、瞬く間に囚われる。

　イヴォンは本当に悪魔だったのだ。あの棺の中の悪魔と、愛した婚約者であるはずの目の前の悪魔。ふたりが他人の空似などではないことを、今、エステルは心の底から思い知らされていた。

　私はいつからこの悪魔に囚われていた？

　彼と婚約したときから？　それとも、まさか生まれ落ちた瞬間から？

　声ひとつあげられなくなったエステルの唇を、悪魔の指がそっと撫でつける。

「エステル。どうして、僕よりもあの子を信じたんですか？」

　唇を撫でる悪魔の指は、微かに震えていた。

　責めるような視線に捕らわれて身動きが取れなくなったエステルの胸に、それまで以上に強い緊張が走る。返答次第では、乾ききった唇をそのまま爪で引き裂かれてしまいそうで、恐ろしさに息が詰まった。

　そもそも、問いかけの意図をうまく汲み取れない。

（……『あの子』って誰のこと？）

　誰の話なのか分からず、エステルは黙り込んでしまう。

　そんなエステルを見下ろしながら、悪魔はなおも続ける。

「鍵を受け取ったんでしょう？」

「……鍵？」

　訊き返してから、エステルははっと両手を見つめ、それきり息を詰める。

　あれほど強く握り締めていたはずの黒い鍵は、彼女の手の中にはなかった。鍵の存在ごとすっかり頭から抜け落ちていたことに、エステルは今さら呆然としてしまう。

『この鍵は、あれの身体の一部なのさ』

　先日聞いたばかりのメリッサの声が、不意に頭を過ぎる。

　エステルに黒い鍵を手渡した人物。皺に包まれたエメラルドグリーンの瞳。ダリエ家から長く忌避されている、ついぞ悪魔に喰われることのなかった最後の生贄。ベッドに横たわる大伯母メリッサの、最後に見た弱々しい姿が、エステルの脳裏に鮮明に蘇る。

　彼の言う『あの子』がメリッサを指していると理解したエステルは、ぞくりと背筋を震わせた。

　ふと喉元にひんやりとした感触を覚え、咄嗟に指を伸ばすと、細いチェーンに通されたなにかに触れた。形を指でなぞりながら、ああ、あの鍵だ、とエステルは一拍置いてから思い至る。

「こんなものがまだ残っていたなんて……気づけませんでした。あの子が生贄だったことも、この鍵を持ち出して隠していたことも」

　淡々と動く悪魔の薄い唇を、エステルはただ凝視する。瞳を見てはいられなかった。

　あの子、とはやはりメリッサを指しているらしい。あれほど高齢のメリッサを、幼い子供のように呼ぶなんて……恐怖を覚えずにはいられない。

　喉を鳴らしたエステルの真上で、悪魔はなおも譫言のように続ける。

「僕はただ、ふたりで幸せに暮らしたかっただけ……たとえすべてを明かせなくても、今度こそあなたと」

「……っ、なにを、言って……」

「あなたはいつもそう。あのときも、僕よりあれの言うことを信じて僕を裏切った」

　ほとんど一方的に続く話の最中、エステルはその不可解さに背を震わせる。

　まるで意味が分からない。彼の言う『いつも』も『あのときも』も、一体いつを指しているのか理解が及ばない。独り言じみた、それでいて恨みがましさを感じる呟きの、どれをどこまで真っ当に受け止めるべきかさえ分からない。

　いつしか両手で顔を覆っていた悪魔が、くぐもった声で呻く。

「拒まないでさえいてくれれば、それだけで良かったのに」

　その言葉を最後に、沈黙が落ちた。

　首から下がる鍵におもむろに触れられ、エステルは目を瞠る。ぎりぎり視界に入った黒い鍵が、彼の指に撫でつけられた瞬間、禍々しい金色に輝き始めたからだ。

　ぼうっと光を湛える程度だった輝きは見る間に増し、ほどなくして、鍵は空中を漂う金粉と同じ色に完全に塗り替えられてしまった。

「……な……」

　言葉もなく、エステルは呆然と真上の悪魔に目を向け直す。

　ふ、ふ、と息を浅くして口元を押さえる彼の指の隙間から、ひと筋、とろりと液体が垂れ落ちる。

「……美味しそう……」

　蕩けた声でそう漏らした悪魔の口から零れるそれは、涎よだれだった。

　それをエステルが理解したと同時、悪魔は大きく身を屈め、彼女の喉に唇を這わせた。

「っ、ひ……」

　灼けるような痛みが一瞬だけ走り、エステルは恐怖のあまり身を竦ませる。

　噛まれたわりには痛みが続かない。だが、痛みの有無よりも〝噛まれた〟という事実にこそ追い詰められたエステルの身体は、ガタガタと震えが止まらなくなってしまう。

　熱っぽい吐息を落としてエステルの喉から唇を離した相手と目が合った。涎に濡れた唇の、わずかに開いたその隙間から、鋭く尖った犬歯が見えた。

　まるで牙のような──ぞっとした。

　そんなもの、イヴォンの口にはなかったはずなのに。

（イヴォンは、本当に悪魔だったんだわ……）

　触れてくる指を跳ねのけることすらできなくなったエステルは、すっかり恐怖に呑み込まれていた。

　どうしよう、このままでは本当に喰われる、怖い、誰か助けて……強い感情が綯い交ぜになって身体を巡る。直前までは言葉や態度で拒絶できていたのに、身も心も恐怖に包まれた今、エステルの身体はもうエステルの意思の下ではまともに動かなかった。

　静かになったエステルに覆い被さった悪魔は、彼女の背とベッドの隙間に腕を滑り込ませ、宥めるようにしてエステルを抱き締める。

　一方のエステルは、噛まれたばかりの喉を長い指で撫でつけられ、首を絞められるのか、あるいは喉を潰されるのかと、ますます萎縮してしまう。

「はぁ、……エステル……」

　金色の目を蜂蜜のように蕩かせながら、悪魔は完全に陶酔していた。

　喉に再び唇を寄せられ、このまま噛みちぎられるのかもしれないと、エステルは歯を食いしばって恐怖に耐える。

　だが、彼女の喉を這うのは、いつまで経ってもやわらかな唇の感触だけだった。ちゅ、ちゅ、と音を立てて吸われた後、同じ場所をざらついたなにかが掠め、エステルは反射的に身をよじる。

　さっき噛まれた場所を、まるで慰めるように這ったのは──その正体に気づくや否や、エステルの唇から浅い吐息が漏れた。

（なに、今の……舌？）

　なぜか腰が浮く。吸われ、舐められ、また吸われ……そんな所作を繰り返されているうち、彼女の全身はじりじりと震え始める。悪魔の唾液が立てる生々しい水音が、おかしなほど耳の奥に焼きついて残る。

　おかしい。喉が熱い。

　噛みつかれる恐怖はまったく消えていないのに、得体の知れない甘い震えが止まらない。恐怖ではない別の感情に、今にも呑み込まれてしまいそうで、エステルは大きく目を瞠った。

　そんな彼女の震えごと包み込むかのように、悪魔はエステルの耳元で恍惚と囁く。

「……甘い……」

「ッ、う、……ぁ、」

「食べたい、……あなたの魂、ずっと食べたがってたんです、でも、」

　──人の身だと、方法はこれしかなさそうだ。

　蕩けた金色の双眸に見下ろされながら、エステルは目を霞ませた。

　真上から彼女を拘束する悪魔の口元から、ぽたりとまた雫が落ちる。ナイトドレスの胸元を濡らしたそれは、やはり彼の涎だ。食べたいから涎を零しているのだと理解したエステルは、恐怖のあまり、とうとう瞬きひとつできなくなる。

　浅い呼吸を繰り返す男の口元から目が離せない。食べる方法──告げられた言葉を反芻しようにも、間を置かず肌をなぞられたせいで、エステルの思考は見る間に掻き消えてしまう。

　気づいたときにはすでに、悪魔の唇はエステルの鎖骨を辿っていた。

　露出した肌を吸われ、舐められ、また吸われる。喉への触れ方と同じだ。彼の舌が這った場所から、肌が異様な熱を持ち始めるのも同じだった。

「い、いやっ、放して……ッ！」

　必死に絞り出したエステルの声は、すっかり震えきっていた。

　抵抗したくても力が入らない。結局は子供がいやいやをするときのような、ただ首を横に振るだけの拒絶で終わってしまう。

　エステルの鎖骨から唇を離した悪魔は、彼女の上体を抱き起こし、ドレスの肩紐を指でなぞった。鎖骨の下に舌を這わされ、エステルの喉から悲鳴じみた声が零れる。

「あっ、……あ、ぁ、」

　漏れる声を止めたくても止まらない。

　完全に脱がされたわけではないナイトドレスは、エステルの肌をまだ隠し続けている。鎖骨や肩以外は布越しに撫でられているだけだ。それなのに、エステルの口からはおかしなほど甘い声が漏れてしまう。

　喉、鎖骨、そして胸の膨らみ。唇を這わされた場所が熱くて堪らない。ひくひくと腰を浮かせ、エステルは目尻に涙を浮かべる。

　そんな彼女の耳元で、悪魔は声を震わせながら囁いた。

「エステル、……ごめんなさい、でももう食べたい……」

　乞い願うような、それでいて有無を言わせぬ口ぶりだった。ぴりりと痛みが走るほど強く、エステルは唇を噛み締める。

　悪魔は、本当はこの魂を食べたがっている。

　けれどそれは、今の彼──人の身では叶わないという。

『人の身だと、方法はこれしかなさそうだ』

　つまり、この男が食べたくて我慢できずにいるものは。

「……いや……」

　イヴォンに捧げるはずだった純潔を、イヴォンと同じ顔をしたこの悪魔に捧げなければならないなんて……涙交じりの細い声が、エステルの口端から漏れる。

　エステルの精一杯の拒絶に気を悪くしたのか、悪魔は強引に彼女の腕を引いた。起こされたばかりの上体を締めつけるように背を掻き抱かれ、肌と肌が密着する感触に、エステルはまたも全身を震わせる。

　その切ない反応は、決して恐怖によるものだけではなかった。

　おかしい。どうにかなってしまいそうだ。あん、と思わず蕩けた声を漏らしてしまってから、エステルは強烈な羞恥に襲われた。

　イヴォンと同じ顔、同じ声、同じ体温。それなのに、目の前の男は、自分がよく知る婚約者ではなく悪魔だという。

　いっそ、ひと目で人外だと分かる恐ろしい形相をしていてくれれば良かった。それならきっと全身全霊を込めて抵抗できた。たとえその抵抗が、おぞましい悪魔にとっては碌に意味を成さないとしても。

　愛する恋人の顔をした悪魔だなんて、どうしたって拒む覚悟が揺らいでしまう。

（どうすればいいの、……どうすれば、）

　牙を生やし、目を金色に光らせ、肌に舌を這わせてきては熱に溺れさせ……一体、イヴォンはいつから悪魔にすり代わってしまったのだろう。あるいは、彼は最初から悪魔だったのだろうか。人間の、それも悪魔祓いの聖職者の皮を被って、ダリエ家の娘である自分に近づいたのだとしたら。

　考えはまとまらない。まとまらないまま、身体の内側にこもる熱がひたすら温度を上げていく。

　肌を守るには心許ない薄いドレスの肩紐を、彼の指がとうとう外しにかかる。指で肩を辿られるだけでも息が上がってならないのに、見る間に胸が晒され、エステルは強烈な眩暈に襲われた。

　胸の先端は、左右どちらも硬く尖っていた。頬が痛むほど熱くなる。

　見ないで、と細く呻いたエステルの願いを聞き届けるかのように、彼はエステルの腰を抱き上げて反転させ、今度は後ろから彼女を抱き締めた。

「あんッ！」

　背後から回ってきた指に胸の尖りを弾かれ、エステルは背を反らせて喘ぐ。

　左右の肩紐が外れたナイトドレスは、膝を曲げてベッドに座り込むエステルの腰に、頼りなくたわんでまとわりついている。その衣擦れの感触すらも、過敏になった肌を甘く撫でつけ、彼女の感覚を一層狂わせていく。

　座ったきりで脚を開かされ、司祭服をきっちりと着込んだままの彼の脚に押さえ込まれてしまう。切なく震える秘密の入り口が空気に触れ、堪らず身悶えたエステルの耳元に、蕩けた声が届いた。

「見てください、エステル」

　下腹を直に撫でられ、エステルはまたぞくぞくと腰を震わせる。

　イヴォンと同じ声。それが余計にエステルの息を荒らげさせる。言われるままぼんやりと眼下に目を向けた彼女は、ひ、と声をあげたきり動けなくなった。

　開いた脚の間から滴り落ちた透明な雫が、シーツにしみを作っていた。触れられてもいないそこから零れる蜜──男を知らない自分の身体から漏れたそれが、新たにひと筋、つ、と肌を伝い落ちていく。

（おかしいわ、……どうして、こんな）

　悪魔の唇に肌をなぞられるたび、腹の奥が疼く。そのたび蜜が滴る。これほど恐ろしい目に遭っているのに、火照りは消えるどころかひどくなっていく一方だ。

　エステルの目尻にじわりと涙が滲む。その雫を、節の目立つ長い指が目ざとく拭ってくるせいで、彼女はまたも浅く乱れた息を漏らすしかなくなる。

　隙さえあれば蕩けたがる身体の芯が憎い。

　唇を噛み締め、エステルは甘い責め苦から逃れようと必死に耐え……だが。

「僕が舐めたところ、熱くて切ないでしょう？」

「ひ、ぁ、……ああッ」

「あなたの家の悪魔は、こうやって恋人の目の前で生贄を溺れさせて、犯して……そういうやり方で悲恋を味わわせることもあったみたいです。ひどいことをしますよね」

　口端の涎を拭いながら、悪魔が眉尻を下げて囁いてくる。

　途端に、エステルは強烈な苛立ちを覚えた。あなたの家の悪魔──大昔の話とはいえ、他ひ人と事ごとのように語ることが許されるとでも思っているのか、と。

　思えば、さっきもそうだった。

『あなたの魂、ずっと食べたがってたんです』

　彼は『食べたかった』とは言わなかった。『食べたがっていた』と言った。まるで、彼の中のなにかが彼にそう言わせているとでも言いたげに。

（ふざけないで……）

　激しい苛立ちを、エステルは言葉の刃にして叩きつけてやりたくなる。しかしそれも、開きかけた唇を指でなぞられてしまったせいで叶わなくなった。

　滴る蜜を目の当たりにしたからか、肌も感覚もどんどん過敏になっていく。

　腰が揺れ、秘所からは次から次へと雫が垂れ落ちる。自分ひとりが衣服を乱され、死にたくなるほどの羞恥を味わわされているにもかかわらず、もっと触れてほしくて堪えられなくなる。

「痛いことはしたくないんです、できるだけ、優しく、あなたがつらくないように、……エステル……」

　独り言じみた彼の囁きが、エステルの快感を一層刺激する。

　耳を直に犯す低い声、胸の膨らみを繰り返し揉みしだいてくる手のひらの感触、そのどちらもエステルの感覚を昂ぶらせていく。

　上体を起こしていられなくなったエステルは、堪らず相手の広い胸にもたれかかった。黒い司祭服に素肌が擦れ、その感触だけで身悶えてしまう。

　途端にこくりと喉を上下させた悪魔は、間を置かず、エステルの首筋に唇を寄せた。

「ああッ！」

　きつく吸いつかれ、エステルの目の奥でチカチカと光の粒が舞う。

　女の快楽など露ほども知らない無垢な身体に、一方的に愉悦を注がれてはまるごと呑み込まれそうになる……その繰り返しだ。

　触れてくる指はどこまでも優しく、それがなおさらエステルを追い詰める。自分の知るイヴォンだってきっとこういうふうに触ってくれたはずだと思えば、抵抗は見る間に鈍ってしまう。

　それどころか、自分は今イヴォンに愛されているのだ、と思ってしまいそうになる。

　胸を揉まれ、赤く熟れた先端を摘まれる。堪えきれず悲鳴が迸った。触られているのは胸なのに、疼いて堪らなくなるのはなぜか腹の奥だ。身体の芯から新たな蜜が垂れ落ち、エステルは焦点の定まらなくなった目をきつく瞑る。

　もっと触って。もっと触って。もっと触って。

　そんなふしだらな願いが頭に溢れ、今にも彼の両腕に縋りつきそうになる。

「綺麗です、エステル……」

「ひ、ああっ、あっ！」

「早く触れたくて仕方なかった、ずっと夢見てきたんです、本当に、ずっと」

　相変わらず譫言じみた声で囁く男が、濡れそぼった秘密にとうとう指を伸ばしてくる。

　下着を着けていないそこは、どれほど強く脚を閉じていても簡単に暴かれてしまう。長い指がゆっくりと秘裂をなぞる。

（あ……イヴォンの、指）

　くち、とぬるついた水音が耳を掠め、エステルの背が快楽に仰け反った。

　入り口をなぞるだけの動きがもどかしい。もっと暴いてほしくなる。純潔を守り続けてきたエステルの身体は、男をまったく知らないのに、腹の奥が貪欲に貪りたがっては疼いて──切なくて堪らない。

「……エステル」

　浮かされたような囁きがエステルの耳を掠めるや否や、彼女の背に硬いなにかが押し当てられた。衣服越しとはいえ、その正体に思い至ったエステルは、淫らに腰を跳ねさせてしまう。

　緩やかに秘裂を往復していた悪魔の指が、不意にそこから離れた。

　過ぎた愉悦の波から解放され、エステルは安堵の息を落とす。だがそれも束の間、快楽にあてられて膨らんだ陰核を指の腹で潰され、再びその背が大きく反った。

「ああっ！　いや、あぁあッ！」

　あまりの刺激に気がふれそうになる。半狂乱になって首を振りたくるエステルを、腕と腰を使ってきつく押さえ込みながら、彼はさらに激しく陰核を擦ってくる。

　充血したそれの裏側を、彼の親指の腹がぐりぐりと押し潰した、その瞬間。

「ひッ、ああぁあッ!!」

　エステルの喉から、ひときわ甲高い悲鳴が迸った。

　女の快楽に初めて溺れさせられ、腹の奥が切なく疼く。拒絶も抵抗も忘れて酔い痴れてしまいそうなほどの快楽に、腰が甘く震えて止まらない。

　あ、と蕩けた声が漏れたと同時に、ぴゅ、ぴゅ、と秘密から蜜が噴き出る。糸が切れたようにして上体から力が抜け、そのまま、エステルは彼の胸元に背中から倒れ込んだ。

「はぁ、エステル……綺麗です、とても」

「ぁ、……はぁ、ぁ……」

　後ろから抱き締められ、首筋に口づけられる。その淡い感触さえも、初めての絶頂の余韻を引きずるエステルの肌には過ぎた刺激でしかなかった。

　脚を折り曲げて座り込むエステルの真下には、秘所から噴き零れた蜜で、先ほどとは比較にならないくらい大きなしみができていた。

　自然と涙が溢れてくる。今の衝撃が女の快楽に溺れた証なら、この身体はとうに満たされた後だというなら、どうして腹の奥の疼きは増していく一方なのか。

　力の抜けたエステルの身体を抱いた悪魔は、彼女をそっとベッドに横たえた。優しく、また恭しさも感じる所作だった。

　イヴォンならこうしてくれるはずだと思う仕種を、この男はひたすらなぞってくる。これは悪魔だ、イヴォンではない──必死に自分にそう言い聞かせていないと、自ら淫らに腰を振って求めてしまいそうで、エステルはそれがただ恐ろしくてならなかった。

「……ぁ、」

　思わず、エステルは掠れた声を落とした。達したばかりの秘密から、新たにひと筋零れ出た蜜が、太腿を伝い落ちたせいだ。

　抵抗の意思を見せつけたくても、エステルには抗う力など残っていない。それどころか、腹の奥の疼きは強まる一方だ。唇を噛み締めて恥辱に耐えているのに、そんな気持ちとは裏腹に、口端からは蕩けた唾液が垂れ落ちていく。

　期待に震えているような淫らな反応……これでは、この男となにも変わらない。

（もういや……）

　今の自分は、飢えた獣であるこの男と大差ない。

　自分自身への嫌悪に溺れてしまったエステルの唇が、震えながらも、確かに意思ある声を紡ぐ。

「……して……」

　腕で両目を覆いながら呟いたエステルに、え、と彼の声が返る。

　まるで愛おしい者に触れるかのように優しく彼女の髪を撫でていた悪魔は、不思議そうな顔を覗かせ、それからエステルの口元へ耳を寄せてくる。

　喉を震わせ、もう一度、エステルは声を絞り出した。

「殺して」

「……エステル」

「私のイヴォン、返してくれないなら、……もう殺して……」

　弱々しい呟きの後、沈黙が落ちた。息が詰まるほどに重い沈黙だった。

　彼の手が傍から引いていく。そのことに安堵を覚えたのも束の間、細い衣擦れの音がエステルの耳を不穏に撫でた。

　ぞくりとした瞬間、それまでのどの触れ方よりも強引に腰を掴まれ、エステルは全身を強張らせる。間を置かず、濡れそぼった秘密に硬いものを押しつけられ、喉が乾いた音を立てた。

　エステルが下方へ視線を落とすと、彼が、脚の間になにかを擦りつけているさまが見えた。乱れた司祭服──特に前部分を寛がせたトラウザーズが目に留まり、次いでその内側から覗いたものに、エステルの目は釘づけになる。

　男性の欲を初めて見たにもかかわらず、そこから目を逸らせない。

　拒絶ばかり繰り返す彼女を支配するための、硬く反り返ったそれを、彼はエステルに見せつけるようにして秘所に擦りつける。

「……あなたは」

「ッ、ひ」

「また、……そうやって、僕にひどいことばかり……」

　虚ろに呟いた彼の双眸が、ぎろりと金色の輝きを濃くしたように見え、エステルは震える息を吐き出した。

『あなたはいつもそう』

『あのときも、僕よりあれの言うことを信じて僕を裏切った』

（なんなの、……さっきも、似たことを、）

　確かに言われた。いつのことを指しているのか理解できない、彼を追い詰め続けている要因と思しき──特に『裏切った』という言葉を鮮明に思い出したエステルは、彼の眩くも暗い金色の瞳に、すっかり気圧されてしまっていた。

　口を開くよりも先に腰を持ち上げられる。屹立の裏側でエステルの秘所をなぞった彼は、身悶えるエステルを気に懸けることなく、擦りながらさらに指で秘所を広げてくる。途端に、エステルの唇から期待に満ちた喘ぎが零れ、それを合図に先端が侵入を始める。

「ぁ、……あ、」

　指よりも遥かに太いものが、少しずつエステルの中を押し広げていく。

　途中からはひと息に奥まで入り込まれ、狭い場所を無理やり広げられる感覚に身悶えていたエステルの身体の芯は、その衝撃で派手に引きつった。

「ひ、ぁあっ！」

　眩いばかりの火花が目の奥で爆ぜ、呼吸がままならなくなる。仰向けの状態でびくびくと背を反らせたエステルは、見る間に快楽の波に攫われてしまう。

　痛みはなかった。破瓜の瞬間は血が出ると聞いていたのに、それほどの痛みが走ると教わっていたのに、苦痛は一切感じない。むしろ、快楽の波に呑まれてまともな呼吸を続けていられないことこそが苦痛だった。

　切ない疼きを埋める圧倒的な愉悦に、ただただ深く溺れさせられるのみ。

「ぁ、……駄目、今、やめて、」

「エステル、……エステル……っ」

「いや、抜いて、いやぁッ！」

　抜けと泣き喚きながらも、エステルの意思とは裏腹に、彼女の秘所は離さないとばかり深く雄を咥え込んでいる。

　抜け出る寸前まで引き抜かれてから、再び深く挿し込まれ、エステルの唇から蕩けた喘ぎが漏れる。ぐぽ、と卑猥な水音が耳を犯し、新たに噴き出した蜜が太腿を伝い落ちていく。

「は、あぁッ、あんっ！」

「ああ、エステル、……いい……」

　中の形を確かめるようにゆっくりと往復を繰り返され、そのたび、エステルの下腹も熱を上げていく。

　秘所を広げていた男の指が不意に離れ、火照った下腹を撫でつけた。その感触に、エステルの背がまた反る。蹂躙されている内側を直接撫でられているようで、彼女の震えはますます止まらなくなる。

「はっ、ぁ、あんっ……」

　腰を振る彼の動きは、次第に激しさを増していく。

　きつく目を瞑って心地好さに耐えるその顔は、強烈な快楽にあてられたエステルの目にはもう、愛するイヴォンのそれにしか見えない。

　目を瞑らないでほしかった。あの金色の瞳が見えていないと、〝この男は悪魔だ〟と拒絶する気持ちが揺らぐ。イヴォンに愛されたがる身体が勝手に疼いて、自分から淫らに腰を擦りつけて誘ってしまいそうになる。

　とん、とん、と奥を突かれるたび、エステルの視界に火花が散る。シーツを握り締める自分の指を見つめているうち、彼女の焦点はどんどん合わなくなっていく。

　砕けそうなほど強く、エステルは奥歯を噛み締めた。

　悪魔に純潔を散らされ、いっそ死んでしまいたいのにそれも叶わない。無理やり肌を暴かれておいて、そのくせ、こうして女の快楽を刷り込まれて喘いで誘って涎を垂らして、さらにはイヴォン本人に愛されているのだと錯覚して……これではまるで淫乱だ。

　ごめんなさい、本当にごめんなさいお父様お母様大伯母様、エステルは悪魔に堕とされてしまいました──揺さぶられるたび涙を撒き散らしながら、彼女は細い声をあげる。

「……助けて、イヴォン……」

　祈りにも似た懇願を本当に声にできていたのか、エステルにはもう分からなかった。

　震えて噛み締めることさえできなくなった唇から血が滲んでいるのに、痛みは感じない。ただ鉄の味がするだけだ。

　愛する男の名を呼びながら泣くエステルの、その細い腰を掴み直した悪魔は、それきり譫言めいた声すらも落とさなくなった。

　本能のまま奥を突き上げる動きに翻弄され、エステルの口から溢れ出るのは、耳を塞ぎたくなるくらいに艶めかしい嬌声ばかりになる。

「ぁ、あ、あぁ……ッ！」

「……っ、う、」

　ひときわ強く奥を突かれた瞬間、エステルは再び快楽に呑まれた。男を知ったばかりとは思えないほどとろとろに蕩けた内側で、きつく雄を締めつけながら、彼女は背を反らせて絶頂に酔い痴れる。

　その直後、中を圧迫してやまなかった雄が急に引き抜かれた。隘路を蹂躙していたそれが抜けていく感覚に身悶える暇もなく、太腿に蕩けた欲をかけられる。熱い飛沫を浴びながらも、急にからっぽになったエステルの秘密はひくひくと疼いたきりだ。乱れた呼吸もなかなか元に戻らない。

「……は、ぁ……」

　涙を溢れさせたエステルの目尻を、長い指が慰めるように拭う。強引な行為の後とは思えないほど優しく、また遠慮がちな仕種だった。

　……中に注がなかったのはどうしてだろう。

　涙を拭われながら、エステルは浮かんだ疑問をただ頭の中で垂れ流す。しかも達したとき、それまでの恍惚も快楽もすべて嘘だとばかり、彼の顔は苦しげに歪んでいた。

　彼自身の言葉を踏まえるなら、この行為は、悪魔が人の魂を喰らうことの代替的な手段だったはずだ。それなのに絶頂の瞬間にあんな顔を晒すなんて……矛盾している気がしてならない。

　一度浮かんだ違和感は、水面に落ちた雫が波紋を広げるように残り続ける。だが、それ以上なにかを考えていられる余裕は、エステルには露ほども残っていなかった。

　信じがたいほどに瞼が重い。

　疲れきった身体が──あるいは心が、静かに悲鳴をあげている。

「……泣かないで、エステル……」

　遠のく意識の中で微かに聞こえた悪魔の声は、完全にイヴォンのそれだった。

　この人は本当に、私を騙し続けていたおぞましい悪魔なのだろうか。そんな疑問が最後に頭を過ぎったところで、エステルの濡れた瞼は完全に閉じてしまった。







第４章 歪んだ情愛に揺らぐ令嬢、前世の夢を見ること








　あれから何日が経ったのか、もう分からない。

　朝なのか夜なのかも感じられないこの空間で、時を数える手段はなかった。とうに数日が過ぎた気もするし、ひたすら濃厚な一日を過ごしているだけという気もする。空腹を感じないことを踏まえるなら、やはり、ここは人の世から隔絶された領域なのだろう。

　体感時間が経てば経つほど、エステルの心は揺らいでいく。

　恭しく触れてくる彼の指に、あるいはまっすぐにエステルを見つめてくる彼の金色の瞳の奥に、純粋な愛を感じ取ってしまいそうになる。

「……ふ……」

　すみずみまで綺麗に身体を拭われ、衣服も新しく着替えた後だ。ベッドの端に腰を下ろし、エステルは細い呻きを落とした。

　身の回りの世話も、ここに閉じ込められてからはすべて彼の手に委ねている。素肌を晒している羞恥はまだ完全には消えていないが、この状態がいつまでも続くなら、いずれはそれも感じなくなってしまうのかもしれなかった。

　時間が経つにつれ、目の前の悪魔に対するエステルの心の揺らぎは大きくなりつつあった。

　例えば、欲を放った瞬間の彼の顔だ。今も鮮明に思い出せてしまう。達するまでは心地好さそうに頬を紅潮させていたのに、どうしてあの瞬間だけあんなにも苦しそうだったのか。そもそも、悪魔はあんな罪悪感の塊のような人間じみた顔をしない気がする。

　魂を喰らう代わりにエステルの身体を開きたいという強い衝動、それそのものに抗っている──そんな表情に見えた。

　しかも彼は、エステルの中に子種を注ぐこともしなかった。純潔を奪った時点で衝動が落ち着いたからなのかもしれないが、どうにも腑に落ちない。己の欲望のままに人を喰らうのが悪魔だろうに、まったくそれらしくない行動に思えてしまう。

　加えて、あれから一度も彼がエステルを犯していないことも解せなかった。喰らいたいという悪魔の衝動が、ひとまず満たされたからとも受け取れる。だが、やはり違和感が拭いきれない。

　この場所に閉じ込められた日、エステルは抵抗した。イヴォンが、イヴォンではないなにかに──おぞましい悪魔になってしまったとしか思えなかったからだ。

　しかし、今頃になってから、奇妙な違和感が次々と形を現してくる。

『あなたはいつもそう』

『あのときも、僕よりあれの言うことを信じて僕を裏切った』

　あの日彼が口にした言葉を、エステルはしぶとく反芻する。

　瞳が金色に変わったこと、あるいは犬歯が尖ったこと。どちらの反応も、エステルが彼を拒絶したときに起きた。

　思えば、初めて彼を拒んだのは、大伯母から鍵を手渡された日だ。

　ダリエ邸を訪れていた彼は、外出中だったエステルの帰りを待ってくれていて、そんな彼をエステルは『放っておいて』と強い口調で突き放してしまった。鍵の存在と、生家に戻るや否や目に映った金粉の道のことで、頭がいっぱいだったからだ。

　鍵に導かれて向かった先で悪魔の顔を確認した翌朝、彼が寝込むエステルを訪ねてきてくれたときにも強く拒んだ。彼の顔が、もう悪魔と同じにしか見えなかったからだ。

　彼の目が金色に変わったのは、あの直後だった。

『どうして僕を拒むんですか？』

　あのとき、イヴォンの銀色の瞳は金粉と同じ色に変わった。恐ろしくてならなかった。エステルの目には、私室の中にまで細かく舞う悪魔の金粉が、なおも見えていたのだから。

　そして彼は、偽のエステルを創り出し、両親とエステルを引き剥がした。

　エステルを自分の領域へ──この場所へ閉じ込めるために。

『拒まないでさえいてくれれば、それだけで良かったのに』

　牙のように犬歯を尖らせたときにはそう言った。

　目の色が変わったときも、初めて牙を覗かせたときも、元々彼の中にひっそりと潜んでいたものが急に勢いを伴って表に出てくる感じがあった。

　イヴォンと出会い、婚約して十二年。初恋の相手でもある彼を、この十二年、エステルはただの一度も拒絶したことがなかった。イヴォンが元々温厚な性格をしているからとはいえ、ふたりはこれまで喧嘩ひとつしてこなかった。

　つまり、つい先日まで、イヴォンは〝エステルからの拒絶〟を知らなかった。

　私の拒絶こそが、イヴォンの中に潜んでいた悪魔を力強く息づかせる原動力なのだとしたら……そう考えるなら、辻褄が合ってしまう気がする。

　仮説を巡らせていたエステルが息を詰めた、ちょうどそのときだった。

「なにを考えてるんですか、エステル」

　不意に尋ねられ、エステルの背がぎくりと強張る。

　考えに集中していたせいで反応が遅れた。クローゼットの前に立っていたはずの彼は、いつの間にかベッドの上、エステルの隣に座っていた。

「ひどいです。そんなに真剣な顔で、僕以外のことばかり考えて」

　耳元で囁かれ、喉が震える。そのままエステルの頬を両手で覆った彼は、彼女の首筋に狙いを定め、尖った犬歯を這わせてきた。

　結局はまたこれが始まってしまうのか、とエステルは静かに唇を噛み締める。

　あれ以来、彼はエステルを一度も犯していない。厳密には、行為の最中に彼自身を使うことがなくなった。

　手ずから着せたエステルのナイトドレスを、長い指がゆっくりと剥いでいく。

　彼はエステルの世話を厭わない。むしろ好んでいる節がある。肌を清め、髪に櫛を入れ、汚れたドレスを着せ替え……まるで使用人が主人の世話をするかのような献身ぶりを見せてくる。

　もちろん、それはエステルが望んだことではなかった。彼以外の目が一切ない中、エステルは今、見目を気にするだけの気力さえ起こせずに過ごしているのだから。

　エステルのために世話をしているというよりは、彼自身がしたいからしているのだろう。美しく整えた彼女をめちゃくちゃに乱し、さらに深く堕とす──おそらくはそれを繰り返すために。

　食材を調理して食べる感覚に近いのかもしれなかった。元来〝悲恋喰いの悪魔〟は、ダリエ家の娘たちを悲恋に沈めるという、いわば下ごしらえをしてから彼女らを喰らっていた悪魔だ。

　けれど、エステルは彼のその行為に、どうしても悪魔以外の──イヴォン自身の愛を感じ取ってしまいそうになる。

「あ、ぅ……ッ」

　肩紐を外されて胸を揉まれ、エステルは上擦った声を漏らす。熱い指に胸の先端を摘まれ、思わず身をよじったエステルの身体を、彼は背中からそっと押し倒した。

　乱暴な所作ではないが、抵抗はできない。多分しないほうが良い。枕に顔を埋め、エステルは震える唇をなんとか引き結ぶ。

　うつ伏せの背に覆い被さるようにして抱き締められる。薄いドレス越しに硬い布の感触を覚え、これから自分はまたこの男の手で乱されるのだ、とエステルは眉を寄せて衝撃に備える。

　ほどなくして首に唇を寄せられ、ひ、と怯えとも甘えともつかない声がエステルの喉を滑り落ちた。

　鍵を繋ぐ銀のチェーンが、細い音を立てて鳴る。ひんやりと喉を伝う冷たい鍵のせいで、うなじを這う舌が余計に熱く感じられてしまう。

　枕に爪を立て、エステルは浅く呼吸を繰り返す。

　……いけない。これをされると、正気を保っていられる時間が短くなる。舐められた場所から肌が刺激を求め始め、勝手に甘い声が零れてしまう。

　うつ伏せの姿勢から腰だけを高く持ち上げられ、腹をなぞられる。エステルの下腹が、途端に切なく疼き始める。

　舌を這わされた場所からなにかが入り込んで、そのせいで身体がおかしくなる……そんな気がしてならない。まだ触れられてもいない秘所からとろりと蜜が溢れ、エステルの瞼が羞恥の涙で濡れた。

　ひとたび淫らな時間が始まると、頭が快楽に揺れ、記憶が曖昧になる。

　だから、いつなにを言われたのか、どこをどんなふうに触られたのか、エステルの夢と現うつつの境界は簡単に綯い交ぜになってしまう。

「エステル……気持ちいいですか？」

　腹を撫でていた指先は、いつしか滴る秘密の入り口を這っていた。

　答えたくない。枕に顔を押しつけ、エステルは声を殺す。相手にはエステルの表情までは見えていないはずなのに、なにもかも見透かされている気分になる。

　黙るエステルを宥めるように、長い指が蜜に濡れた入り口を広げる。未婚の身でありながら一度雄の侵入を許してしまったそこは、熱く蕩けてしとどに濡れていた。

　見られていると思うと、それだけでさらに強い快楽に襲われる。歯を食いしばって耐えていないと、自ら腰を揺らして刺激をほしがってしまいそうになる。

　ドレスルームで母と一緒に花嫁衣装を合わせた日の記憶が、つい昨日のことのように、脳裏に鮮明に蘇ってくる。

　悪魔に純潔を散らされた女があの純白のドレスを着るなんて、許されるわけがない。痛むほどきつく、エステルは唇を噛み締めた。

「あぅ……っ」

　濡れそぼったエステルの中に、指が挿し込まれてくる。

　回を重ねるたび感度が上がっていく気がしてならない。あん、と濡れた声で喘ぎながら、エステルは入り込んできた指を喜んで受け入れてしまう。

　淫らな水音がエステルの耳を犯す。胸を弄られ、それからうなじを舐められ……たったそれだけでここまで蕩けていた身体の芯を、彼の指で焦れったいほどゆっくり擦られ、堪らず腰が揺れた。

　その淫らな仕種を、彼はエステルなりの甘えと受け取ったらしい。応えるように指を増やされ、エステルは枕の中で大きく目を見開いた。

　二本の指を潜らされ、それと同時に、指を受け入れる秘密の傍で存在を主張していた陰核を親指の腹でぐりぐり擦られ、エステルは悲鳴をあげて身をよじる。

「ここ、好きでしょう？」

「ひっ、あ、ああッ！」

「覚えました。教えてほしい、エステルの感じるところ、もっと」

　恍惚とした囁きに腰を震わせながら、エステルは後ろを振り返った。

　顔も合わせず、自分の欲を押しつけるでもなく、ただ涎を垂らしてエステルを追い詰めている──そんな彼の顔は、エステルを恨んでいるようにも見えるし、愛しくて堪らないと全身で叫んでいるようにも見えた。

　目が合った瞬間、激しく奥を掻き回され、エステルは強引な指の動きに目を瞠る。無理に身体をひねった姿勢はあっさり崩れ、苦しげに呻いた彼女の上体は、再びシーツに深く沈み込んでしまう。

「見ないでください」

「っ、あ、ぁ……！」

「僕を見ないで。拒まないで、くれるなら、……もうそれだけでいい……」

　くぐもった譫言が、エステルの耳を淡く掠める。

　見られれば拒まれると、心の底から思い込んでいそうな、弱々しい譫言だった。

「エステル、……愛しています、だから僕を拒まないで」

　──そうしてくれているうちは、きっと我慢できるから。

　苦悩に満ちた声だった。少なくとも、エステルにはそう聞こえた。

　こうすることで、彼はなんとか抑え込んでいる。エステルが拒めば拒むほど肥大してしまう衝動を。

　その衝動こそが、彼の中に潜む〝悪魔〟なのでは。

　奥の壁を擦られながら首に吸いつかれ、エステルは絶頂に身体を震わせる。そして霞む意識の端で、彼女は確信していた。

　彼は悪魔であり、私の愛するイヴォン本人でもある、と。





　　　　　＊

　　　　＊＊＊

　　　　　＊






　暗い場所に立っている

　知っている、ここは悪魔の穴倉

　あなたの抜け殻が見える

　文字通り〝抜け殻〟だ

　たった今、あなたは悪魔に喰われてしまった




　あなたが取り落とした短剣が目に留まる

　聖院の紋章が入った、悪魔を祓うための刃

　あなたは悪魔を屠ろうとしたのだろう

　最初からそうだった

　だからあなたは私と結婚した

　我が家の悪魔を始末するために




『……許さない……』




　許さない

　許さない許さない、許さない

　あなたの形見となった短剣を握り締める

　血が滲むほど強く

　そしてそれを喉に当てる




　嗤う悪魔と目が合った

　黒い靄の中で金色の瞳が揺れている

　悲恋に堕ちた哀れな魂を啜っては嗤う

　この世で最もおぞましく醜い生き物

　黒靄の中、金色の目が揺れる

　ゆらり、ゆらり、陽炎のごとく

　嗤っている

　嗤っている嗤っている、嗤っている

　ああ、私は、




『許さないッ!!』




　──私は絶対に、お前のことを許さない。





　　　　　＊

　　　　＊＊＊

　　　　　＊






「……ル、……エステル！」

　強く肩を揺さぶられ、その瞬間に目が覚めた。

　は、は、と震える息を吐き出してから、エステルは自分が夢を見ていたことにようやく思い至る。

　きつく握り締めた拳は、血の気が引いて真っ白だった。今の今まで握っていたはずの短剣──聖院の紋章入りの、聖なる力が宿った悪魔祓い用の短剣は、彼女の手元にはもう見当たらない。

　拳を解き、エステルはおそるおそる自分の喉に触れる。

　痛みはない。引き裂いた痕ももちろんなかった。ただ、収まりきらないほどに強烈な感情の残滓だけが、指の先に至るまでとくとくと脈打っている感覚があった。

　目の奥が痛い。頭の芯もひどく痛む。

　悪魔の瞳がまだ目の前に見えるようだ。金色の、美しくも禍々しい、我が家に取り憑いたおぞましい悪魔の色。

「魘されてました。大丈夫ですか？」

　耳慣れた声が聞こえ、エステルは顔を上げる。

　この声の主は誰だったか、と痛みに震える頭を懸命に動かす。自分を、悪い夢から引っ張り上げてくれた人──虚ろに彷徨わせていた焦点がふと定まり、エステルははっと息を呑んだ。

「あ……」

　金色の瞳に射抜かれ、ぞっと背筋が凍る。

　悪魔だ。忘れもしないその金色の瞳。嗤いながら、私たちを喰らおうとしている。

　目に焼きついて消えない、このおぞましい金色は、悪魔の色。

「……エステル？」

　困惑を滲ませた呼び声を遮り、エステルは肩に触れる相手の手を払った。

　震える手でそうしながら、私はこの指を拒んではいけないのではなかったか、とぼんやり考える。

　悪夢に囚われたせいで、眠る前に考えていたことをうまく思い出せない。思い出そうとすればするほど、悪魔の高らかな嗤い声に掻き消されてしまう。

　夢と現の境が分からないまま、ただ、エステルはぶるぶると全身を震わせる。

「……ぃ……」

　違う。

　悪魔は許すべきではない。

　私の愛する人を奪った、敵だ。

「いやぁぁあッ!!」

　一度は振り払った手が再び近づいてくる。それが自分に触れるよりも早く、エステルはありったけの力を込めて相手の胸を押しのけた。

　相手の身体は、夢の中の黒靄とは違って人の形をしていた。あっさりと後方に倒れた相手を見下ろし、エステルはなおも息を乱す。

（苦しい……）

　息が苦しい。吸い込んでも吸い込んでも満たされない。

　あの夢は夢ではない、そんな気がしてならない。あんなにも生々しい感情を夢の中で抱いたのは、おそらく生まれて初めてだ。ただの夢であるわけがない。

　あれは、あの傷は、直に刻み込まれている。

　この魂に、深く、深く──きっと二度と消えることのないものだ。

「は、ぁ……」

　頭を抱え、エステルは堪らずシーツの上にうずくまる。

　自分の身体を自分で掻き抱き、ゆっくりと呼吸を繰り返しているうち、ようやく息が落ち着いてくる。嘲笑を湛えた悪魔と対峙したときの衝動も少しずつ引いていき、しかし彼女が安堵を覚えたのは束の間だった。

　今度は、急速に現実が押し寄せてくる。

　夢の中ではない、まさに目の前の現実が。

（いけない……！）

　ひゅ、と喉が鳴る。

　これまでにないくらい、彼を強く拒絶してしまった。

　血の気が引いた顔を、咄嗟に上向ける。途端に激しい頭痛に襲われたものの、それを気に懸けていられる余裕は、エステルにはとうになかった。だが。

　あ、と思わず声が出た。いつもより部屋の中が暗い気がしたからだ。

　ゆらり、目の前でなにかが揺らめいて見えた。それが、先ほど渾身の力を込めて押しのけた彼の身体だと気づき、エステルは緊張に全身を強張らせる。

「……う、ぅぅ……」

　低く呻きながらゆらゆらと上体を起こした彼の頭に、なにかが見えた。

　つい先刻まではなかった、耳の横で巻いた、羊のような──角だ。悪魔の角。

「ッ、あ……!?」

　遠慮もなにもなく腕を引っぱられ、エステルの口から悲鳴が零れた。

　強い力で押し倒され、やわらかなベッドの上とはいえ全身に衝撃が走る。こんなにも乱暴に扱われたことは今までになかった。無理やりエステルの身体を開いたときさえ、彼はエステルが痛みを感じそうなことを極力避けていた。それなのに。

　彼はなにも言わない。フーッ、フーッ、と獣のような呼吸を繰り返しているだけだ。

　恐怖よりも後悔が勝った。あれほど拒んではいけないと肝に銘じていた。拒まないでほしいと何度も伝えられてもいた。

　それなのに、自分はなんてことを──エステルの視界が後ろめたさに歪む。

　仰向けに倒れたエステルの腰に馬乗りになった相手の顔は、暗い部屋の中ではまともに見えない。それでも、金色の瞳が過去にないほど色濃く光っていることだけは分かって、エステルは悲鳴をあげたがる唇を必死に噛み締める。

　彼女の首に下がる鍵もまた、深い金色に染まってじっとりと輝きを湛えていた。

　拒絶したことを謝らなければならない。突き放してしまったのは、夢に出てきた悪魔とあなたの目の色が同じに見えたからであって、あなたを拒みたかったのではないのだと。

（……むしろ、この人は私を）

　呼んでくれていた。

　夢の中の醜悪な悪魔から、あの絶望まみれの夢から、私を引き上げようと呼びかけてくれていたのに。

「ッ、待って、今のは、……きゃあっ!?」

　真上の彼の頬に手を伸ばしたその瞬間に足首を掴まれ、悲鳴が迸る。

　そのまま大きく左右に脚を開かれ、エステルは息を詰めた。彼がその隙間に身体を滑り込ませてきたせいで、閉じようとした脚は碌に動かせなくなる。

　訴えかけていた言葉の続きも忘れ、エステルは大きく目を瞠る。

　秘所はまだ濡れていた。気を失う前、指でさんざん追い詰められたそこは、彼の視線に晒されたせいか、見る間に快楽を思い出して火照り始める。

　いや、と叫びかけ、エステルは必死にそれを呑み込んだ。

　これ以上の拒絶は許されない。なによりも、エステル自身がもう彼を拒みたくなかった。

「あ、……ぁ、」

　脚の間に彼の顔が寄ってくる。エステルの目には、なぜか彼の表情がよく見えなかった。逆光のように暗く掻き消され、どんな顔をしているのかまるで分からない。ただ、浅く荒れた吐息だけが肌を熱く掠め、エステルはぞくりと背を震わせる。

『僕が舐めたところ、熱くて切ないでしょう？』

　いつかの彼の囁きが、脳裏に鮮明に蘇る。

　最初から秘所を目指して唇を寄せられたせいで、いつもなら少しずつ高められていく身体に一気に火がついたようだった。首や他の場所を舐められたときとは比較にならないほどの熱が、見る間にエステルを溺れさせてしまう。

「あっ！　ひぁんっ、ぁ、ああッ」

　震える秘密を容赦なく舐られ、喘ぐ声が止まらなくなる。

　波が引かないうち、また新たな快楽を注ぎ込まれる。気持ちいい。どんどん溢れさせてしまう。じゅる、と音を立てて吸われたとき、中から噴き出した蜜が彼の頬を濡らすさまが見え、エステルは愉悦と羞恥を同時に味わいながら大粒の涙を落とした。

　身体の芯を直に嬲られるような容赦のない責め苦が、ふと途絶えた。

　無言の彼の腰元から、しゅる、と衣擦れの音がした次の瞬間には、舌で一方的に解された秘所を硬い感触が伝う。

　舌がもたらしていた強烈な愉悦がまだ内側を苛んでいるようで、エステルは快楽の底からなかなか這い上がれない。呼吸すらも落ち着かないうちに、ぐ、と反り返った欲望を押しつけられる。

　強引で性急で、本当なら怖くて堪らないはずなのに、エステルの喉からは蕩けた声が漏れただけだ。

（硬い……それに、あのときより、熱い）

　数日ぶりに肌に感じた彼自身の欲望は、滾るほどの熱を孕んでいて、触れられただけで溶けてしまいそうだ。

　獣めいた吐息が、頭上からはっきり聞こえる。

　彼はなにも言わない。いつものように呼びかけられることも、もうなかった。荒れた呼吸を繰り返しては、熱の上がった腕でエステルを押さえ込んでくるのみ。

　それでもエステルの胸は、恐怖よりも後悔で満ちていた。エステルの目には、目の前の彼が苦しんで藻掻いているようにしか見えない。そして彼をそうさせたのは、自分の強い拒絶なのだ。

　張り裂けんばかりに痛む胸を押さえることもできず、エステルは、息を荒らげる彼を──光を深めた金色の瞳を、ただじっと見つめていた。

　少し乱暴に腰を持ち上げられ、唾液と蜜で濡れそぼった秘密に欲を擦りつけられる。見ろとばかりに突きつけられた衝撃で、エステルの目尻から新たな涙が零れた。

　今泣いたら、彼はきっと、また拒まれていると思い込んでしまう。

　不意にそんな心配が頭を過ぎったが、それを言葉に置き換えて伝える暇はエステルにはなかった。

「ふ、あぁ……っ！」

　ズン、とひと息に奥まで突き入れられ、エステルの視界をチカチカと火花が舞う。

　最初から深々と抉られている。本当なら痛みと圧迫感で泣き叫んでいるくらいだと簡単に想像がつくのに、エステルの口からは発情した雌のような声しか出てこなかった。

　受け入れる場所を直に舐られたせいか、首や肌を舐られて身体が蕩けるときよりも急速に昂ぶっている。痛みも息苦しさも圧迫感も、初めから快楽に置き換えられてしまっている。

　この空間に閉じ込められた初日、中の感触を確かめるようにゆっくり動いていた彼は、今、自身の衝動を叩きつけるためだけにエステルを貫いていた。

「あっ、あんっ、あぁっ、あっ！」

　届いてはいけない気がするところまで、遠慮も容赦もなく抉られる。

　最初に最奥を突かれたときに絶頂の片鱗を見出して以降、エステルの視界にはずっと火花が舞ったままだ。熱は下がらない。無理やり押し上げられた高みから下りられずじまいで、エステルは、本能的な動きで隘路を往復する彼のその背にきつくしがみつく。

　終わらない絶頂の衝撃に気を失いかけたそのとき、遠のきつつあるエステルの耳に、細い声が届いた。

「……ごめんなさい……」

「はぁ、……え……？」

「ごめんなさい、……ごめんなさい、ごめんなさい……」

　譫言のように謝罪を呟き続ける彼の声は、明らかに震えていた。涙交じりの声に聞こえなくもなかった。

　一方的に腰を振りながら、この人は泣いている。

　切なさに締めつけられたエステルの胸に、ぱたりと雫が落ちてくる。なおも見えない彼の顔から垂れてきたそれが、涎ではなく涙だと、エステルは確信していた。

　容赦なく揺さぶられているから、まともな言葉を口にしようとするたび舌を噛みそうになる。謝れないなら、せめて拒絶だけは避けなければならない。

　──でなければ、私のイヴォンが壊れてしまう。

　啜り泣きに似た矯声の合間に、エステルはなんとか首を横に振ってみせた。そして彼の背に腕を添え、力が入らないなりに抱き締める。

　奥を突き上げてくる腰の動きが、わずかに勢いを欠いた。

「……どうして」

「は、ぁ……ぁ、」

「こんなこと、されてるのに、なんで、」

　答えを求めているとは思えない細い呟きだった。その直後に唇を塞がれ、エステルは結局なにも返せなくなる。

　それが、ふたりが交わした初めての口づけだった。

　唇を割って入り込んできた舌に舌を絡められ、唾液を流し込まれ……初めての口づけは濃厚な愛撫とまるで変わらず、淫らだと思うのにどこまでも心地好い。

　垂れ落ちてきた唾液を反射的に飲み込むと、エステルの腹の奥はますます熱を上げていく。蕩けきった声を鼻から零したエステルの最奥に、唇を塞いだまま辿り着いた彼は、奥の壁に屹立を擦りつけた。

　彼自身の形を直に刻み込むような動きだ。腫れぼったく充血したエステルの内側は、もう何度目になるか分からない絶頂を追いかけ、甘く震えては彼を締めつけてしまう。

「あっ、あんっ、ああっ！」

「エステル、……愛しています、エステル……っ」

　上擦った声が聞こえてきたと同時、きつく眉を寄せるさまが見えた。ぎらつく光を湛えた目が細められ、苦しげに歪むさまも。

　返事はおろか、碌な反応ひとつ返せないまま、深く唇を塞がれる。

　唾液を注ぎ込まれる濃厚な口づけのせいか、あるいは見つめ合いながら肌を重ねているせいか、エステルの内側は過去になくとろとろに蕩けていた。愛されたがって子宮が下りてきている──そんな気がしてしまうほど。

　圧しかかってくる腰に脚を巻きつけ、腕では背をきつく抱き締める。エステルの健気な仕種を前に、彼の欲は一層硬く張り詰めていく。

「ぁ、わたし、あっ、……んん……ッ!!」

　目の奥に火花が散る。奥まで挿し込まれた彼自身を、きゅうきゅうと甘く切なく締めつけながら、エステルは声高く喘いで背を反らせる。

　同時に、奥を満たしていたものを引き抜かれた。彼の腰に絡めていた脚は、絶頂の余韻に呑まれてあっさりと力が抜け、肌と肌が擦れ合って昂ぶっていた熱が急に冷えた気にさせられる。

　……まただ。また中に注ごうとしない。しかもエステルの太腿に欲を吐き出しながら、彼はやはり苦しげに顔を歪めていた。

　悪魔の顔ではない。罪悪感に囚われた人間の顔にしか見えない。

　派手に歪む彼の眉間に指を伸ばしながら、エステルは彼の唇に自分のそれを重ねる。そうしながら、今度こそ、彼女は意識の糸の端を手放してしまった。







第５章 恋人の名前を呼んだ令嬢、その扉を開けること








『■■■■』




　名を呼ばれて振り返ると、彼がいた

　私と愛のない結婚を強いられた男だ

　この男は、我がダリエ家の悪魔を屠れと命じられたという

　聖院からも一目置かれる優れた聖職者だと聞いていたのに、哀れな話だ

　ダリエ家の悪魔は、すでに人の手で滅ぼせるような代物ではない

　挑む前から殉職が決まっているようなもの




　私は、生まれ落ちた瞬間から生贄の運命を刻み込まれていた娘

　誰にも手を差し伸べてもらえない〝悲恋喰いの悪魔〟への供物だ

　私の家族は〝この子に訪れる死が安らかであれ〟としか祈らない

　私を生贄の運命から引き離そうとは毛ほども思っていない

　皆、悪魔の下しも僕べに成り下がっている




　私たちの挙式は、我が家の礼拝室で執り行われた

　結婚式どころか葬式のように静かだった

　私の安らかな死を望む両親が選んだ、哀れな花婿

　私は、なんとかして彼をこの家から逃がしたかった

　彼は〝生贄の生贄〟でしかないからだ

　悪魔の生贄が私、その私の生贄が彼

　私の魂を、悪魔の餌にふさわしい悲恋に突き落とすための道具

　家族は皆、口を揃えて『彼を愛しなさい』と言う

　私が恋に落ちた頃合いを見計らい、両親は彼を消すだろう

　だから私は彼を拒んでいなければならない

　愛したら終わりだ、私も彼も

　それなのに、彼はまるで愛しているかのように私に接する




『あなたを、この悪魔の巣から早く連れ去りたい』




　甘く囁く彼の唇に、いつだって私の目は釘づけになる

　本当に残酷な人だ

　期待してしまいそうになる

　悪魔の元へ導いたら、彼は本当に悪魔を殺してくれるのかも、と

　そんな期待が過ぎるたび、どこからともなく悪魔の囁きが聞こえてくる




『ひとりでおいで』

『そうすれば、お前の夫は見逃してあげる』




　生まれたときから首に下げている鍵が金色に光る

　家族は〝お守り〟だと言ったが、そうではない

　これは悪魔のための目印だ

　恋を知った生贄の目には、悪魔の元へ通じる道が映るようになる

　金粉が舞い、それが筋となって、悪魔の穴倉に続く道を描き始める

　眩さと禍々しさを散りばめた金粉は、悪魔の住処に繋がる道標

　恋を知った私たちは、迫りくる悲恋に震えながらその道を辿るしかない




　悪魔の元を訪ねる方法を教えてほしい、と彼は言った

　だから、金粉の道が見えるまでの経緯を伝えた

　私にはそんな道は見えない、生涯見る気もない、と嘘をついた

　そうすれば、あなただって無謀な悪魔祓いを諦めてくれると思ったから

　でも、そうはならなかった

　彼は笑っていたけれど、悲しそうだった

　私がそうさせたと思うと、息苦しくて仕方なかった

　彼の背後に、今まさに鮮やかな金粉の道が延びている

　それを彼に伏せたまま、私はたったひとりで悪魔の元を訪ねなければならない




『ひとりでおいで』




　金粉から悪魔の囁きが舞い上がり、耳の奥を直に刺す

　私が恋を知ったことを、悪魔はきっと私よりも正しく理解している

　私には、あれの言葉に従うより他に選択肢がない

　悪魔は常に私を見ている

　彼を巻き込みたくないという私の気持ちも、お見通しに違いない

　彼を巻き込まないためには、私がひとりで悪魔に喰われればいいだけ

　甘言めいた悪魔の囁きを、その約束を守ることが、私にできるすべて

　だから私は、深夜にひとり、彼を置いて部屋を抜け出して、そして、
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　ガラ、となにかが崩れる音がして目が覚めた。

　また夢を見ていたのか、とエステルは鈍る頭をぼうっと巡らせる。

　体液にまみれた身体はいつの間にか綺麗に拭われていて、衣服も新しいものに替えられていた。だからこそなおさら、脚の間に強く残る違和感が際立ってしまう。

　あの行為を愛情表現として受け取るのは間違っている。頭ではそう理解していても、エステルの心には、すでに簡単には割り切れない思いが渦巻いていた。

（それにしても、今の音は？）

　まだ覚醒しきれていない頭を押さえながら周囲を見回した彼女は、思わず目を瞠る。

「……え？」

　隣に彼の姿はなかった。隣どころか、部屋のどこを見回しても、どこにも。

　エステルがこの場所に閉じ込められて以降、彼は常にエステルの傍にいた。彼女の視界から外れることがないよう、必ず──当初は監視としか受け取れなかったのに、今、エステルはそのことに強い不安しか感じなかった。

　得体の知れない不安に襲われながら、彼を探して再び目を動かしたそのとき、初めてエステルは室内の異常に気づいた。

　部屋のあちこちが黒く歪んでいる。例の金粉が舞っているのは相変わらずなのに、部屋の端、特に天井の四隅が、文字通り崩壊していた。

　崩れたその先にはただ漆黒が広がっているだけで、しかもその漆黒は、じりじりと壁を伝って部屋全体を呑み込みつつある。

　堪らず、エステルはぞっと背筋を凍らせた。

（この空間自体が消えようとしているの……？）

　どうしてそんなことに、と息を呑みながら、エステルはまだ重さの残る身体を強引に動かしてベッドから下りる。

　窓に目を向けると、そこは天井を這う漆黒と同じ色に染まっていた。

　両開きの格子窓があったはずなのに、それはもう存在していない。クローゼットも同様で、上から半分近く、インクを撒いたかのような黒一色に呑み込まれてしまっていた。

　彼のテリトリーであるこの空間そのものが崩れかけている。このまま崩れてくれれば、今の監禁めいた状況から逃げられるのかもしれない。

　でも、仮にそうなったとして、そのとき彼はどうなる？

　ずきりと鋭く痛んだ胸を、エステルはきつく押さえつける。

「……どこにいるの？」

　名を呼ぶことは結局できないまま、エステルは崩れかけの室内をふらふらと歩き始める。

　崩れた場所を避けつつ、彼を探して室内を動き回りながら、つい先刻まで見ていた夢の内容が彼女の頭を過ぎった。

　さっきの夢は、彼を拒んでしまったときに見た夢の、もっと前のできごとのようだった。他人の実体験を辿る夢を見続けている理由を、エステルは頭の中でひたすらに追いかける。

　愛する人を悪魔に喰われた絶望──最初の夢を見た後、確かに思った。

　これは魂に刻み込まれた傷であり、それが見せている記憶だと。

（私の魂が、私に夢を見せてる……？）

　過去に負った傷を、今の私に伝えるために？

　頭の奥が痛む。彼を強く拒んでしまったときにも走った、思考をままならなくさせる不愉快な痛みだ。

　さっきの夢は、深夜にひとり部屋を抜け出したところで覚めた。

　あれから、彼女は本当にひとりで悪魔の元へ向かったのか。彼女は自身を〝悲恋喰いの悪魔〟の生贄だと語った。おそらくはかつてのダリエ家の娘……悪魔の生贄にされた、隠された娘なのだろう。

　彼女に宛てがわれた夫が聖職者であったことも、ひどく気に懸かる。彼女と彼女の夫は、今の自分たちと共通点がありすぎる気がしてならない。

　──なにより、彼女の夫の顔は。

『あなたを、この悪魔の巣から早く連れ去りたい』

　夢の中の彼女が思い返した、彼女の夫の声。顔のみならず声も、区別がつかないほど彼に似ていた。

　あのふたりは、あれからどうなっただろう。

　なんとしてでも夢の続きを知りたかった。痛む頭を押さえるエステルの脳裏にふと、いつかの彼の声が蘇る。

『あなたはいつもそう』

『あのときも、僕よりあれの言うことを信じて僕を裏切った』

　……もしかしたら、彼はなにか知っているのではないか。

　夢の中の彼女は、彼女の夫よりも悪魔の声に従った。夫を守るために、夫の気持ちを裏切った。だとしたら。

　意を決したエステルが足を向けた先は、ドアだった。

　天井や窓、それに半分近くが消滅したクローゼットとは違い、そこは崩壊を思わせる漆黒に覆われてはいない。彼が隠れていられる空間があるとすれば、もうこの先しか考えられない。

　確信を持って、エステルはドアノブに触れた。しかしどれほどガチャガチャとそれを動かしても、ドアは鍵でもかかっているかのようにぴくりともしない。

　く、と呻きながらエステルが一層強くドアノブを握り締めた、そのときだった。

「開けないで」

　ドア越しに彼の声が聞こえ、エステルははっとした。

　すぐ傍にいるのだと安堵を覚えたものの、なんと呼びかければいいのか迷ってしまう。果たして彼を〝イヴォン〟と呼んでいいのだろうか。この空間に閉じ込められてから一度もその名では呼んでいない分、余計に迷いが抜けない。

　躊躇しているうちに、ドアを跨いで細い声が続く。

「もうひどいこと、したくない、……だから開けないで」

「っ、あ……」

「あなたを食べたくない……苦しい、もう僕のこと、見ないで、……顔、見たら、きっとまたひどくして、しまうから、……いやだ……」

　弱々しい声の最後、再び「いやだ」と掠れた声が聞こえ、エステルの胸はきつく締めつけられてしまう。

　まだ声変わりしていなかった頃の、当時エステルよりも高かったイヴォンの声が、今ドア越しに聞こえてきた彼の声と不意に重なる。

　昔から、イヴォンは他人に──自身の親にさえ、素の姿を見せることを避けていた。そうした節がずっとあった。けれど、私の前ではときおりほんの少しだけ見せてくれていた。今の彼の声は、そういうときのイヴォンの声と同じだった。

（やっぱり、この人は）

　間違いなく、私の知るイヴォンだ。

　エステルがそう確信した瞬間、ぐらりと壁が揺れ、彼女ははっと周囲を見回した。う、と細い呻きがドア越しに聞こえてくるたび、天井の四隅や窓を覆う漆黒の淀みが、さらに広がりを見せながら揺れる。

　明らかに、彼の不安定さと共鳴している。

　勢いに任せ、エステルはドアに手を添えて口を開いた。

「聞いて。夢を見たの」

　反応はなかった。だとしても聞こえているはずだ。呻く声すら届かなくなったドアの先へ、エステルはなおも語りかける。

　あの夢の中のできごとを、イヴォンはきっと知っている。そして彼は、彼しか知らない事情を今もまだ隠し続けている。

　イヴォンが悪魔であること。悪魔がイヴォンであること。

　これまで頑なに直視を避けてきたその事実を、今なら、エステルはまっすぐに見つめられる気がしていた。

「夢の中で、私は〝悲恋喰いの悪魔〟の生贄で、あなたは悪魔ではなく私の夫だった」

　ぐらりと部屋全体が揺れる。

　息が詰まる。だが、自分の推測が間違っていないなら、彼はこの話を知っているはずだ。

「あなたは、本当は誰なの？」

　天井から窓までの壁が、ガラガラと大きく崩れた。だが、エステルはそちらにはもう意識を向けなかった。

　ドアに両の手のひらを添え、彼女は祈りを捧げるかのように声を紡ぐ。

「ここを開けて。顔を見せて……お願い、イヴォン」

　エステルが彼をその名で呼んだのは、この空間に閉じ込められてから初めてだった。

　一度でも呼んでしまえば、十二年愛したイヴォンが悪魔を内包していると認めるしかなくなる。だからどうしても呼べなかった。

　けれど、今呼ばなければ救われない気がした。

　彼も自分も、どちらも。

「……いやだ……」

　それまで以上に細い拒絶の声が聞こえ、とうとうエステルの膝から力が抜ける。ぺたりとドアの前に座り込んだ彼女の目尻を、大粒の涙が伝い落ちていく。

　イヴォンの手を取りたい。震えているだろうその背を、隣で擦ってあげたい。今ほどそう強く願ったことはなかった。

　仮にこの空間が崩れて脱出できたとして、自分ひとりが助かっても意味はない。震えるイヴォンをひとりぼっちにして放っていくだなんて、そんなことになってしまったら、きっと私は自分を許せなくなる。

　空間が崩れていく音がときおり耳を打つ中、それでもエステルは背後を振り返る気にはなれなかった。ふたりを隔てている、彼自身が開けることを拒んでいるドアから、少しも目を離せない。

「開けてよ、……イヴォン、ねえ、お願い」

　イヴォン、と呼ぶたび天井も床も不安定に歪む。残る気力を振り絞り、エステルは必死にドアを叩く。

　ドン、ドン、と叩きつける拳の力は徐々に弱まっていき、やがては叩きつけた箇所から感覚が抜けていく。トン、と撫でるようにドアを掠めたのを最後に、エステルの拳はついに解け、彼女の身体もまた床に崩れ落ちてしまった。
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　諦めて生家に帰ってほしかった

　けれど、あなたは私の傍を離れなかった




『あなたを、この悪魔の巣から早く連れ去りたい』




　どうしてあんなことを言った

　知らないままで良かった

　喰われるために生まれた私に、そんな期待は必要なかった

　あなたが嫌いだ

　私に夢を見せてばかりのあなたなんか、心の底から大嫌い

　それなのに、私はあなたの手を突き放せない

　恋とはこれほどまでに苦しい感情だったのだ

　閉じ込められて育った私が、死ぬまで知らずにいたかった感情

　こんなときにどうしたらいいのか分からない

　狭い世界で隠れて生きてきた私には、少しも

　はっきりしているのは、ひとりで悪魔の元へ向かうべきだということ

　あなたを巻き込まずに済むように




　悲恋はすでに味わっている

　私の恋は実らない

　私があなたと結ばれる日は来ない

　結ばれたいと一瞬でも願えば、その瞬間にすべてが終わる

　あなたも悪魔の標的になってしまう




　だからひとりで向かった

　なのに、あなたは私を追ってきた

　そして悪魔に魂を喰われてしまった

　どうして、どうしてどうしてどうして

　約束を違えた悪魔を、私は強く憎んだ

　お前には私の魂など一片たりとも渡してやるものか

　許さない、許さない許さない許さない

　目を血走らせ、私はあなたが取り落とした短剣を握り締めた

　それを自分の喉に突き刺すために、両腕を大きく大きく振り上げて、そして




『嫌いよ』




　悪魔が嫌い

　あなたも嫌い

　あなたを死なせた私自身が一番嫌い




　──ああ、あなたを巻き込んでしまった罪深い私をどうか許さないでください、■■■■。
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　そっと髪を撫でつける指に気を取られ、意識が浮上する。

「あ……」

　ゆっくりと、エステルは重い瞼を持ち上げた。

　瞼が濡れている気がして、思わず指で目元を拭う。不思議だ。短剣を突き刺したはずの喉よりも、なぜかそちらのほうが気に懸かった。夢の中で辿った〝彼女〟が抱える心の傷にこそ、過敏になっているからなのかもしれなかった。

　ドアの前にうずくまっていたはずのエステルの身体は、再びベッドの上にあった。金粉の道を辿った先で悪魔の顔を確認した後、知らぬ間に私室に戻っていたあの日と同じ感覚に囚われ、エステルは深く息をついて心を落ち着かせる。

　室内は、すでに大半が漆黒に呑み込まれていた。

　天井の四隅どころか、壁も床も、すでにそうと分かる形がない。エステルの私室の品を模した家具──ソファもテーブルも椅子も、どれも中途半端に宙に浮いている。今エステルが横たわっているベッドさえ、よく見るとすでに床の上にはなかった。

　ゆらゆらと宙に浮くベッドの端でエステルの髪を撫でていたのは、ドアを跨いだ先から頑なに顔を覗かせなかったイヴォンだった。

　優しさだけでできあがっているような温かな指は、エステルが瞼を開いたと同時に離れ、その指を視線で追いかけたエステルははっと目を見開く。

「……イヴォン」

　名を呼びながら差し伸べたエステルの、その声にも手にも、彼が応えることはなかった。怯えの滲む仕種で離れていく指から目を逸らせないまま、エステルの手は虚しく空を切る。

　好きな人から露骨に目を逸らされるのは悲しい。

　夢の中の彼も、きっとこんな気持ちだったのだろう。

　夢の中の彼──いや、あなたも。

「イヴォン。行かないで」

　逃げるように目を逸らした彼の手を、エステルは急いで掴んだ。

　途端に、ぐら、と黒に押し潰されかけている空間がベッドごと揺れる。イヴォンが創り出した空間が、イヴォンの不安定な心に影響されて崩壊する寸前なのだと、エステルには手に取るように分かった。

　何度も繰り返し見る夢は、回を重ねるたび鮮明になっていった。ぼやけた輪郭を濃くし、褪せた色を深くし、しまいには心身を伝う感情までも豊かさを増して、自分の体験そのものであるかのような生々しさをまとうようになっていた。

　最初に見たのは、胸を焼くほどに強く込み上げてくる悪魔への憎悪だけだ。しかしそれを核に、夢はさらに蔓を伸ばし、次には夢の中の自分の感情を、その次には夢の中の彼に対する深い後悔をエステルに見せた。

　あんなものが、ただの夢であるわけがない。

　最初の夢を見たときから直感はあった。

　あれは、この魂に直に刻まれた記憶だと。

「あなたは……前世の私の夫は、悪魔に喰われた後、内側から悪魔を喰らって抑え込んだ。違う？」

　迷いなく、まっすぐに金色の瞳を覗き込んだエステルの真向かいで、イヴォンは派手に視線を揺らしてみせた。







第６章 かつての悲恋を知る令嬢、彼の呪いを解くこと








　時は百年あまり前に遡る。

　ダリエ侯爵家が悪魔憑きとなり、間もなく二百年という頃のことだ。

　──その日、彼が引き受けたのは、頼みごとではなく命令だった。

　ダリエ家の〝悲恋喰いの悪魔〟を葬ってほしいと兄に告げられ、彼は悟るしかなかった。この男はとうとう自分をも始末する気になったのだ、と。

　当時のラガルド家は、後継の座を巡り、兄弟同士で血みどろの謀略を繰り広げていた。三男として生を享うけた彼は、可能な限り長兄に添い、その手足として働いた。だが長兄は、そんな弟さえもいよいよ信用できなくなってしまったらしい。

　ダリエ家の〝悲恋喰いの悪魔〟は、人の力で祓えるようなものではすでになかった。

　初代侯爵の輝かしい功績に劣等感を募らせた後継が、悪魔と契約を交わし、その穢れた力をもって政敵を潰した──それが、かの家が悪魔に憑かれた真相だ。

　直ちに廃嫡された彼の、後代によって徹底的に伏せられたその罪は、二百年の歳月をもってしても碌に贖あがなえていないらしい。

　聖職者にとって、悪魔は敵であり、悪魔憑きは存在してはならないものだ。ダリエ家から漂う悪魔の気配を早期に察知していたラガルド家は、二百年近くもの間、徹底的な隠蔽を続けるダリエ家に探りを入れてきた。

　長く生きれば生きた分、そして人の魂を喰えば喰った分、悪魔は強くなる。

　よりによってダリエ家は、醜聞を恐れて密かに生贄を捧げ続けてきた家だ。娘が生まれた場合には公表すらせず、ひっそりと育てては、その魂を捧げて悪魔の機嫌を取ってきたという。

　孤独な娘にたったひとりだけ男を添わせ、意図的に恋に落としてから引き離し、そうして悲恋に沈めて悪魔に捧げてきた、醜悪な一族だ。

　彼の長兄は、彼にダリエ家の娘との結婚を提案した。

　かの〝悲恋喰いの悪魔〟は生贄の前にしか姿を現さない。ゆえに、生贄の娘を恋に落として悪魔を炙り出し、そのままとどめを刺せ、と。

　絶対にできないことを命じられている。敵うわけのない相手と戦って死ねと言われているに等しかった。

　無事に戻れるよう祈っているよ、と微笑んだ兄に、彼もまた微笑みを返した。

　彼の兄は嘘しか言わない。兄のために手を尽くし、あるいは汚し、他の兄弟を秘密裏に手にかけたことすらあった。だというのにこの仕打ち……自分の味方など生家にはひとりもいないのだと、彼は心底思い知らされていた。

　ダリエ家の隠された娘の花婿となったところで、この世界の居心地の悪さは変わらないだろう。そうした諦念は、彼の胸に確かにあった。だが。

　隠された娘との挙式は、ダリエ家の礼拝室でひっそりと執り行われた。

　真っ白な肌の、美しくも人形じみた娘だった。悪魔の餌として育てられた哀れな魂に同情し、彼は娘の手の甲に唇を寄せた。

　ところが、娘は頬を真っ赤に染めて彼の手を振り払い、毅然と告げた。『私があなたに心を許すことは生涯ない』と。

　……恋とは、したくないからといって避けられるような代物ではない。気づいたときにはもう落ちている。そういうものだ。

　白から朱に染まった娘の頬に釘づけになった彼が恋を自覚したのは、その瞬間だった。







　離れでともに暮らし始めてからも、彼は新妻から頑なに拒まれ続けた。

　日中には彼だけが喋り、夜には別々のベッドで眠り、生来身体の弱い彼女を支えようとしても手を振り払われる始末。

　それでも娘の態度は分かりやすかった。欺瞞まみれの薄ら笑いばかり浮かべる長兄よりも、日々露骨な拒絶を繰り返す新妻のほうが、彼にはよほど信用できた。謀略の気配が一切感じられなかったからだ。好意とは似ても似つかない娘の言動に安堵を覚えてしまうくらい、彼は生家の謀略に疲れ果てていた。

　ダリエ家の生贄は、恋を知ると、お守りの鍵を手に悪魔の元へ向かわされるという。美しくも禍々しい金色の粉の道が、自然とその目に映るようになるらしい。

　私には見えない。今後も見る気はない。小さな鍵を手に、娘はそう言いきった。

　そんな彼女を寂しく見つめながらも、彼は幾度も懸想した。もし悪魔を屠ることができたなら、いくら彼女が頑なでも、少しは自分の気持ちに応えてくれるのではないか……そんな甘い夢を思い描く日も増えた。

　狭い世界しか知らない彼女が不憫でならない。この家の外に広がる世界を見せたい。この悪魔の巣から連れ去りたい。たとえ、彼女が自分を愛してくれることがなくても。

　そうやって彼が想いを募らせていた、そんなある日のことだった。

　妻が、真夜中にひとりで部屋を抜け出したのだ。

　彼女が部屋を出ていった直後、彼は息を殺してその背を追った。妻が向かった先は主屋の、使用人たちの大部屋のさらに奥。途中、悪魔が創ったと思しき結界に踏み入った感触を覚え、彼はぞっと背筋を震わせた。

　悪魔の縄張りをどのくらい歩んだ後か、辿り着いた部屋の床からは、地下に続く階段が延びていた。そこからは、気配をひそめて尾行している余裕などなかった。

　進めば進むほど悪魔の気配が強まっていく。やはり見えていたのか、どうして助けを求めもせずにたったひとりで……転がる勢いで階段を駆け下りながら、彼の胸を覆ってやまなかったのは、失恋によく似た、焼け焦げるような苦痛だった。

　やがて辿り着いた広間には、悪魔の棺と思しき石棺がひとつ。中から黒い靄が湯気のごとく立ち上っていて、その手前に妻の後ろ姿があった。

　瞬間、直感が彼の頭を貫いた。あの黒靄がダリエ家の〝悲恋喰いの悪魔〟だと。

　妻にこそ裏切られた気分で、彼は聖印の刻まれた短剣を構えた。悪魔そのものは、数百年生きたというわりには小ぶりだ。話に聞いていたほど大したものではない、あの程度なら祓える──荒んだ気持ちで彼がそう算段をつけた、そのとき。

『美味しそう』

『ふたり分を一気に喰えるのは久しぶりだ』

『先にこっちだ、そのほうがもっと美う味まくなる』

　悪魔の声は、ひとりにも、あるいは複数人にも聞こえた。

　ざわざわと空気が揺れ、悪魔の気配もまた揺れる。驚愕に顔を歪めた妻が、振り返りざまになにか叫んだ。内容までは聞き取れなかった。悪魔の正体に気を取られたせいだ。

　彼が小ぶりだと見誤った悪魔の靄は、いくつもの魂の集合体だった。

　妻の悲鳴と同時に、そのひとつひとつが見る間に膨れ上がっていく。助けて、許さない、死にたくない、よくも、どうして私がこんな目に……荒ぶる魂たちの声ならざる声が、けたたましく耳を劈く中で、彼は悟るしかなかった。

　見誤った。これを屠るのは自分には無理だ、と。

　なおも胸を締めつける失恋によく似た気分に、顕わとなった自分自身への失望が重なり、ああ、今の自分は悪魔の餌、それも好物としてなにひとつ不足がないのだと、彼は心底思い知らされていた。

　聖印入りの短剣が手から離れ、乾いた音を立てて床に落ちた。

　喰われた乙女たち、あるいはその恋人たち、誰もが彼の手を引きたがる。自分たちを取り込んだ悪魔、その核に、新たな生贄を吸わせてやるべく彼を羽交い締めにする。

　抵抗の力はすぐに抜けた。仮にこれを祓えたとして、妻と一緒に助かれないのなら意味がない。ひとりで生家に戻ったところで、長兄に利用されるだけの日々に戻るのみ。自分に真の安寧は訪れない。

　長兄は微笑みを向けてくれるけれど嘘しかつかない、仮初の妻は嘘をつかないけれど微笑んではくれない。彼が愛した人たちは、決して彼を満たしてはくれなかった。

　生き残っても救いはない──諦念に覆い尽くされた彼が、いくつもの魂に手を引かれて瞼を閉じた、その瞬間だった。

『嘘つき!!』

『食べるのは私だけって約束したのに……だからひとりで来たのに!!』

『絶対に許さない!!』

　ほとんど魂を吸われた身体の、瞼だけがぴくりと動いた。

　虚ろな彼の瞳に、短剣を自分の喉に突きつけて叫ぶ妻の姿が映る。

　彼女がひとりでこの場所を訪れた理由を、喰われながら理解するしかなかった。この人は僕こそを悪魔に喰わせたくなかったのだ、と。

　あなたは、いつ悪魔と約束なんてした？

　いつから金粉の道が見えていた？

　いつから、恋をしていた？

　……嘘つきはあなただ。この世であなたほど純真無垢な人はいないと確かに思うのに、それでいて、あなたは極悪非道な兄よりもずっとひどい嘘をつく。

　白い顔に激情を宿し、怒りのままに短剣を握り締める妻の顔が、次第に霞んで見えなくなる。

　悪魔の腹に収まらずに済むならば、いずれ、あなたはまた人として生まれ変われるだろう。もしその日が来たなら、そのときは必ずあなたを迎えに行かなければ──魂を抜かれて動かなくなった彼の身体は、ほどなくして、鈍い音とともに地面に倒れ伏した。





　　　　　＊

　　　　＊＊＊

　　　　　＊






　人ではなくなった彼が、〝悲恋喰いの悪魔〟が取り込んでいた哀れな魂を、ひとつ、またひとつと切り離していく中、悪魔はそうされていると気づくまで無駄に時間をかけた。

　長い間、喰らうだけ喰らって生きてきたために、喰らわれる側へ回ったことにそもそも気づけなかったようだ。

　かつて喰らった魂を切り離されるたびに力を失い、悪魔はさらに感覚を鈍らせ続け、やがてすっかり痩せ細ったそれを、彼は最後に丸ごと呑み込んだ。

　数年の歳月が巡る中、悪魔の輪郭は少しずつ少しずつ、人の目の届かない場所で彼の輪郭に変化していった。しかし、元は人であった魂をすべて削ぎ落としてから喰らった、悪魔の核と呼べる部分に、最後の最後まで残って消えなかったものがあった。

　彼の妻の魂に対する、異常なまでの執着だ。

　悪魔に喰らわれる直前に喉を突いて絶命した彼女の魂は、悪魔の腹には収まらなかった。己の手に入るはずだったのにそうならなかったものは、格別の魅力を伴って目に映る。悪魔にとっての彼女の魂も、その例に漏れなかったのだろう。

　彼女の魂を喰らいたいという悪魔の渇望は、彼に呑み込まれた後も残り続けた。それが、彼の魂が抱いていた亡き妻への渇望とよく似ていたせいで、それぞれが境界線を失って融け合い、綯い交ぜになってしまった。

　──そこまで語り終えた後、イヴォンは一度話を切った。

　崩れつつある室内に、過去にないほどひんやりとした沈黙が降りる。口を閉ざしたイヴォンを、エステルはただじっと見つめるしかできなかった。

（じゃあやっぱり、あの夢は……）

　震える息を吐き出しながら、エステルは目を伏せる。

　この数日、昼も夜もなく夢に見てきた──否、夢の中では自分だったあの女性は、実在したダリエ家の生贄であり、ほんの短い間とはいえ、かつてのイヴォンの妻でもあった。

　悪魔に喰らわれたイヴォンは、やがて悪魔の内部から逆に悪魔を喰らい返し、その容姿をも塗り変えた。

　メリッサが地下で見たのは、悪魔を呑み込んだイヴォンの顔だったのだ。

「悪魔を呑み込んでから目を覚ますまでの間、誰かに顔を覗き込まれた感じがしました。それが、鍵に導かれてあの場所を訪れたあなたの大伯母……ミュレーズ夫人なのかもしれません」

　細かな感覚は残っていないのですが、と告げるイヴォンは、慎重に言葉を選んでいる様子だ。エステルが〝拒まない〟と約束してからの彼は長らく安定していたが、さすがに真相を打ち明けるとなれば緊張が走るのか、その表情はひどく強張っている。

　早くまた会いたい。そのときは、今度こそあなたを──ああ、自分は彼女と会ってどうしたいのだったか。愛したい？　それとも、食べたい？

　日に日に分からなくなっていく。やがては名前すらうろ覚えになり、覚えているのは彼女の魂の形だけになった。自分を愛してくれた、そして悪魔に極上の餌として執着されてしまった、愛しい人の魂……目的を忘れたまま、身も心も焦がすような純粋な憧憬だけが積み重なっていった。

　地下でひとりぼっち、どちらのものか分からないほど混ざり合って馴染んでしまった妄執を温めて眠りながら、何年を過ごしたかは覚えていない、とイヴォンは続けた。地下を訪れた最後の生贄、すなわちミュレーズ夫人の年齢を考えるなら、四、五十年程度だろうか、と。

「目が覚めたとき、あなたの魂の気配がしました。いても立ってもいられなくなって、気づいたときには魂だけ外に出ていました」

「そ、そんなことができたの？」

「……あのときのことはあまりよく覚えていないんです。あなたを追いかけることで頭がいっぱいで」

　語るイヴォンの声は途方に暮れているようにも聞こえ、エステルは息を詰める。

　焦がれ続けた彼女の魂は、小さな赤子の姿で、ダリエ侯爵家の夫人の腕に抱かれてすやすやと眠っていた。彼が長らく眠っていたのは、ダリエ邸に張られた悪魔の縄張りの中。近くにいたから感じ取れたのかもしれなかった。

　その後、彼は急いで自分が入れそうな器を探した。なんの因果か、ラガルド家に生まれ落ちたばかりの赤子の命が途絶えかけていたから、そこに入り込んだ。

　元来の血筋も影響したのか、魂そのものは綺麗に馴染み、ほどなくして赤子は息を吹き返して力強く産声をあげた。難産の末に死にかけていた弱々しさが嘘のように、彼はそのまますくすくと成長して、そして。

「そして、十二年前にあなたと出会いました」

「あ……」

「本当はもっと早く会いたかったけれど、この身体で、魂に溶け込んだ悪魔の衝動を膨れさせずに飼い慣らすまで、あなたを危ない目に遭わせたくなかった。今も昔も、悪魔の標的はあなたの魂だけだったから……でも」

　魂は確かにかつての妻と同じなのに、あなたは彼女とは違ってまっすぐに僕を見て、僕を愛してくれた。嘘をつくことも、僕を否定する言葉を放つこともなく、十二年もの間、ずっと──語るイヴォンの瞳はどことなく心細そうで、エステルは彼から少しも目を逸らせなくなる。

「悪魔の衝動は、あなたの魂に溶け込んで、ずっと隠れていたということね」

「……はい。所詮は意識のない〝成れの果て〟です。喰らったときと同じく、表に出てこないように抑え込みながら、あなたには一生隠し通して生きていくつもりでした」

　わずかに唇を緩ませ、イヴォンは自嘲に似た笑みを浮かべる。

「あなたが僕に好意的で、なにより一度も拒まないでいてくれたから、ここ何年かは気配すら感じずに済む日が続いていたんです」

　それでも、完全に消えることはない。ラガルドの悪魔祓いの力を使って完全に消し去ろうと試みたこともあったが、あまりに複雑に自分の魂と混ざり合っていたせいで、結局はうまくいかなかった。

　インクを垂らした水からインクだけを取り除くのが至難の業であるように、この魂から悪魔の成れの果てだけを取り除くのは不可能に近い。ごくわずかとはいっても、完全に彼の一部になってしまっていたのだから。

　それでも、とイヴォンは目を伏せた。

「あなたとなら、この魂に溶け込んだ狂気を飼い殺しながらでも、ただの人として一緒に生きていけると信じていました。けれど」

　ダリエ家には残っていなかった鍵──悪魔の身体の一部を手に、あの日、エステルは初めてイヴォンを拒んだ。

　彼が差し伸べた手を振り払い、身体を震わせ、瞳にもはっきりと不審感を浮かべ……あの瞬間、長年おとなしくしていた悪魔の成れの果てが、恐ろしいまでの速度で膨れ上がってしまった。

　人生の終わりまで飼い殺せるだろうと高を括っていた自惚れは、見る影もなく崩れ落ちた。百年あまり前に対峙した〝悲恋喰いの悪魔〟の真の力量を見誤ったときと、同じ感覚があった。

「僕の中には、あなたを喰らってしまいたい衝動が今も根づいていて、それでも」

「……イヴォン」

「それでもあなたを愛しています、エステル。僕はあなたと幸せになりたい……こんな危うい魂で望んでいいことではないと分かっていても、どうしても」

　次第に細くなっていく声で呟いた彼は、とうとう両手で自分の顔を覆ってしまった。

　押し殺した呻きが聞こえる。泣いている。だから顔を見られたくないのかもしれない……だとしても。

　見せてほしい。隠さないでほしい。心からそう願ってしまう。

　幼い頃、私にだけは見せてくれていたあのはにかむような微笑みを、ありのままの素顔を、どうか私のために押し殺してしまわないで、と。

「……あなたが」

　口を開きながら、黒髪の間から生えた彼の角に、エステルはそっと手を伸ばす。

　やわらかな感触が彼女の指先を伝う。肌とも爪とも異なる、人ならざるものの感触。それを、自分の指に教え込むようにして撫でる。

「あなたが、悪魔の残した衝動に呑まれてからもあなたのままでいてくれたことが、私は嬉しい」

「……エステル」

「私は前世の私ではないわ。夢の中であの人になって記憶を辿ったけれど、あの人の境遇を理解することはできても、共感は……一度もできなかった」

　言葉の通りだ。何度考えても、同じ結論に辿り着く。

　夫を悪魔から守りたい、無惨に死なせたくない──その気持ちは痛いほど理解できた。だが、自分ならひとりで悪魔の元へ向かおうとは絶対に思わない。きっと恐怖に耐えきれず足を竦ませ、彼に助けを求めただろう。

「魂が同じだとしても、私はあの人ではないから、あの人と同じやり方は選べない」

　生まれながらにして孤独と隣り合わせだった前世の自分と、家族や周囲の人々に愛されて育った自分とでは、そもそも歩んできた道が違いすぎる。

　自分には、彼女のような強さはない。愛する人を拒み続けることができた彼女の選択は、彼女が孤独しか知らなかったからこそできたことなのかもしれない。

　自分たちが同じ魂の持ち主だとしても、前世の自分が歩んだ人生と自分が歩んできた人生は、完全に別物だ。

「私は構わない。あなたの中に、悪魔の一部が残っていたとしても」

　イヴォンの手を取り、エステルはまっすぐに思いを告げる。

　その瞬間、「信じられない」とイヴォンの唇が苦々しく歪んだ。

「どうしてそんなこと言えるんですか、……僕は、ラガルド家に生まれた子の身体を無理やり乗っ取って、その身体でこうやってあなたにひどいことばかり繰り返して、それなのに……っ」

「いいえ。もしあなたが入り込んでいなかったら、その子はそのまま亡くなったはずだし、あなたの魂だって行き場を失うだけだったはずよ」

　自らを卑下する言葉を吐き出したイヴォンへ、エステルははっきりと否定を告げる。

　先ほど彼が語った、今の彼自身の誕生にまつわる話に、聞き覚えがあったからだ。

『あの子は本当に危険な状態で生まれてね』

『けれどなんとか息を吹き返してくれた、とても強い子なの』

　幼い頃、イヴォンが生まれた日の話を聞いたことがあった。

　他ならぬイヴォンの母親──ラガルド夫人本人から。

「もしあなたがこの身体に入っていなかったら……人として生きていてくれなかったら、私も、きっと幸せにはなれなかったと思う」

　エステルを見つめたきり微動だにしなくなったイヴォンから目を逸らすことなく、エステルは祈るような声で続ける。

「イヴォン。私は、今のあなたをそのまま受け入れたい」

　彼の震える手を取り、濡れた瞳をまっすぐに見つめて告げるや否や、イヴォンの目から涙が溢れた。

　金色の瞳がそのまま溶け出したかのような輝きを放つ、大粒の涙だった。思わず見惚れてしまうほどの……彼の頬を伝いきるよりも先、それは細かな光の粒子となって弾け、後には元々の銀色の輝きだけが彼の瞳に残った。

　頭に生えたきりだった角もまた、見る間に金の粒子に姿を変える。そして色鮮やかに弾け、眩い光を反射させながらふつりと消え失せていく。

「あ……!?」

　驚きの声をあげたのはエステルだ。

　イヴォンの身に起きた異変を、彼自身はまだ把握していない。だが彼の目にも、周囲に残っていた金粉が穏やかな光を放ってから消えてゆくさまは、十分映っていたようだ。

　瞬きすら忘れているらしい。消えゆく光の粒を目で追いかけながら、イヴォンはやがて呆然と呟いた。

「……今、のは……？」

「イヴォン。口を開いてみて」

　え、と困惑の声を落としたイヴォンの唇の隙間から、エステルは指を挿し入れる。

　そっと口をこじ開け、指で歯列をなぞってみたが、牙じみた尖った犬歯はすでにそこにはなかった。

　──消えた。

　意識も身体も喰らい尽くされてなお、極上の魂に魅入られ続けていた悪魔の執着の成れの果ては、今、イヴォンの身体からその痕跡をすべて消していた。

　イヴォンの魂は、長い月日を経て、ようやく悪魔から解放された。そう受け取っても良いのだろうか。

　イヴォンの唇から指を放したエステルの目の前で、ふたりが腰を下ろしているベッドもまた、金色の光の粒に姿を変え、最後に鮮やかな煌めきを残して消えていく。

　やがて、空間そのものが金色に包まれた。

　すべてが消えて最後に残るものは、どうやら、崩壊のたびに迫ってきていた漆黒ではないらしい。

「っ、手を放さないで、イヴォン！」

　腰を置いていた場所を失い、エステルはくらりと平衡感覚を失う。イヴォンと手を繋いだまま、彼女は咄嗟にきつく目を瞑り、そして。

　──おそるおそる再び目を開いたときには、ふたりはエステルの私室、それも元いたベッドの上に並んで座っていたのだった。
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「は、……え……？」

　最初にエステルの耳に届いたのは、驚愕に染まった使用人の声だ。

　しっかりと繋いでいるイヴォンの手の感触を、改めて確かめる。次いで袖口に目が留まった。イヴォンの手で着替えさせられていたどの衣服でもなく、エステルは今、偽者の自分を見送ったあの日──悪魔に捕らわれたあの日と同じ、オフホワイトのナイトドレスを着ていた。

　戻ってきたのだ。ふたりで、一緒に。

　ふ、と息を吸い込みながら、エステルは左右に目を泳がせ、そして先ほどの声の主と目が合った。

　彼女は、ちょうどエステルの私室の清掃に入っていたらしい。

　無人のベッドの上、なにもなかったところに急にぽんとふたりが現れたように見えたのだろう。あんぐりと口を開け、たっぷり十秒は固まっていた。

「お、お嬢様に、ラガルド卿も、……あ、あの、そのままお待ちくださ……ッ!!」

　大声で叫びながら、彼女は凄まじい勢いで部屋を飛び出していく。

　ほとんど間を置くことなく駆け込んできたのは、蒼白になったエステルの両親だ。

「エステル!!」

　派手な音を立ててドアを開け放ち、エステルの母は一目散にベッドまで駆けてくる。

　目の前の光景をまだ信じられずにいるのか、母はエステルの両肩におそるおそる触れ、感触を確かめるや否やきつく掴んだ。その弾みで、イヴォンと繋いでいた手が離れてしまったが、エステルは目を白黒させつつもなんとか母を見つめ返す。

「あっ、あなたっ、ああ、い、今までどこに行っていたのっ!?」

「っ、お母様……」

　思わず声をあげながら、エステルの喉の奥がつんと痛む。

　母だ。自分には目も向けず、偽のエステルを温かい眼差しで見つめていた母が、今は自分を掻き抱いてくれている。今の自分は、母の目にきちんと映っている。父も、額を押さえながらも安堵を滲ませて自分を見つめてくれていた。

　エステルの目頭が、不意に熱くなる。

「急に消えてしまうから……本当に心配したのよ……っ」

　泣いてエステルにしがみつく母をなんとか宥め、イヴォンと手を繋ぎ直した後、エステルは両親からゆっくり事情を聞き出していく。

　顔を見合わせた両親は、ふたり揃って『聖院に向かう途中、エステルが突然金色の光の粒になって消えた』と困惑も顕わに語った。

（……きっとあのときだわ）

　イヴォンの魂に混ざり込んでいた、悪魔の成れの果て。あれが生み出したあの空間は、崩壊の末、光に呑み込まれて消えてしまった。イヴォンから悪魔の痕跡が弾けて消えたあのとき、おそらくは偽のエステルも、金色に弾けて消え失せたのだろう。

　悪魔に囚われていた間、エステルの時間の感覚はかなり曖昧だった。眠りに就いている時間も多かった気はするが、それでも体感的に四、五日はあそこで過ごしたように思う。

　だが、両親の話を聞く限り、現実ではあそこと同じだけの時間が流れていたわけではなさそうだ。せいぜい数時間──彼らが本当に聖院へ向かう途中だったのなら、数十分程度であった可能性もある。

　首から下がっていた鍵も、すでに跡形もなく消えていて、ただ銀のチェーンが残っているだけだ。悪魔の身体の一部であったはずの鍵が失われたということは、あれが導く異空間の先の棺……あの中身も消えてしまった後なのかもしれなかった。

　もっとも、鍵がなくなった以上、そちらはもう確認すら叶わないだろうが。

「……心配をかけてごめんなさい、お父様、お母様」

　震える母を抱き留めながら両親に頭を下げたエステルは、隣でなにかを言いかけたイヴォンを止めた。そして、顔を青くしている彼へ〝私に任せて〟と目配せしてみせる。

　彼の内に眠っていた悪魔の衝動が引き起こしたあの一部始終の責任を、今のイヴォンだけに負わせたくはない。

「お父様とお母様が連れていったあの私は、悪魔が創り出した偽者だったの」

「っ、エステル……そんな、まさか、」

「大丈夫。襲われそうになったけれど、イヴォンが助けてくれて……イヴォンがきちんと悪魔を祓ってくれたから、そのときに偽者も消えたんだと思うわ」

　迷いなく告げたエステルの眼前で、両親はまた顔を見合わせた。特に母は、そのまま両手で顔を覆ってくずおれてしまった。

　真相は、自分たちふたりだけが知っていればいい。

　なぜなら我が家の悪魔はずっと昔に彼が屠っていて、〝悲恋喰いの悪魔〟自身はその時点で死に至っていたのだから。







第７章 愛に溺れる令嬢、夫のすべてを受け入れること








　悪魔が創った空間からふたりが戻り、五日後。

　当初の予定通り、間もなく、聖院の大聖堂にてふたりの挙式が執り行われる。

「綺麗よ、エステル。本当に」

「ふふ。ありがとう、お母様」

　純白のウエディングドレスをまとい、エステルは母に微笑みかける。

　母の指が、最後の仕上げに娘の唇へゆっくりと紅を引く。間近から母を見つめたエステルの目に、うっすらと涙の膜を張らせた母の瞳が映り込む。

　祖母も母もまとった憧れのドレスに身を包み、愛する人と大聖堂で愛を誓う──それはエステルの幼い頃からの夢だった。

　その夢が、今日、ついに叶う。

　目前に迫る幸せにすっかり浮かれていた七日前までの自分、その直後に絶望に沈んだ自分。どちらの時間もあったからこそ、今、自分は自分が思い描く本当の幸せに向かって歩んでいける。

『あなたには一生隠し通して生きていくつもりでした』

『こんな危うい魂で望んでいいことではないと分かっていても』

『あなたと幸せになりたい』

　イヴォンのあの望みを聞き出せないまま今日この日を迎えていたとして、あの頃の自分では、彼に心からの充足を感じてもらうことは生涯できなかっただろう。

　七分袖のベルスリーブを艶やかに揺らしながら、エステルは母の濡れた目尻を拭い、彼女とともに控室を後にする。

　大聖堂の大扉の前に、愛する人が佇んでいる。エステルに気づいた彼は、一瞬眩しそうに目を細め、それからはにかんだような微笑みを浮かべてみせた。

　ありのままの素顔で微笑む彼の元へ、母にそっと背を押されながら、エステルはまっすぐ一歩を踏み出した。
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　世界中の祝福を一身に浴びたかのような輝かしい結婚式から、間もなくひと月。

「おやすみなさい、イヴォン」

「はい。おやすみなさい、エステル」

　同じベッドに揃って横たわり、抱き合い、触れるだけの口づけを交わす。

　挙式の後、ラガルド邸にてともに暮らし始めたふたりの寝室での夜は、初夜からずっとこの調子だ。

　イヴォンの魂に混ざり込んでいた悪魔の残滓は、彼が創り出した空間を脱したあの日、露のごとく消え失せた。角も牙も金色の目も、悪魔の抜け殻が残る場所に繋がる金色の鍵も、すべて。

　それでも、イヴォンの心からはまだ恐れが抜けていないらしい。

『もう悪魔は残っていないと頭では分かっていても、怖いんです』

『万が一、またあのときのように正気を失ってあなたを傷つけでもしたら、もう二度とあなたに顔向けができない』

　初夜に伝えられた言葉を振り返りながら、エステルは、ベッドの中で繋いだ手にほんの少し力を込める。

　世界のすべてから切り離されたあの異質な空間で、エステルは二度、イヴォンに身体を開かれた。悪魔の衝動が彼にそうさせたのだと知った今、あれはイヴォンだけが責任を負うべきことではないと、エステルはきちんと理解している。

　だが、彼女の理解とイヴォン自身の罪悪感は、完全に別物だった。

　やむにやまれぬ理由があったとはいえ、あんな強引な手段で愛するエステルを組み敷いてしまったという事実は、彼を怯ませるに十分だったようだ。

　イヴォンは元来誠実な人だ。そんな彼が感じている躊躇も苦悩も、エステルにははっきりと理解できてしまう。だからこそ彼女は、イヴォンの心がきちんと夫婦の営みを受け入れられるようになる日を待とうと決めていた。

　寝る前に抱き合い、口づけを交わし、手を繋いで眠る──そんな穏やかな夜を繰り返しておおよそひと月。今夜もまた、穏やかな朝を迎えるための眠りが訪れるものと、エステルは信じて疑わなかった。だが。

　規則的な寝息が隣から聞こえてきて、エステル自身もうとうとと眠気に身を委ねかけていた、そのときだった。

「……ん……」

　寝返りを打ったイヴォンの腕が、仰向けに横たわるエステルの肩に触れた。そのまま抱き寄せられ、エステルの身体はあっさり彼の腕の中に閉じ込められてしまう。

　腕枕されるように抱き締められ、エステルはつい驚きに目を瞠り、それから微笑ましい気分に浸る。

　初めの頃は、同じベッドで休むことさえ緊張していたのに、このひと月でだいぶ慣れてくれたみたいだ。

　密かに喜びを噛み締めながら、エステルはイヴォンの胸元に頭を埋め、再び瞼を閉じ……その矢先、太腿に硬い感触を覚えて息を詰めた。

（……え？）

　一瞬で、頭が混乱に掻き回される。

　イヴォンの規則的な寝息は変わらない。しっかり眠っている。それなのに、これは……ひゅ、と喉が鳴った瞬間さらにきつく抱き締められ、エステルは頬を赤らめてしまう。

　大きい。淫らな夢でも見ているのかと疑いたくなってくるほど。

　それでいて、そっと上を向いて覗き込んだイヴォンの表情には変化がない。反り返った下半身の反応こそが嘘だと言わんばかり、ただ穏やかに寝息を立てているだけだ。

（やだ、私……）

　は、とエステルの唇から熱い吐息が零れた。

　いやでも思い出してしまう。悪魔の衝動に呑まれたイヴォンに無理やり組み敷かれ、舐められた肌が熱く火照り、しまいには純潔の身でありながらはしたなく蜜を垂らして彼を受け入れてしまった記憶──熱い欲望の感触を脳裏に蘇らせたエステルは、イヴォンの腕に包まれたきり、思わず身をよじる。

　あの二度の情交こそ夢だったのでは、と思う日も増えた。そのくらい、結婚後のイヴォンは誠実で紳士で、それまでの彼となにも変わらず優しかった。

　今のままでも十分幸せだ、無理に肌を重ねなくても私たちの愛は変わらない……確かにそう考えていたのに、女の快楽に溺れる感覚をとうに知るエステルの身体は、熱い昂ぶりを前に見る間に反応してしまう。

　いつしか蜜を湛えて震えていた脚の間を、エステルは意識して引き締める。

　寝る前に毎晩抱き締め合っているのに、今自分を掻き抱いている彼の腕は、それよりも遥かに情熱的だ。そう感じてしまうのは、反り返った熱い欲に触れたせいなのかもしれなかった。

　掛布を剥がし、エステルはゆっくりとイヴォンの身体を押し倒した。

　肩を押して仰向けにしても、彼は目を覚まさない。おそるおそる、エステルは上体を起こして彼の両膝の上に跨がる。体重をかけてしまわないよう神経を集中させながら、彼女の吐息は次第に熱を帯びていく。

　胸元に頭を寄せると、イヴォンの心音が耳に甘く溶けた。彼の鼓動は次第に高鳴っていく。エステルの鼓動もまた、つられて激しく高鳴り始める。

（私、自分からこんなこと……どうかしてるわ）

　顔が真っ赤に染まっている自覚はあった。それなのに止められない。

　イヴォンの夜着──前開きのガウンの上から、大きく膨らんだ下半身に布越しに触れる。そこはなおも硬度を保っていた。こくりと喉を鳴らしたエステルは、意を決してガウンの合わせ目から指を差し入れる。

　直に触れた欲望の先端は、先走りと思しき雫で濡れていた。

　息を潜め、エステルはそっとそこを撫でつける。

「……ん……」

　吐息に似た声を漏らしたイヴォンは、わずかに身動ぎしたものの、瞼は閉じたきりだ。

　早くやめないと、と確かに思っているのに、エステルの身体は勝手に動いてしまう。痛むほど胸を高鳴らせ、エステルは指に雫を絡めて先端を撫でつける。ぬるついた感触を感じ取るたび、彼女自身の脚の間もどんどん潤っていく。

　背を震わせながら、エステルはイヴォンの屹立に触れたまま、空いた手で自らの下着の紐を解いた。

　両側をそれぞれ紐で留めた下着は、片側だけ解かれてはらりと脱げ、解いていない側の脚に中途半端に残る。そのさまが、両側をきちんと解くよりも余計に淫らに見え、エステルは再び熱い吐息を漏らした。

　ガウンの紐を解いて肌を露出させ、硬い屹立の上に、エステルはそろそろと腰を下ろす。蕩けた秘密でそれの裏側を擦ると、また身体の奥から蜜が溢れ出てくる。

「ぁ、ん……っ」

　堪らず、エステルは甘い声で喘いだ。口端から涎を垂れ落としてしまいそうになり、その瞬間、眼下のイヴォンがようやく瞼を開く。

　え、と呆然と零した彼と目が合った。初めは焦点の合っていなかったイヴォンの瞳が、見る間に驚愕に染まっていくさまを見下ろしながら、エステルは息を止める。

　上擦った声をあげたイヴォンは、自分の上に跨がって腰を揺らすエステルの痴態を前に、完全に動転していた。

「エステル、なにを……くっ、」

「ぁ、……ごめんなさい、私……」

　この上なく焦っているように見えるイヴォンは、それでも下半身に集中する心地好さが先立ってしまってか、掠れ声で謝るエステルを強引に押しのけることはしなかった。

　馬乗りになったまま、エステルは大きく身を乗り出してイヴォンの胸元に肌を寄せ、そのまま彼の喉に口づけた。

　途端に、秘所の下で屹立がぴくぴくと跳ねる。ランプの細い明かりの中でも、イヴォンが頬を真っ赤にしていると分かった。きっと自分も同じくらい、いや、彼以上に赤くなっているはずだ。

　この行為を避けていた彼に許可も取らず、一方的に衣服を剥ぎ取って腰を擦りつけ、ひとりで悦に浸って……自分はなんて淫らな女なのだろう。エステルの目尻が涙に濡れる。

「私……起こしもしないで、こんなこと、……本当にごめんなさい……」

「ッ、う……っ」

　真っ赤な顔で羞恥を噛み締めつつも、エステルは揺れる腰の動きを止められない。

　泣きながら謝ったその矢先、どく、と腰の下の屹立が大きく脈打った。次いで熱い飛沫が秘所を濡らし、堪らず浮かせたエステルの腰からとろりとそれが垂れ落ちる。

「はぁ、……ぁん……」

　飛沫を浴びた肌が熱い。自分自身は達していないのに、達した瞬間に苦しげに歪んだイヴォンの表情が目の奥に焼きついて離れない。ぞくぞくと背を震わせ、エステルは震える息を零す。

　少しずつ理性が戻り始める中、彼女の目尻からとうとう大粒の涙が溢れた。強烈な背徳感に襲われ、ひと言も口を利いてくれないイヴォンに早く謝らなければと、彼女の頭はそればかりでいっぱいになる。

　だがエステルが口を開くよりも先、真下から伸びてきたイヴォンの手が、彼女の腕を強く引いた。

　驚きの声が漏れたと同時に、彼女の背は反転していた。堪えきれないとばかりに上体を起こしたイヴォンに、腕を掴まれたまま押し倒され、今度は逆にエステルが彼の真下に寝転がされてしまう。

「あっ……」

　視線がかち合い、思わず声が漏れた。

　合ったばかりの彼の目が、一瞬、金色に光り輝いて見えたせいだ。

　ぞくりと背筋が強張った。悪魔はもう彼の中に留まってはいないはずなのに、今の瞳は一体……エステルは混乱に陥ってしまう。

　咄嗟にランプに目を向けた。明かりは消えていない。身体を起こした拍子に、揺らめくあの明かりが映り込んだだけかもしれない。でも、もしまだあのおぞましい悪魔の成れの果てが、愛する夫の中で息を潜めているのだとしたら。

　それはとても恐ろしいことだ──だが。

　確かにそう思っているのに、エステルの身体も心も、いつか悪魔の創り出した空間に囚われたときのような恐怖に震えることはなかった。

（もしそうだったとしても、問題なんてなにもないわ）

　そうだ。

　あれがイヴォンの中に残っていたとしても、別に構わない。

『私は構わない。あなたの中に、悪魔の一部が残っていたとしても』

『今のあなたをそのまま受け入れたい』

　エステルがイヴォンにそう告げたのは、彼の中から悪魔の残滓が消える前。

　悪魔の消滅を狙って伝えた言葉ではなかった。だから残っていたとしても構わない。もしそれがイヴォン自身を傷つけることがあるなら、あの言葉を伝え、ありのままの彼を受け入れ、何度でも今のイヴォンを守り続けてみせる。

「……エステル」

　掠れた声で名を呼ばれ、応えるように、エステルは真上の彼に腕を伸ばす。

　そっと首を抱き寄せると、瞬く間に唇を奪われ、秘所がまた潤み始める。口を塞がれたままで身をよじると、イヴォンの指がおもむろにエステルの秘密を這い始めた。

　おそるおそる動く指に、吐き出されたばかりの白濁とエステル自身が溢れさせた蜜を混ぜ合わされ、くち、とそこから水音が響く。入り口を上下に往復する指の動きは、まるで欲の残滓をエステルの内側に塗り込みたがっているかのようだ。

「っ、ああ……！」

　抑えきれず、エステルは声高く鳴いた。

　馬乗りになって屹立に腰を擦りつけていたときに感じていた快楽が、彼女の身体に再び火を灯す。喘ぐエステルの声を合図に、イヴォンの指が彼女の内側に侵入を始めた。一本だけ、慎重に挿し込まれてくる指の動きを感じ、エステルは身体をよじって甘く鳴き続ける。

　彼が達したときに一緒に達することのできなかった身体の芯は、与えられる刺激を喜んで受け取っていた。

「僕に触られるの、いやじゃないですか？」

「ぁ、いやなわけ、ないわ……あんっ」

　遠慮がちに問われ、エステルは彼の背をきつく抱き締め返して首を横に振る。

　途端に、彼の指はエステルのさらに奥まで入り込み、腹の側の壁をゆっくりと擦り始めた。敏感になった膣壁の凹凸を指の腹で撫でられ、エステルは腰を浮かせて感じ入ってしまう。

「さっきまで、夢を見ていて……あなたの夢です」

　譫言めいた声で呟きながらも、イヴォンは指の動きを止めなかった。

　エステルが感じる場所を探るような手つきだ。彼の首に腕を巻きつけたきり、エステルは思わず唇を開く。

「ぁんっ、……もしかして、淫らな夢？」

　嬌声の合間になんとか尋ねると、返事をされるよりも先に唇を塞がれた。舌を絡められ、んん、と鼻からくぐもった声を漏らしたエステルは、中を泳ぐ指を無意識のうちにきつく締めつけてしまう。

　ひとしきり舌と唇を吸われた後、イヴォンの唇は名残惜しそうに離れていき、それから彼はばつの悪そうな顔で尋ねてきた。

「どうして分かるんですか？」

「あ、ぅ……大きく、なってたから……」

　眠ったまま抱きついてきたあなたのそれが脚に当たって、と素直に白状したエステルの唇を、イヴォンは軽く啄んで続く言葉を遮った。

　そうされてから、自分がいかにはしたないことを口に乗せたのか、エステルはようやく自覚する。蕩けた息を吐きながら、彼女は深い羞恥に溺れてしまう。

　やがてイヴォンは、エステルの顔の横、シーツの上に深く顔を埋めて溜息を落とした。それから観念した様子で彼女の耳に唇を寄せ、甘く囁く。

「そうです……あなたを汚してる夢、もう何度も見ていて……」

「……今みたいなこと、夢の中でもしてたの？」

「いいえ、……もっと、淫らなことを、」

　答えるイヴォンの声色は、まだ夢と現実の狭間を漂っているとでも言いたげな、どこか浮かされたような調子だった。

『あなたを汚してる夢』

『もう何度も見ていて』

『いいえ、もっと淫らなことを』

　……一体どんな夢を見ていたのだろう。夢の中で、自分はイヴォンにどんなふうに組み敷かれていた？

　想像を巡らせるや否や、エステルの秘密が、中にイヴォンの指を受け入れたきりひくひくと疼いてしまう。

　切なく締めつけるその反応に、彼が気づかないわけはなかった。ちゅぽ、といやらしい音を立てながら、イヴォンの指がまた往復を始める。白濁を中の壁に塗り込むような所作で撫でつけられ、堪らなくなったエステルは、とうとう彼の腕にしがみついて懇願した。

「イヴォン。夢でしてたこと、私にもして……？」

　目を逸らさず囁いたと同時に、エステルの腕が強く引かれ、上体を起こされる。

　まっすぐにエステルを射抜く彼の瞳には、まだ金色の光がちらついていた。恐ろしさを感じても決しておかしくないその色を、今度こそ戸惑うことなく、エステルは心から愛おしいと思う。

　浮いた背にすかさず手を添えられ、彼女の身体はイヴォンと向かい合わせにされた後、さらに彼の腰を跨がされた。反り返った屹立が、しとどに濡れた秘密を掠め、エステルの背がぞくりと期待に震える。

　だが、中に忍ばされたのは滾った彼自身ではなかった。再び指を、しかし今度は二本挿し込まれ、エステルは背を反らせて感じ入る。

「熱い……指がふやけそうです」

「あっ、ん、はぁっ、」

「自分でも分かりますか、……エステルの中、締めつけて離してくれない……」

　囁かれるたびにきゅうきゅうと中が締まる。恥ずかしい反応を言葉にして表されてしまったせいか、潤んだ内側は一層刺激に弱くなる。

　不意にイヴォンの右手が肩に触れ、夜着の肩紐をなぞった。左手で秘密を弄ばれたまま肩紐を外され、エステルの胸は簡単に晒されてしまう。先端はすっかり尖り、そこを指で掠められただけで、びくびくと腰が震えて止まらなくなる。

「ここも触りたい、……あなたの恥ずかしいところ、舐めて蕩かしたい……」

　囁きの途中で、イヴォンはエステルの胸の尖りを口に含んだ。

　刺激を求めて硬く尖ったそれを舌で転がされ、堪らずエステルが背を反らすと、秘密に埋め込まれた二本の指が中を掻き混ぜ始めてしまう。感じる場所を一度に責められ、エステルの唇からは啜り泣くような嬌声が止まらなくなる。

　……こんなにいやらしい夢を見ていたなんて。広い背にしがみつきながら、エステルは眩暈に身を震わせる。

　彼が吐き出した欲と自分が零した蜜が混ざり合い、淫らな音を立てている。そちらに気を取られていると、今度は胸の尖りを強く吸われ、エステルの息はどんどん乱れて浅くなっていく。

「ぁ、あ、イヴォン、わたし、」

「……エステル……」

「あっ、待って、奥、……あぁ……ッ」

　ぐ、ぐ、と腹の奥を内側から押され、エステルの視界に白い光が舞い始める。

　快楽の波に攫われかけたそのとき、イヴォンの唇がエステルの胸を離れて喉を捉え、熱い舌がそこを這った。

「ああ……っ!!」

　全身を震わせて絶頂へ駆け上るエステルの視界の端で、白い光が一斉に弾けた。

　噛まれているのかと疑いたくなるほど強く喉に吸いついてくるイヴォンの唇は、ひたすらに熱い。その熱さが、彼に強引に身体を開かれたときの昂ぶりを、半ば強制的にエステルに思い出させてくる。

　悪魔に呑まれた彼の舌が這った場所は、灼けるように熱くなって──あのときの自分は催婬状態にあったはずだ。それなのに、今も同じ、むしろあのとき以上の強烈な快楽に呑み込まれ、息ひとつまともにつけない。

　イヴォンに愛されたがる身体はすっかり火照って、もっともっとと貪欲に彼を求めてしまう。

「……本当にいいんですか、夢と同じこと、しても」

　エステルの蜜に濡れた自分の指を蕩けた目で見つめながら、イヴォンは遠慮がちに尋ねてくる。

　そのくせ、腰に押し当てられている彼自身は、吐精する直前よりも硬く反り返っている。やっぱり駄目、と答えたらどうする気なのか心配になってくるくらい、今のイヴォンは余裕がなさそうに見えた。

「して、……されたいの、もっと愛して……」

　達したばかりの内側を震わせ、エステルはイヴォンの胸元に身体を擦り寄せて彼の唇に口づける。

　その瞬間、イヴォンは痛むほど勃ち上がった彼自身をエステルの入り口に擦りつけた。先端が押し当てられたそこは、達したとき新たに噴き出した蜜で濡れそぼり、硬い雄を嬉しそうに呑み込んでいく。

「んぅ、う……ッ」

　口づけたまま、慎重な所作で奥まで挿し込まれていく。ぞくぞくと背を震わせ、エステルは彼の首に腕を巻きつける。

　指を挿れられていたときとは比較にならない圧迫感に、全身で感じ入る。

　満たされている。深い充足に溺れながら、より深く彼を包み込もうと、エステルは跨いだ彼の腰を脚で包み込む。

「ぁ、中、絡みついてくる……エステル……」

　潤んだ目をしたイヴォンに囁かれ、その声がエステルの感度を底上げしていく。

　苦しそうに眉を寄せる彼の顔から目が離せない。今のイヴォンは、悪魔の衝動に支配されることなく、ただ彼がしたいままにエステルを貪っている。

「イヴォン、……私の中、気持ちいい？」

　教えて、と囁くや否や、我慢ができなくなったのか、イヴォンはごりごりと奥を擦り始めた。その本能的な動きのせいで、エステルの悲鳴じみた喘ぎはますます止まらなくなる。

「ひぁ、あっ！」

「気持ちいいです、……どうにかなってしまいそうなくらい……」

　情欲に支配された彼の声はどこまでも甘い。腰を掴まれて揺さぶられながら、エステルの目の奥には白い火花が散りっぱなしになる。

　やはり、催淫を施されたときよりも遥かに感じる気がした。ふたりが心を通わせ、互いに望んでこの愛し合い方を選んでいるからなのかもしれなかった。

　初めこそエステルの負担を気にしてゆっくり奥を擦るだけだった雄の動きは、次第に勢いを増していく。堪えきれなくなったらしく、やがてイヴォンは向かい合うエステルの上体をベッドに押し倒した。

　再びシーツに背を包まれ、くらりと視界を揺らしたエステルの真上に、間を置くことなくイヴォンが圧しかかってくる。

「エステル、……綺麗です、夢の中より、ずっと、」

　譫言じみた声を落としたイヴォンの眉が、きつく寄っている。快楽に蕩けた彼の瞳に、エステルの目は釘づけになる。苦しそうにも幸せそうにも見えた。そのせいで、彼女の腰もまた一層切なく震え始める。

「あぅ……っ」

　ぱんぱんと肌と肌のぶつかる音が、中を往復されるたびに響く。

　座りながら愛し合っていたときよりも激しい。ただでさえ軽い絶頂を繰り返していたエステルは、容赦なく奥を貪る熱に、より深く追い詰められていく。

「あ、ぁっ、激し、ああッ！」

「……エステル……っ」

　脚を折り曲げて深く受け入れるエステルの目尻から、生理的な涙がぼたぼたと垂れ落ちる。

　喘ぐたび、エステルの中は小刻みな痙攣に震える。その蠢きが生む心地好さに呑まれ、イヴォンの理性もまた、見る間に削ぎ落とされていくように見えた。

「っ、エステル……僕、もう……」

　きつく眉を寄せたイヴォンが、浮かされたような声で囁く。

　苦しげに歪んだその表情には見覚えがあった。エステルの中へ注ぎ込むことに強烈な罪悪感を抱え、悪魔の衝動に逆らってそれを回避していた過去二度の情交……それらの最後に見た顔と同じ顔だ。

　魂に悪魔の残滓が溶け込んでいた頃の彼にとって、衝動の捌はけ口でしかない情交でエステルを汚すことは、罪悪でしかなかったはずだ。だが今は違う。

　達するときに、苦しそうにしていてほしくない。

　祈りを込めたエステルの指が、真上のイヴォンの頬にそっと触れる。

「注いで。このまま、中に」

　それまでの本能的な勢いを欠きつつあったイヴォンの腰に、エステルは両脚を巻きつけて囁いた。途端に困惑を滲ませた彼の首にも腕を伸ばし、愛する人を全身で抱き締める。

「ほしいの。私が、あなたのこと、中で全部受け止めたい」

　涙を溢れさせて告げた言葉に、返事はなかった。

　エステルの耳には、息を詰めるような微かな声が聞こえただけだ。だが次の瞬間、中に入り込んだ欲望がさらに質量を増し、エステルは大きく目を瞠る。

「え、……ぁ、なに？」

「駄目です、エステル……あなたにそんなことを言われたら、僕は」

　言葉の途中で最奥を激しく突かれ、エステルはひゅ、と喉を震わせながら背を反らせた。

「ひ、ぁ……ッ!?」

「僕は、……もっと我儘になってしまう……」

　彼の腰に巻きつけたエステルの脚から力が抜けかけ、それでもイヴォンの動きは止まらない。奥の奥を無理やりこじ開けるかのように、ぐり、ぐり、と腰を擦りつけては往復を繰り返す。

　彼の言う〝我儘〟が、欲望のままに自分を求めることを指しているなら、むしろ嬉しい……奥の壁を幾度も突き上げられ、エステルは全身を震わせて感じ入る。

「あっ、きちゃう、わたし、ぁ、あ、」

「エステル、……エステル……ッ」

「あんっ、出して、奥、いっぱい、……ああ……ッ!!」

　力の入らない脚を再び彼の腰に巻きつけ、残る力を振り絞ってイヴォンを抱き締めたと同時に、彼の腰がぶるりと震えた。

　どくどくと注ぎ込まれながら、エステルは腹の奥を激しく震わせる。

　絶頂を迎えた瞬間、視界が光の渦に呑まれて弾け、意識が一瞬飛んでしまう。初めて中で受け止めている。過去に一度もされたことのない方法で、奥の奥まで彼の色に染められている。

　徐々に火花が消えていくエステルの視界に、眉を寄せつつも蕩けた目をして吐精するイヴォンの表情が、ようやくしっかりと映り込む。

「ひ、ぁん……ッ」

　感じ入る彼の顔を見た途端、後から押し寄せてきた波に攫われるようにして、エステルはまた達してしまう。立て続けに訪れた二度の絶頂のせいで、彼女の口端からとろりと唾液が垂れ落ちた。

　今までは絶頂の瞬間にきつく目を瞑って衝撃を耐えていたが、今夜、エステルはそうしなかった。

　見たかったのだ。自分の中に潜む悪魔の存在を生涯隠し続けてでも、今度こそエステルと添い遂げたがっていた……そんなイヴォンが、なににも囚われることなく、自分の心のままにエステルと繋がり合う喜びを噛み締めるその顔を。

「ぁ、……エステル、また締まって……」

「ぁん、……中、ひくひく、止まらないのぉ……」

「く……ぅ、」

　奥深くにまだ出されている。そんなに深いところに注がれたらそれだけで孕んでしまいそうで、エステルを苛む甘い痙攣はなかなか収まらない。

　荒い呼吸が収まるよりも早く、堪えきれないとばかりにイヴォンはエステルの唇を塞いだ。啄むような口づけはほどなくして舌の絡み合う淫らなそれに変わり、下腹も口内も満たされたエステルの鼻から蕩けた声が抜けていく。

「エステル、もう少しこのままでもいいですか、……まだあなたの中にいたい……」

　余韻を引きずっているような甘えた声で囁かれ、彼自身には先ほどまでの硬度はすでに残っていないにもかかわらず、エステルの中はきゅうきゅうと疼いてしまう。

　頷き返した彼女の唇が、イヴォンの人差し指にゆっくりと撫でられる。擽ったさに微笑みを浮かべながら、エステルは愛しい人の首筋に腕を巻きつけた。

「……愛してるわ、イヴォン。昔も今も、ずっと」

　外れた唇の隙間から囁くと、イヴォンは今にも泣き出しそうに顔を歪め、再びエステルの唇を奪った。







終章








　時は少し遡り、挙式の二日前。

　鍵を渡されてから悪魔に襲われたこと、その窮地をイヴォンに救われたこと──それらのできごとについて、エステルは手紙という形でメリッサへ伝えていた。

　鍵を手に戻った生家の中に、金粉の道が浮かび上がったこと。

　異空間の地下には悪魔が実在していて、確かにイヴォンと瓜二つだったこと。

　逃げ出して以降も悪魔に囚われたきりだったが、イヴォンが助けてくれたこと。

　そして悪魔は、メリッサが渡してくれた鍵もろとも、イヴォンに祓われて消え失せたこと。

　真相を伏せつつ、それでいて真相から懸け離れすぎてしまわない程度に、エステルは吟味に吟味を重ねて手紙をしたためた。

　メリッサの人生の大半を苛み続けただろうあの鍵がどんな終焉を迎えたのか、伝える義務があると考えたのだ。そうでなければ、他のダリエ家の面々と同じように、自分までメリッサの見た悪魔を否定することになってしまう。

　悪魔がイヴォンと瓜二つだった理由は、かつて悪魔に喰われた聖職者がいて、その者がラガルド家の出身で、ふたりの間に血縁があったからだと伝えることにした。

　事実、前世の記憶を辿ったイヴォンは、前世の彼の実兄の手記を探し当てていた。

　殉職させる前提で弟にダリエ家の悪魔祓いを命じた兄は、自責の念から心を病み、やがて懺悔の手記を遺して自死を選んだようだ。彼の不名誉の記録は、ラガルド家の系譜の中にも、栄光の陰に隠れるようにして小さく残っていた。

　彼の手記を見つけ出したのは、前世で彼の実弟だったイヴォン本人だった。

　ラガルド邸の旧書庫の壁にしかけられた隠し棚。前世の彼の兄が、幼い頃から大切な品を隠しておく場所だったそうだ。

　実の兄に〝死ね〟と命じられたようなものでありながら、手記を見つけたイヴォンは、兄を恨む言葉を口にしなかった。ただ、後継争いで謀略に謀略を重ねた兄はもう疲れ果てていたのだと思う、と寂しそうに零したのみ。

　ラガルド家に遺っていたその手記と、ダリエ家に秘密裏に遺っていた生贄の記録を照らし合わせると、〝生贄となった娘と、彼女に充てがわれた聖職者の夫〟という組み合わせはそう時間をかけることなく判明した。

　その記録を論拠に、エステルはメリッサに提示する〝仮説〟を組み立てた。

　兄からの悪魔祓いの命令を額面通りに受け取った彼は、妻を生贄の運命から救うためにも奮闘し、祓えはせずとも悪魔を封じ込めることに成功した。おそらくはその身体、もしくは魂を犠牲にして。

　彼に封じ込められた悪魔は、長い時間をかけ、まるで引きずられるようにして彼の面影を宿していった。ゆえに、メリッサが数十年前に見た悪魔は微動だにせず、また悪魔を封じた張本人である聖職者と同じ顔をしていた。

　……そういうシナリオにした。

　それ以上の真相は伝えない、とイヴォンとともに決めた。自分たちの前世、加えてイヴォンの中に潜んでいた悪魔の成れの果てに関する真相は、自分たちだけが知っていればそれで十分なのだから。

　そして今日、大伯母メリッサから返事の手紙が届いた。エステルとイヴォンが一ヶ月遅れの初夜を迎えてから、おおよそ半月が経過していた。

　大伯母の体調はだいぶ回復し、起き上がれる程度には元気にしているという。ただ、筆は執りにくくなってしまったようだ。手紙の冒頭には、使用人に代筆を頼んでいる旨が記されていた。

　鍵の顛末を教えてくれたこと、なにより彼女の話を信じてくれたことへの感謝が綴られていた。もし自分が渡した鍵のせいでエステルが悪魔に狙われたのなら、無事で良かった、そして恐ろしい目に遭わせてしまって申し訳なかった、とも。

　そう。大伯母がエステルにあの鍵を渡しさえしなければ、エステルはなにも知らずイヴォンの元へ嫁いでいた。イヴォンが長きにわたってその魂の内に抱えているなにもかもを、知る機会すら与えられないまま──彼自身の意思で隠し通されたまま。

　それではきっと、自分たちは真の意味で幸せにはなれなかった。そう考えるなら、むしろメリッサは自分たちの恩人ということになる。

　大伯母からの手紙は、近々ぜひふたりで会いに来てほしい、と締め括られていた。そのときに、長年疑いの目を向け続けてしまったラガルド卿に直接謝罪したい、とも書いてあった。

　夜、寝室にてふたりでメリッサからの手紙を読み返した後、眉をひそめたイヴォンは物憂げな声をあげた。

「本当に良かったんでしょうか。ミュレーズ夫人に、こうして嘘を伝えてしまって」

「嘘？」

　ソファの対面で、憂いの表情を隠しきれず問いかけてきた夫へ、エステルは思わず尋ね返してしまう。

　確かに〝嘘〟という言葉を広い意味で捉えるなら、メリッサに伝える内容を加味した時点でそうなるのかもしれない。だが、大伯母から例の鍵を渡されたエステルが悪魔に襲われたことも、その悪魔が祓われた後であることも、事実に他ならない。

「嘘ではないわ。悪魔だって、あなた自身が祓ったようなものでしょう？」

　席を立ち、イヴォンの隣に座り直したエステルへ、イヴォンは首を横に振りながら返す。

「いいえ。あれを祓ってくれたのはあなただ」

「そうかしら。私は、イヴォンが隠しておくつもりだった気持ちを、私にきちんと打ち明けてくれたからこそだと思ってるけど……あ」

　なんの迷いもなく告げたエステルの背が、言葉の途中できつく締めつけられる。

　温かな抱擁に身を任せつつ、エステルは微笑みを浮かべ、自分からも愛する人を抱き締め返した。

「真実を伝えることがすべてではないわ、きっと」

「……でも」

「私でさえ、あなたが百年近くかけて悪魔を呑み込んでいった、その間のつらさや苦しみを分かってあげることはできないのに」

　言いながら、エステルはイヴォンの手を取り、その手のひらを自分の頬に添える。

　拒絶がイヴォンを弱らせ、彼の中の悪魔を増幅させてしまう──そんなからくりは、すでに彼の身には残っていない。それでもエステルからは、こうして〝私はあなたを拒絶していない〟と身をもって示す癖が抜けずにいる。

　ふと前世の自分が憎らしくなってくることがある。もし彼女が、自身の胸の内をきちんと夫に打ち明けていたなら、ふたりにはもっと違う未来が訪れたはずだ、と。

　けれど同時に、そうできなかった彼女の気持ちも、痛いほど理解できてしまう。

　自分が再びダリエ家の娘として生を享けた理由を、今でもたびたび考える。ただの偶然かもしれないし、地下に残っていた悪魔の残滓がこの魂を呼んだのかもしれない。あるいは、前世の自分自身に、懺悔の気持ちがあったからなのかもしれない。

　前世の自分は、悪魔に喰われた彼女の夫が、長い歳月をかけて悪魔を喰らい返したことを知らないまま死んだ。だから、今度こそ自害を選ばずにきちんと悪魔に喰われ、悪魔の腹の中で彼と再会を果たしたかったのだとしたら。

　絶対に理解できない動機だし、そもそもすべてが想像の域を出ないのに、エステルはもしかしたらそうなのかもしれないと思う心を止められない。

　きっと、前世の自分と今の自分が、同じ魂の持ち主だからなのだろう。

「いいんです。あれを喰らってた間の記憶は、あまり残ってませんし……でも」

　妻を腕の中に閉じ込めたきり、イヴォンは歯がゆさに震えるエステルを慰めるように囁く。

「……でも？」

「あなたにまた会いたいと、そればかりずっと考えてたことだけは覚えてる」

　少し恥ずかしそうに微笑んだイヴォンは、エステルの腰を抱き寄せ、その頬に手を添えて彼女の唇を奪った。

　ちゅ、ちゅ、と互いに唇を吸い合う中、エステルの胸には熱い思いが込み上げてくる。

「本当に良かった。その話を、あなたが私に隠したままにならなくて」

「……エステル」

「だって隠したままだったら、せっかくこうやって生まれ変われたのに、私もあなたも本当の意味では幸せになれなかった」

　やっぱり大伯母様のおかげね、と微笑むエステルの唇が、再び甘く奪われる。

　触れるだけの口づけは次第に深くなっていく。舌と舌の絡み合う音が控えめに響く中で、エステルはイヴォンの胸に身を預け、甘えるように囁いた。

「ねぇイヴォン、……今夜も、愛してくれる？」

　羞恥に掠れた声には、分かりやすく期待も宿ってしまう。

　ひと月遅れの初夜以来、ふたりはほぼ毎晩のように肌を重ね続けてきた。イヴォンの腰に手を添えて誘いながら、エステルの腰もまた切なく疼き始める。

　唇と唇がほとんど触れ合ったきり、ごく近くに覗くイヴォンの目が、一瞬──本当に一瞬だけ金色に光って見えた。

　当初こそ悪魔の特徴だとばかり思っていたそれは、もしかしたら、イヴォン自身の執着と愛の表れでもあるのかもしれない。

「……もちろん」

　蕩けた声で返されたと同時に、今度は最初から深い口づけを落とされる。

　その熱に酔い痴れながら瞼を閉じ、エステルは、身体も魂もすみずみまで愛し愛される喜びにうっとりと思いを馳せた。
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　こんにちは。鞠まり坂さか小こ鞠まりです。このたびは『前世生贄だった令嬢は、今世も婚約者に執あ着いされすぎている』をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュ様での二作目となる今作は、ややクラシカルな世界観の西洋風ファンタジーに挑戦してみました。結婚を控えたヒロインの幸せいっぱいのシーンから物語をスタートさせた上で、一旦どん底の絶望を味わってもらう流れは、なんだかんだ過去作の中でも初だったかなと微笑ましく振り返っています。

　本作は〝前世から続く愛〟をテーマに仕上げましたが、書きながら、登場人物の前世を描くというのは本当に難しいなと痛感していました。人という生き物は、たとえ生まれ変わったとしても、前世と完全に同じ人間にはならないだろうと思うからです。

　人はきっと、どんな環境で育ったか、傍に誰がいたか、いつどこでどんなことを考えたか、どんな成功や失敗を経験したか──そういう〝体感した時間のすべて〟によってどんどん変わる生き物だと私は思っていて、そうした理由からも、作中に登場する前世のふたりの名前はそれぞれ意図的に伏せました。

　当初は特定の名前をつけていたのですが、やはりこのお話はエステルとイヴォンの物語であり、たとえ前世から続いている思いがあったとしても、今のふたりにとってはそれがすべてではないのかなと……それは前世で非業の死を遂げて生まれ変わったエステルはもちろん、前世からずっとエステルの魂を追いかけ続けたイヴォンもまた同じなのかなと思うので、この形に着地して正解だったのかなと満足しています。

　実は今作、かつてないほど頭を悩ませながら、ものすごい量の没とともに書き直しを繰り返して仕上げております。そんな中、漫画家であり友人の一いち永ながのぞみ先生には、大変なお力添えをいただきました。先生に相談できていなかったら、私はおそらくまだこのお話を書き上げることができていないだろうなと思うくらい助けてもらいました。

　この場をお借りしてお礼を申し上げます。一永先生、本当にありがとうございました。ぜひまた、ご一緒にお茶にでも出かけましょう。

　併せて、担当様がたにも大変お世話になりました。原稿に細かく目を通していただきながら、お褒めの言葉もたくさん頂戴しており、そのどれもが執筆のモチベーションに繋がっていました。たくさんのお力添えをありがとうございました。

　最後になりますが、この作品を目に留めてくださった読者様にも、心からの感謝を申し上げます。心に残るシーンがひとつでもあったなら嬉しいです。

　またいつか、どこかでお目にかかれますように。
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●お断り
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